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　さああ、と降った雨の後。

　雲が風にちぎれて飛んでいくのを眺ながめていたら、山の端はに虹にじがかかっていることに気付いた。生まれて初めて見た虹で、それが虹という名であることすら知らなかった。

　手を伸のばして食べたらきっと甘いに違ちがいないと思い、家に帰って家族にそう言ったら、死ぬほどバカにされた。

　だからまた家を飛び出した。今度は七色のあれを捕つかまえてやると息巻いていた。

　虹が消えてしまうなんて知らなかったのだ。

　見に行って消えているのを知った時は、胸を締しめ付けられるように感じた。

　その感情を切ないと言うのだと、迎むかえに来た姉が教えてくれた。
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「どうしても……行くんですか……？」

　銀ぎん髪ぱつの青年が、絞しぼり出すようなか細い声でそう言った。

　いつもは柔にゆう和わな笑えみを浮うかべるその顔が、今は苦しげに歪ゆがんでいる。

　そこは普ふ段だん少人数の講義に使われる小教室で、今は二人しかいなかった。青年と、少女だ。

　日は暮れ、部屋にはランプが灯ともり、机の上には数枚の白い紙が散らばっていた。青年はその一枚を摑つかみ、握にぎり潰つぶしていた。

「ごめんね、ゼストガさん」

　少女が俯うつむくと長い金髪がその顔の半ばを隠かくした。青年は最後の説得を試こころみた。

「考え直してください。南部は危険です。あなたには危険すぎるんです……」

「でもゼストガさん、あたし《学アカ園デミー》の魔ま術じゆつ師しだから。見習いだけど……」

　少女は伏ふせていた顔を上げ、不思議に温かい印象のあるアイス・ブルーの目を青年に向けた。

「だから、やっぱり南部に行きます。あたしはそのために《学園》に入ったから……」

「リティーヤさん……」

　青年は紙を握る手に力を込めた。

　その時、ノックもなしに扉とびらが開いた。

　扉を開けたのは、黒くろ髪かみの男だった。銀髪の青年よりは幾いくらか年上である。

「リティーヤ」

　男は低く少女の名を呼び、親指で扉の外を示した。

「汽車の時間だ」

「今行きます」

　少女は旅行鞄かばんを手に取り、師である男の方へ近づいた。

　その少女に、銀髪の青年はもう一度訴うつたえた。

「待ってください、リティーヤさん！　あなたは置いて行くんですか、見捨てて行くんですか！　この……」

　青年は手にした白紙の答案用紙を机に叩たたきつけた。

「このテストを置いて逃にげるつもりですか！」

　リティーヤはおぞましいものでも目にしたかのように答案用紙から素す早ばやく視線を逸そらした。

「リティーヤさん、このテストはあなたの判断力・思考力・記き憶おく力などが〈昼〉魔術使用の影えい響きようを受けていないか調べるのに大変有効なんですよ！　ただでさえおがくず詰つまってるみたいな頭がこれ以上悪くなってないか、テスト受けて結果出してから行ってください！」

「いやあ！　もうテストはいやああ！　ごめんなさいゼストガさん、正直もう耐たえられない！」

　リティーヤはささっと師の背後に隠れた。銀髪の青年──ゼストガの手は怒いかりでぷるぷる震ふるえている。

「あなたそう言って昨日も今日もエスケープしたでしょ！　おかげで全然終わってないんですからね！」

「ゆーるーしーてー！」

「ええいおだまんなさい！」

　ゼストガは彼女の楯たてにされている師──ヤムセに切々と訴えかけた。

「ヤムセさん、今からでも遅おそくはありません、この人置いてってください！　南部なんて行ったら帰ってくるまで何週間もかかっちゃうじゃないですか！　しかもうっかり〈昼〉魔術でも使われた日には、南部の魔術師組織にこの人の魔力がモロバレですよ！　それはまずいんです！　絶対に！」

「ゼストガさん、あたしだってバカじゃないんですから外で〈昼〉魔術なんて使いません！」

「はあ？　誰だれがバカじゃないですって？　寝ね惚ぼけたこと言ってないで胸に手を当ててよーく考えてください。──ヤムセさん、頼たのみますよ。この人いたって足手まといになるだけです、いない方が絶対調査進みますよ！」

「あああっ、なんかすごくひどいこと言われてるあたし！」

「……ゼストガ」

　ヤムセはいつも通り淡たん々たんと青年の名を口にした。彼の声に感情はほとんどこもっていない──が、今はややぐったりしているふうにも聞こえる。

「リティーヤは最初の研修機会を逃のがしている。いい加減まともな調査に参加させたいんだ。いつまで経たっても使い物にならないんじゃまずい」

「でもヤムセさん！」

「調査委員会への協力義務は帰き還かん後果たさせる。今回はもうこいつを連れていくことで許可も下りている、行かせてやってくれ。〈昼〉魔術の件に関しては私がよく見ておくから」

「……くっ……！」

　ゼストガはうっかり許可出しちゃった事務局の人間全員死ねと心の底から思っていそうな目で虚こ空くうを睨にらみつけ、手元の答案用紙をくしゃくしゃに丸めた。

「じゃ、じゃあそういうことで～」

　リティーヤはこそこそと部屋を出て、同じようにヤムセも部屋を出て行った。

　残されたゼストガは、閉められた扉めがけて丸めた答案用紙を投げつけた。

「絶対！　どっかで落とし前つけてもらいますからね！」

　若手有望株のエリート魔術師は、チンピラじみた言葉を吐はいていた。




　大陸最大の魔術師組織、《学園》。

　それは魔術師の教育・研究機関であると同時に経済界に強い影響力を持つ財ざい閥ばつの一つであり、東部諸国同盟の盟主でもある。リティーヤにとっては衣食住付きの学まなび舎やだ。六年間《学園》の基き礎そ課程で学んできた彼女は、今は専門課程に籍せきを置く研究生、つまり見習い魔術師である。普段は所属している魔力環かん境きよう研究室に入り浸びたり、幾つかの教養科目や専門科目の講義に出、ゼミに参加し、課題をこなし、ごくごく普通に《学園》での日々を送っている。

　が、今日はこれから指導教官のヤムセや研究室の先せん輩ぱいたちとともに、南部への調査に出かけるところだった。大陸南部の国境地帯に広い沼ぬま地ちがあり、そこにだけ棲すむ固有種の生態調査に行くことになったのだ。

　研究棟とうの殺風景な廊ろう下かを歩きながら、リティーヤは長く息を吐いた。

「あー怖こわかったー。ゼストガさんって柔にゆう和わな人だと思ってたんですけど、あんなに怒おこるんですね」

「三日連続で試験エスケープされたら普通怒るだろう」

　ヤムセはドロップで頰ほおの片側を膨ふくらませ、怒るでもなくしかるでも厭いや味みを言うでもなく、淡淡とやる気なさそうに言った。

　ゼストガというのは《学園》の魔導書調査委員会に所属している魔術師で、委員会の命めいを受け、リティーヤにしばらく前からへばりついている青年だ。

　勿もち論ろんただの落ちこぼれに人員を割さくほど、委員会も暇ひまではない。

　リティーヤは〈昼〉魔術──熱と光と炎ほのおに関わる失われた魔術の、人類史上唯ゆい一いつの使い手なのだ。

「面めん倒どうくさいことになっちゃったなあ」

「む？」

　ヤムセはドロップを二つ、左右の頰に一つずつ入れて聞き返した。

「〈昼〉魔術ですよ。おかげでろくに休みもなしでテスト三ざん昧まいです」

「……ふむ」

「いくら遠出するからって、調査旅行にも文句言われるなんて」

　自分の境きよう遇ぐうに思いを馳はせ、リティーヤは顔を俯うつむけてため息を吐つく。長い睫まつ毛げが頰に影かげを作り少女期のあやうい美しさを際きわだたせていたが、隣となりを行く指導教官はドロップを食べることに集中していて彼女の方を見ていなかった。

　リティーヤらの生きる大陸には〈昼〉〈夢〉〈夜〉〈流れ〉という四系統の魔力を宿した四枚の石板があり、総そう称しようして《グリーンワードの魔導書》と呼ばれている。かつては石板のそれぞれが定められた台座に収まることで世界のバランスが保たれていたが、二百年前その一つ〈昼〉の力を持つ石板が五つに砕くだかれ世界各地に散らばり、本来の役割を果たすことができなくなってしまった。そのために大地から熱が奪うばわれ、〈昼〉魔術も失われた──大寒波に苦しむ人類に魔術を与あたえたという物言うキツネは、〈昼〉魔術が存在しない理由をそう語ったそうだ。

　それは決して荒こう唐とう無む稽けいな昔話ではない。実際に《学園》にはキツネから与えられたという〈昼〉の石板の欠片かけらが今も保管されている。キツネの話を元に〈昼〉の石板を集め寒冷化を食い止めるべく作り上げられたのが、大陸最古の魔ま術じゆつ師し組織《学アカ園デミー》なのだ。

　その《学園》において、ゼストガの所属する魔導書調査委員会は、魔導書、特に〈昼〉の石板の回収と研究を目的として作られた機関であり、寒冷化の阻そ止しと〈昼〉の石板の収集という《学園》の設立理念を如によ実じつに体現した機関である。当然、〈昼〉魔術の研究もこの機関の管かん轄かつだ。

　だから、ゼストガはリティーヤにへばりついて、色々検査をしているのだ。

「〈昼〉魔術が使えるって言ってもなんでかいきなり使えるようになっただけで、謎なぞが解明されたわけじゃないし」

　リティーヤは拳こぶしを振ふり回し口を尖とがらせてぶうぶう言った。

「使った後はなんか変な状態になっちゃうし。使った時は頭かーっとなってやっちゃったからよくわかんないし。あんな」

　振り回していたその拳が、前へ進んでいた足が、ぴたりと止まる。

「……あんな、炎……怖い、し」

〈昼〉魔術によって自分がしでかしたことを思い出すだけで、目の前が暗くなる。どくどくと自分の身体からだを血の流れる音が耳の奥から聞こえてくる。あの時の熱い空気が、昂こう揚ようした気分が、消火した後の焼け焦こげた臭においが、まるで今目の前で展開されているかのように蘇よみがえる。

「……リテりふィーヤいーあ」

　名前──らしきもの──を呼ばれ、リティーヤは顔を上げた。

　ヤムセが真しん剣けんな表情で彼女を見下ろしている。左右の頰の膨らみがさっきより大きい気がするのは、両方の頰にドロップが二個ずつ入っているかららしい。

　ヤムセはドロップをこぼさないよう口をあまり開けず、もそもそと言った。

「己おのへのお力ひはらへのお恐ひよお怖ふは時にほひひ慢あん心ひんと同おおう等おうのお働ははらきひを」

「……没ぼつ収しゆう」

　リティーヤはふがふがと何か言っている師の手の中からドロップの袋ふくろを奪い取った。

　ヤムセは口中のドロップを嚙かみ砕き、元から深い眉み間けんの皺しわをさらに深くした。

「何をする」

「あ。なんか普ふ通つうになった……」

　ヤムセは仏ぶつ頂ちよう面づらでリティーヤの手からドロップの入った紙袋を回収した。

「で？　調査委員会の試験の方はどうなったんだ？」

「まだ結果出てないですよ。今のところ頭の中身がおがくずだって以外は問題ないって言われました」

「……十分大問題なんだが」

「あー、そうそう、それから、あたしって〈昼〉魔術使った後熱上がったり下がったりするじゃないですか。あれ、ゼストガさんが名前つけましたよ」

「名前だと？」

「がたがた震えるから、《凍こごえの呪のろい》って。でも呪いなんて、あたしが恨うらみ買って呪われてるみたいに聞こえちゃいますよ。単に〈昼〉魔術使った反動なのに」

「…………」

　最前魔導書調査委員会の青年との間に起こったことをすっかり忘れ果てている弟で子しの隣で、ヤムセは感かん慨がい深げに新たなドロップを嚙み砕いた。




　その頃ころ、ゼストガはリティーヤへの呪じゆ詛そを繰くり返し呟つぶやいていた。

「帰ってきたら二十四時間テスト、帰ってきたら二十四時間テスト……」

「苦労しているようだな」

　そう言ったのは、たった今扉とびらを開けた、よく肥こえ太った男だ。戸口が男の肉で埋うまっている。

　魔導書調査委員会の長、グレイビルである。

　グレイビルは腹を揺ゆすって部屋に入ってきた。

「あの娘むすめの担当から外してほしいか？」

　ここでどれだけ「はい」と答えたいか……だがゼストガは首を横に振った。査定に響ひびくことをわざわざする趣しゆ味みはない。

「いいえ、グレイビル。勿もち論ろんそんなことはみじんも考えていませんよ」

　宣言した笑え顔がおにはやや自棄やけの色が見えたが、グレイビルは見なかったことにして頷うなずいた。

「それは良かった。あの娘はもう行ったか？」

「はい。今し方。帰還は一月後の予定です」

「で、調査の方はどうだ」

「さっぱりですね」

　青年はファイルした分厚い書類を鞄かばんから取り出し、グレイビルに渡わたした。

　グレイビルは受け取ったそれをぱらぱらと捲めくり、眉まゆを八の字に寄せた。

「知能テスト、運動能力テスト、ともに異常なし、か」

「今のところは。健康診しん断だんで〈昼〉魔力が検出されたのが唯一正常からはみ出してる点ですね。問題もない代わりに進展もありません。リティーヤさんに実際に魔術を使ってもらえればわかることも増えるでしょうが……」

「検査結果が出そろうまでは待て」

　グレイビルはファイルを閉じて机に置くと、小さな椅い子すにその巨きよ体たいを押し込めるように腰こし掛かけた。

　居座る構えのグレイビルを見て、帰り支じ度たくをしていたゼストガが手を止める。

「……何か？」

「魔導書調う査委員会ちの研究班にミールという男がいてな。知ってるか？」

「名前と顔くらいは」

　魔導書調査委員会は研究班と対外活動班に分かれ、ゼストガは後者の所属だ。班が違ちがうと顔を合わせる機会もぐっと減る。

「その男がユローナに情報を流していたことがわかったのだが、捕つかまえる前に逃とう亡ぼうされた」

「……ははあ、それはまた素す敵てきな失態ですね」

「まあそうとも言える。で、その失態をやらかした我々としては、なんとしてでも自力でそいつを捕まえにゃならんのだ。内部調査局がやつを捕まえる前に、だ。わかるな？」

「わかりますよ。面子メンツの問題です。身内は外部の手を借りず自分たちで捕まえたい、そうでしょう？」

「そう、面子の問題だ。が、それだけではない。我々の中でやつは、えー……便利な存在でな。あー……予算のやりくりやら何やらも任せていたわけだが」

「……？　はあ」

　今ひとつ状じよう況きようを理解できていないゼストガに、グレイビルは首を振り振り言った。

「魔導書調う査委員会ちの裏うら帳ちよう簿ぼ持って逃にげたのだよ、あのバカは」

「…………」

　ゼストガはとりあえず沈ちん黙もくした。

「つまり、内部調査局のやつらより先にミールを見付けて帳簿を取り返さにゃ、我々が処分されるんだ。帳簿の他ほかにも外部には見せられん書類を色々持ち出しとるようだから、全部取り返して丸まる裸はだかにしてやらにゃならん──というわけだから、ゼストガ」

　グレイビルはゼストガの肩かたに大きな手を置いた。

「頼たのんだぞ。南部に行ってくれ」

　ゼストガは自分の肩に置かれた手を嫌いやそうに一いつ瞬しゆん眺ながめて──僕らはみんな一いち蓮れん托たく生しようという言葉が不意に頭に浮うかんだ──渋しぶ々しぶ口を開いた。

「南部の、どこですか？」

「あちこちだ」

　グレイビルはぐるりとつぶらな目を回してみせた。

「国境を越こえたところは確認された。そこまでだ。後は手分けして手掛かりを追っていくしかない。対外班の連中で動けるのは南部に向かわせた。おまえはやつの仕事の関係者を当たってくれ」

「…………はあ」

「くれぐれも頼んだからな」

　グレイビルはゼストガが任せてくださいと言うまで肩に置いた手をどかそうとしなかった。





２






　大陸南部は豊かな土地だ。比ひ較かく的てき温暖な気候のおかげで港が凍こおることもなく、海の向こうの国々との貿易で国力を蓄たくわえた大国によって、安定した統治が敷しかれている。

　だが、汽車を乗り継つぎおよそ一週間かけて東の果てにある《学園》から南部への入り口に辿たどり着いたリティーヤらは、その豊かさだとか安定した治安だとかいうものをあまり実感することなく、森の奥深くに分け入っていた。最も寄よりの村から半日ほど歩いたそこに、調査現場となる沼ぬまがあるのだ。

　調査の拠きよ点てんとなったのは、沼から少し離はなれたところに建つ丸太小屋だ。

　寒冷化と濫らん獲かくの影えい響きようで獲え物ものがめっきり減り、使われなくなっていた狩かり小屋を《学園》が買い取り、手を加えて調査・観測のための基地としたものだ。沼から遠く調査員が野外で過ごさざるを得なくなることもままあるが、それでも帰るべき場所があるのは心強いことだった。

　村を離れて四日目、夕暮れ時の光に試験管の縁ふちが淡あわく輝かがやく午後。

　小屋前の空き地に、女のやや高い声が響き渡った。

「そんなこともわかんないのかい!?　今日はもう飯抜ぬきにするよ！」

　声の主は、小こ柄がらな女性で、折りたたみテーブルに片足を乗っけていた。足にはブーツを履はき、ちりちりに縮れた黒くろ髪かみは束ねて頭の後ろでひっつめ、小柄な身体からだを色気の欠片かけらもない作業着に包んでいる。左手には岩のようにごつごつした表皮を持つケイコクブタガエル、右手にはよくしなるムチヤナギの枝を持っている。ぶうぶうと鳴くブタガエルも今は麻ま酔すい薬やくによって眠ねむらされておとなしい──ひょっとしたら女の手で握にぎり潰つぶされているだけかもしれないが。

　自分のほんの少し横で唸うなるムチヤナギの枝に、リティーヤは折りたたみ椅子の上で膝ひざを抱かかえ、半べそで呟つぶやいた。

「うう、この世界のどこかにいるおとーさん、鬼おにがいます……あたしの目の前には今鬼がいます……」

「ごちゃごちゃ吐ぬかしてないでさっさと答えな！　試薬を入れる前にすることは!?」

　どん、と女はテーブルを叩たたく。テーブルの上には小さな鞄に収まる簡易魔ま力りよく測定キットが並べられていたが、今の衝しよう撃げきでかしんと瓶びん同士がぶつかった。倒たおれて割れる前にそれを受け止め、リティーヤは必死になって叫さけんだ。

「さ、先に試験管にラベルを貼はります！」

「んなことしたらラベル汚よごれるだろうが！　二食抜きだバカ野や郎ろう！」

「えええええええええ!?」

　しがみついてくるリティーヤを振り払はらい、女魔術師は──テヨルという──その怒いかりの矛ほこ先さきをヤムセに向けた。

「ヤムセ！　あんた前の実習で何やらせたんだい!?」

　少し離れたところでぶうぶう鳴くカエルを押さえて体長を測っていたヤムセは、いきなりの一いつ喝かつにカエルから手を離してしまった。その隣となりで調査票に数字を書き込んでいたヒゲの魔術師が、逃げたカエルを捕まえ、冷静な眼まな差ざしをテヨルに向けた。

「テヨル、俺が思うにだな」

「黙だまんなバド。誰だれがあんたに聞いてる？」

　バドと呼ばれた魔術師はカエルをヤムセに渡すと、大たい儀ぎそうに立ち上がった。その動作は中年を通り越し老人じみていて、若さとか機き敏びんさとかいうものをまったく感じさせない。

　彼は疲つかれた顔をテヨルに向けた。

「確かにリティーヤの記き憶おく力の悪さは日々我々を戦おののかせているが、そもそも前回の調査は委員会に介かい入にゆうされて実習どころではなくなってしまったのだ。彼女やヤムセを責めるのは筋違いというものではないか？」

「お優やさしいことだねえ、バド。そんならあんたがこのバカの面めん倒どう見てくれるのかい？」

「……俺の胃が壊かい滅めつしてもいいと君は言うのかね？」

「す、捨てられたハムスターみたいな目でこっち見るんじゃないよ！　できないなら口出しせずに黙ってな。まったくあんたは昔っから──」

「まあ待ちたまえ、テヨル。つまり俺が言いたいのは我々はヤムセおよびリティーヤの兄であり姉でありパパでありママであるということなのだ。我々は共同作業として彼らをぐぶ」

「誰がママでパパなんだ、ど阿あ呆ほう！」

　先せん輩ぱい魔術師たちが言い争う間に──というか手が出たが──、リティーヤはヤムセに手招きされてすり寄っていき、隣に座り込んでカエルの体長測定を手伝った。

「仲悪いですね、テヨルさんとバドさん」

　リティーヤがカエルを伸のばしながらぼそぼそ言えば、

「いや良いんだろう」

　ヤムセがその体長を測りながらやっぱりぼそぼそ言った。

　リティーヤはその言葉を信じられず、罵ののしり合う二人の魔術師を見やった。

　二人の先輩魔術師はいつの間にか額ひたいが触ふれ合うほどの距きよ離りに近付き、バドは淡たん々たんと、テヨルは興奮気味に、言い争いを続けている。

　テヨルはヤムセの先輩に当たる女魔術師だ。縮れた黒髪、はっきりした目鼻立ちと珍めずらしい褐かつ色しよくの肌はだの持ち主で、《ヘビの一族》の血が混じっているのではないかと噂うわさされている。が、真しん偽ぎはわからない。そのせいなのかなんなのか、見た目だけならヤムセより年下に見える。

　対するバドは三十代の男性魔術師だ。白っぽい金きん髪ぱつを短く清潔に整えて、作業服も着き崩くずしたりせずきっちり着ている。細身で大たい抵てい顔色が悪い。どうもあまり丈じよう夫ぶではないようだ。ヒゲは口の上だけでよく手入れされているが、ヒゲのせいで実じつ年ねん齢れいより上に見られがちだ。

　若く見られるテヨルと老ふけて見られるバド。この二人が並ぶと十五ほども離れて見えるのだが、実際には二つか三つしか違ちがわない。時間の流れる速さが違うのだろうか？　と以前ヤムセが真剣に呟つぶやいていた。

　魔力環かん境きよう研究室は、この二人にヤムセとリティーヤ、それに責任者のロードマスターを合わせた五人で構成されている──が、ロードマスターは副学長という役職のために多た忙ぼうで、ほとんど研究室に顔を出さない。実質的に最年長のバドがその代理をこなしている。

　やりあう先輩二人からヤムセに視線を戻もどし、リティーヤは聞き返した。

「あれで？」

「あれで」

「うーんわかんないですねえ」

「まあパパとママだからな」

「あ。そっか、パパとママですもんね」

「そう。私たちのようなお子様には夫ふう婦ふ仲はわからんのだ」

　気が付くと、いつの間にか先輩たちの声は聞こえなくなっていた。ハッとして師し弟ていが振ふり返ると、そこにはテヨルが満面の笑えみで腰こしに手を当てて立っていた──

「おまえら二人とも飯抜き決定な」

　食事当番の非情な宣言に、師弟は思い思いの呻うめきを上げた。




　幸いにして、テヨルの決定はバドの一言によって覆くつがえされた。

「食事抜きでは明日の調査にも障さわりが出る。体力だけがとりえの若いやつらからその体力を奪うばったら決定的に使えなくなるぞ」

　これにはテヨルもヤムセもリティーヤも口を噤つぐむしかなかった。いや、リティーヤとひとくくりにされ体力だけがとりえの若いやつ扱あつかいされたヤムセはひどく反論したそうにしていたが、余計なことを言われてせっかくの食事がパアになるのが嫌いやなリティーヤによって無理矢理口を塞ふさがれた。

　おかげで食にありつけることになったリティーヤは、嬉き々きとして水みず汲くみに来ていた。

　川は、流れが速く、水量もたっぷりあった。

「ん？」

　水の重さに悲鳴を上げながら大きな岩の転がる川かわ縁べりから引き揚あげる途と中ちゆう、足あし下もとの岩の間にきらきらと光るものを見付けた。拾い上げると、どうやら陶とう器きの一部のようだった。釉ゆう薬やくが緑色にぴかぴか光っていて、すり鉢ばち状になった内側にはびっしり細かな文字が書き込まれている。

「なんだろ？　綺き麗れい」

「《ヘビの一族》の儀ぎ式しき具ぐだな」

　突とつ然ぜん背後から聞こえた声に振り向けば、目と鼻の先にヤムセが腕うでを組んで立っていた。

「せ、先生……びっくりしたあ。なんですかいきなり」

「上流で水質調査だ。おまえこそ何故なぜここに？」

　リティーヤはバケツを掲かかげてみせた。

「水汲みです」

「……ここは流れが速くて水量も多い、川縁まで下りるのも大変だし危ないから使うな、と言わなかったか？」

「ああ、だってもう一方の小川って遠いじゃないですか。こっちのが近くて……あいたっ」

　ヤムセに叩かれた後頭部はかなりいい音がした。

「先生痛いっ」

「流されるぞ」

「流されませんよっ。子どもじゃないんだし」

「子どもでも大人でも関係ない。危険なものは危険なんだ」

「……大げさだな～……って、に、睨にらまないでください。わかりましたよ、次からはもういっこの川に行きます……それで先生、これってどういうものなんですか？」

「……おまえ本当にわかっているのか？　危険なんだからな？」

「先生、いいから教えてくださいってば。《ヘビの一族》の時代のものなんですか？」

　ヤムセはリティーヤを睨みつけたが、結局自身もその器うつわの欠片かけらに惹ひかれたのだろう、渋しぶ々しぶ答えた。

「ああ。儀式で使うものだろう。裏を見ろ、年代と印がある」

「あ、ほんとだ。ええっと……三百年くらい前の？」

「……おまえ年代計算間違えてるぞ。二百三十年前のものだ。大寒波直前だな」

「へえ……あ、もしかしてこの上流の遺い跡せきと関係あるんですか？　ほら、あの《ヘビの一族》の時代の」

《ヘビの一族》というのは、かつて大陸南部を支配していた種族だ。彼らは魔術によって独自の文明を築き繁はん栄えいしていたが、二百年前の大寒波によって滅めつ亡ぼうしたとされている。彼らの遺跡からは貴重な魔導書や魔術の品々が発はつ掘くつされている。

「おそらくな。ということは使い魔関連の魔術儀式か……？」

「使い魔？」

「魔術によって術者と意識をつなげられた動物だ。習わなかったか？」

「あ！　あれかあ。動物を意のままに操あやつる、って感じでいやだなあと思ったのは覚えてます」

　リティーヤは基き礎そ課程時代の授業を思い出し、その頃ころと同じく嫌な気分になった。今ある魔術のほとんどは《ヘビの一族》の編み出したもので、彼らの滅亡とともに多くの魔術が失われた。使い魔の魔術もそうやって忘れられた魔術の一つだ。《ヘビの一族》は使い魔を軍事用に調教していたらしい。

「文ぶん献けんによれば《ヘビの一族》は使い魔の目を通して離はなれたところのものを見ることができたし、使い魔の口を借りて言葉を発することもできたそうだ。この辺りに他ほかと違う種が多いのはその魔術実験の影えい響きようが今も残っているせいだと言われている」

「じゃあ、今あたしたちが調査してるケイコクブタガエルとかも？」

「そうだ。この辺りは盆ぼん地ちで移動が制限されるが、固有種がぼこぼこ出てくるほど地理的に閉とざされているわけではない。生体内の魔力濃のう度ども高いし、魔術の影響と見ていいだろう。魔術が生態に影響を及およぼす貴重な具体例だ」

　ヤムセはあくまで淡々と語ったが、リティーヤは感情的な部分でどうしても引っかかった。

「……世代を超こえて残る影響って、怖こわいですね」

「魔術には解明されていない部分が大きいからな」

　ヤムセはやはり淡々と、しかし冷淡になるわけでもなく語った。

「私たちの魔術だってどう転ぶかわからん。雨を降らせようとしていつか火山を爆ばく発はつさせるかもしれん。怖いというのはまっとうな感覚だが、怖がって魔術というせっかくの贈おくりものを使わずにしまっておくほどの余よ裕ゆうもない。我々は冬の時代に生きていて、与あたえられたあらゆる可能性を使って前に進み、どこかで春の時代にぶつかるまであがくしかない、と。まあ、そういうことだ」

　いつも通りのぶっきらぼうな口調だったが、その言葉には彼独特のしなやかな力強さのようなものが感じられた。

　──冬の時代。

　すでにその呼び名は定着しつつある。

　二百年前に始まる大陸の寒冷化は統一王国の滅亡、人類の南下を引き起こし、秩ちつ序じよの崩ほう壊かいと餓うえの中で数多あまたの命が失われた。幾いくつもの国が建てられ、より大きな国に吸収され、あるいはその国もいつしか地図から消えていく。

　混乱した、混こん沌とんとした時代。

　このまま寒冷化が進む土地に住み続ければ人類も《ヘビの一族》のように滅亡するかもしれないが、それはまだ何十年も──おそらくは百年単位で先の話だ。その前に南の大陸に移住してしまうという話もあるし、その前に寒冷化が終わるという可能性もある。

　ぼんやりとした、しかし孫の時代にはやってくるかもしれない終末の日を待つ時代。

　それが、逃のがれようもない、この、現代──

「春の時代は、来ますかね」

「さあな。来たとしてそれを見ることはおまえも私もないかもしれんが──」

　ヤムセは暮れてきた空を見上げて、立ち上がった。彼を呼ぶ声が聞こえたのだ。

「──魔術によってその時代を引き寄せようともがくのが我々魔術師の仕事で、諦あきらめるのは最後の三分で十分だ。で、私は戻る。おまえは？」

「もちょっとここにいます」

　リティーヤは師を見上げた。夕暮れの光が川かわ面もに反射するのに目を細め、彼はリティーヤを一いち瞥べつした。

「川には近づくなよ」




　リティーヤは時々無む性しように寒さが怖くなることがある。

　降り積もる雪に窒ちつ息そくしそうな息苦しさを覚えることがある。一面の純白の世界に埋うもれて、誰だれにも見付けてもらえず温ぬくもりが失われてしまうのではないかと思うことがある。寒さで手足が痛む時など、このまま手足をもがれてしまうのではないかと泣きそうになることがある。

　その不安や恐きよう怖ふというものが、師を見ていると不思議と小さなものに感じられてくる。

『魔術によってその時代を引き寄せようともがくのが我々魔術師の仕事で、諦めるのは最後の三分で十分だ』

　冬の時代を生きる不安だとか閉へい塞そく感だとかいうものを放置してそう断言してしまうのは、彼の傲ごう慢まんさのなせるわざであり、彼のしたたかさの象しよう徴ちようでもあるのだろう。

「なんていうか、こう、変なひとだよねえ……」

　ぼうっと川面を眺ながめていたリティーヤは、腹の虫が鳴ったのに気付いて腰を上げた。

「うわっ、もう暗いなあ……と？」

　帰ろうと思いバケツを手に持った時、視界の隅すみに妙みようなものが飛びこんできた。

　川の上にまで張り出した枝が水面につこうかというところに、一匹ぴきの小さな白い生き物がぶらさがっているのだ。純白の毛皮とふさふさの尻尾しつぽを持つ、リスに似た小さな生き物だ。大きな尻尾が川の流れにちゃぷちゃぷ洗われている。というか……溺おぼれていて、枝の先にしがみついているようにも見える。

「大変！」

　リティーヤはバケツを置いてそばまで行ってみた。岸辺は濡ぬれて滑すべりやすそうだったが、幹みきにしがみついて手を伸のばせば、少しブーツが濡れるくらいで手が届きそうだ。

「うわ、シロユメハナクイだっ、おーい、大だい丈じよう夫ぶ？」

　シロユメハナクイは、この辺りに棲せい息そくする固有種の一種で、リスの仲間だとされている。ハナクイの名の通りある種の花弁と木の実を食べ、ユメの名の通りその体内の〈夢〉魔力は突とつ出しゆつして高い。どうやら餌えさとしている花から魔力を得ることができるらしいが、希少な種で、捕ほ獲かくも難しいため、詳くわしいことはわかっていない。

　リティーヤはハナクイに声をかけながら、早さつ速そく右腕で幹にしがみつき、もう片方の腕をハナクイの方へ伸ばしてみた。ハナクイはきぃきぃともちぃちぃともとれる音を出して鳴いている。

「ん」

　届かない。今度は幹ではなくて右手で枝を摑つかんで身体からだを伸ばす。左の指先がハナクイの身体に触ふれた。

　と思った瞬しゆん間かん。

　首筋にぞわりと触れるものがあって、リティーヤは思わず首を竦すくめた。何かの虫だ。吸うタイプの虫だと嫌いやなので慌あわてて右手で払はらおうとして、はたと我に返る。

　この状じよう況きようで手を離すのは危険では？

　気付いた時にはバランスを崩くずし、川に落ちていた。

「！」

　ざん、と身体が水の中に完全に落ちる。流れは速い──顔を上げて息を吸った時にはもう木は見えなくなっていた。咄とつ嗟さに摑んだハナクイを服の中に放ほうり込んでしっかり泳ごうとするが、服が濡れて重くまとわりつき、うまくいかない。水は冷たく息が止まりそうになる。濡れた髪かみが海草のように頰ほおにへばりつき、口に入る。目が痛い。もう何がなんだかわからない。息をしようとした瞬間タイミング悪く流れが速くなり、冷たい水を吞のんでしまう。咳せき込んで水を吐はき出す。苦しい。息ができない。息。

「せんせ──んっ」

　夢中で人を呼ぼうとして、また口に水が入る。

　助けて。

　先生。バドさん。テヨルさん。

　助けてお父さんお母さんお兄ちゃんお姉ちゃん。

　助けて、

　虹にじドロさん──

「捕つかまって」

　その声で、リティーヤはいつの間にか閉じていた目を開けた。

　目の前に腕があった。リティーヤはその腕にしがみついた。

　腕はしっかりと太く安心できた。男はリティーヤの腕をとって自分の首にしがみつかせた。視線を上げると相手の顔があったが、もう暗くてよくわからなかった。




　男はリティーヤを川岸に押し上げてくれた。

　濡れネズミのようになって水を吐き出すリティーヤの肩かたに、乾かわいたマントが落ちた。

　見上げると、自分も濡れそぼっている男が、リティーヤにマントをかけて笑っていた。

「おめでとう。君は生きてる」

　その、顔をくしゃりと潰つぶしたような笑え顔がおが、あんまり明るくて。

　リティーヤは思わず言葉を失った。

「……あ、の」

「でも危ないな。誰と一いつ緒しよに来たんだ？　この辺りは国境地帯で──」

「虹ドロさん……」

「ん？」

「あ、い、いえ」

　リティーヤは彼女にしては珍めずらしいことだが、もごもごと言いよどみ、口を閉じてしまった。頰が熱い。血が上っているらしい。俯うつむくと、甲かん高だかい鳴き声とともにシロユメハナクイが胸むな元もとから出てきて、ぷるぷると身体を震ふるわせて水を払った。ハナクイはリティーヤがぼけっとしている間に岩いわ陰かげに隠かくれてしまった。

「？　大丈夫かい？」

　優やさしい呼びかけに視線を上げれば、覗のぞき込んでくる相手と目が合った。

　歳としはヤムセと同じくらいだろうか。二十代の半ば、髪はくすんだ金で、短く刈かり込んでいる。小こ柄がらで引き締しまった身体つきの男だ。着ているのは、濡れそぼった軍服。色は赤と黒。元々濃こい赤が、今は水に濡れて血のように見えた。少し日に焼けた肌はだとくすんだ金きん髪ぱつに、その軍服がよく似合っていた。

「……あの、ありがとうございます。助けてくださって……」

「ん。良かったね」

　男はリティーヤの頭を、マントでごしごしと拭ふいた。頭を撫なでられているような感じになって、リティーヤはますます頰が熱くなるのを覚えた──なんだか調子がおかしい。

「風邪かぜかな？」

「風邪？」

「あ、いやいや大丈夫です。それで、あの。ここは──」

　どれくらい流されたか確かめようと、リティーヤは周囲を見回した。

　そして、自分が草の生えた岸辺に座り込んでいて、周囲を赤い軍服の兵士に囲まれていることに気付いた。

　兵士の一人はライフルを構え、その銃じゆう口こうをリティーヤに向けてぴたりと止めていた。

「……ありゃ？」

　間ま抜ぬけに呟つぶやくリティーヤに、男は申し訳なさそうに言った。

「君の事情を聞かせてもらえるかな？」
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　くすんだ金髪の男は、ペンを指で器用に回しながら言った。

「ふぅん、じゃあ君は《学園》の魔ま術じゆつ師し見習いで、指導教官と一緒に来たんだね？」

　リティーヤは机の上に手をついて身体を乗り出し、ぐいと彼の方に顔を近づけた。

「そうです！　調査で……えーと、国境越こえちゃったのはなんていうか事故です事故。川に落ちて溺れてるうちに支流に入っちゃったんです」

「なるほどね」

　男はリティーヤの話を信じているのかいないのか、にっこりと笑った。笑顔は人懐なつこくて少し悪戯いたずらっぽくもあった。

　リティーヤが助け上げられた川岸から半刻ほど歩いたところに橋がかかっており、その橋のたもとに検問所があった。リティーヤが連れてこられたのは、その検問所の敷しき地ち内に建つ平屋の建物だった。

　石造りの殺風景な部屋に、椅い子すが二つと机が一つ。窓は小さく川ではなく街かい道どうの側を向いている。リティーヤはそこで命の恩人である男と向かい合って座っていた。

「あの、信じてくれてます？」

「うん、まあね。ただ、できれば証しよう拠こを見せてほしいんだけど」

「証拠？」

「『盲もう目もくのヘビ』はどうしたの？」

「あ」

『盲目のヘビ』というのは、《学園》の魔術師もしくは魔術師見習いであることを示す徽き章しようだ。自身の首に尾おを絡からめたヘビがデザインされている。

　リティーヤは胸元をまさぐった──ない。手に当たるはずの硬かたく冷たい感かん触しよくがない。

「噓うそっ、落とした!?」

「……うーん」

「ああああ、どうしよう……あれ再発行とかしてもらえるのかな。いやでも本当なんです！　シロユメハナクイ見付けて、助けてあげようとして川に落ちて……」

　とリティーヤが言った時、ちぃちぃともきぃきぃとも聞こえる声を上げて、男の胸ポケットからシロユメハナクイが顔を出した。

「ええっ!?　この子って……」

「ああ、これ。君拾ったところで見付けて、懐いたからそのまま連れてきたんだけど」

「懐いた!?　そんな、人間には全然馴なれないって聞いてたのに……」

　リティーヤは尊敬の眼まな差ざしで男を見つめた。

「すごいですね……！」

「え？　そうなの？」

　男はきょとんとしたようすだ。男の指が喉のど元もとを撫でると、ハナクイは気持ちよさそうに目を細める。その愛くるしさに、リティーヤは両の腕をわたわたと振ふった。

「あ、あの、その子是ぜ非ひあたしにも触さわらせてください……！」

「えーと……うん、まあ、こっちの用が終わってからね」

「なんですかっ、用って！　幾いくらでもすぐにでも終わらせます！」

　身を乗り出してくるリティーヤから守るべく、男はハナクイを胸ポケットに戻もどしてやった。

「まあ、用ってほどのことでもないんだけど……これ、君を拾った近くに落ちてたから」

　男はもう片方のポケットから、鎖くさりに通された二枚の金属片へんを取り出した。一枚は金色に鈍にぶく輝かがやき、一枚は青みがかって鋼はがねに近い。どちらも掌てのひらに隠れてしまうほどの長方形で、薄うすっぺらい。

　机に置かれると、鎖と金属片がぶつかり、しゃらりと涼すずやかな音が鳴った。

　リティーヤはその美しさに惹ひかれるまま、手に取ってみた。一枚は金に似ているが硬かたすぎるし、一枚は鉄に似ているが薄さの割にずっしりと重い。金色の方の表面には鳥が、青みがかった方の表面には四本足の獣けものが浮うき彫ぼりにされている。どちらもリティーヤの知らない種だ。むくむくと好こう奇き心しんが湧わいてきた。

「君のものなのかなと思ったんだけど……違ちがった？」

「え。あたしのじゃないですけど」

　男に問われてバカ正直に答えてしまってから、リティーヤは我に返った。

　自分のではない、ということになれば、当然これは自分のものにはならない。手元に置いて調べることもできなくなる。

「あ！　噓、今の噓！　あたしのです、はいはいはい、あたしのでーっす！」

「……今違うって言ったじゃないか」

「いやえーとその！」

「君のでないなら上流の遺い跡せきのか。あそこから出たものならうちの国の考古学研究所の管かん轄かつだな。後で提出しておくよ。さ、返して」

「う、うぐぐぐ」

　専門の研究所があるのならそこに預けるのがいいに決まっている。しかしそうなればおそらく二度とリティーヤの目に触ふれることはないだろう。《学園》の影えい響きよう力の強い東部ならまだしも、ここは南部。《学園》の魔術師が発はつ掘くつ物の貸し出し希望を出したところで、撥はね除のけられてしまう。

　金属片とにらめっこを始めたリティーヤを、男はよく理解できていないようだった。

「そんなにそれが気になるの？」

「え、ええ……うーん、古生物なのかなあ。でも全然見たことない……あ、ミカに訊きけばわかるかな？　あああ、もう少し時間があれば、残留魔力チェックもできるのに……」

　考古学研究室に在ざい籍せきする友人を思い出しぶつぶつ呟くリティーヤに、男が声をかけた。

「……こっそり譲ゆずってあげようか？」

「え？　いやそりゃまずいですよ！　こういうのはちゃんとしたところで管理しないと！」

　嬉うれしい申し出ではあったが、さすがにそれはリティーヤの研究者倫りん理りに引っかかった。

「いや、どうせうちの研究所に提出しても番号振って倉庫に入れとくだけだし。あそこ研究所としてはほとんど機能してないからなあ」

「でもあたしが持ってって貴重な研究データ散さん逸いつさせるわけにはいかないです」

「そう？　まあそれならいいけど……」

　男はそう言って手を出してくる。返せ、ということだ。

　リティーヤは、うっ、と唸うなった。

　金属片は手にぺたりと吸い付く。レリーフの動物たちにはリティーヤを魅み了りようする十分な力があった。二色の光の中に吸い込まれるように感じ、リティーヤは生なま唾つばを吞のみ込んだ。

「あ、あの、じゃあ貸してください！　スケッチしたりとか検査したりとかしてから必ずお返ししますから、そうしたら研究所に届けてください！」

　男は邪じや気きもなくにこりと笑った。

「いいよ。ああ、でも、条件があるな」

　男は机の上に身を乗り出し、リティーヤに顔を近づけてきた。

　内ない緒しよ話をするように声を潜ひそめる。

「この国の中では、誰だれにもこれを見せないこと。これについて話さないこと。勿もち論ろん君の指導教官にも、だ」

「え……」

　その時、扉とびらがノックされた。男は金属片を通した鎖をリティーヤの首にかけ、服の下に隠かくすようにしてから、小声で囁ささやいた。

「研究所に届けるべきものを届けないで持ってたら、問題になるだろう。君の先生はそういうのうるさいだろうし、話すべきじゃないよ」

　まるでリティーヤの指導教官が誰か知っているような口調だ。

　リティーヤは色々訊きたいことがあったのだが、その場ではそれ以上言えなかった。

　男の許可を得て扉が開けられた時、部屋に入ってきたのはヤムセだったのだ。

「先生！」

　リティーヤは慌あわてて立ち上がった。

　ヤムセはきわめて不ふ機き嫌げんそうに──といっても眉み間けんの皺しわがいつもより多少深いくらいだが──部屋にのしのしと大おお股またで入ってくると、リティーヤの顔をじっと睨にらみつけてきた。

　リティーヤは言い訳のために口を開こうとしたが、その瞬しゆん間かん肩かたと頭を摑つかまれ、身体からだごと男の方へ反転させられた。

　何がなんだかわからないでいるうちに、頭を下げさせられる。

「教え子を助けてもらったと聞いた。礼を言う」

　いつもの淡たん々たんとした口調がほんの少し早口になっていて、そこに苛いら立だちやら心からの感謝やら何やらが詰つまっていて、リティーヤは急に申し訳なくなって顔を上げられなくなった。

　たぶん、彼はとても心配してくれたのだ。

　心配させてしまったことが申し訳なくて、もっと早くその可能性に気づけなかったことが恥はずかしくて、リティーヤはいっそう深く頭を下げた。

「……大事に至いたらず良かった」

　礼を言われた男の笑えみ混じりの声が聞こえた。

「……で、一日余よ裕ゆうあるけど、実家に帰っておく、先生？　足の手配してもいいよ」

「いらん」

　答える師の声は不機嫌な色があった。

　リティーヤは何か違い和わ感かんを覚えた。

「……先生？」

　常とは違う師のようすになんとなく胸むな騒さわぎを覚え、リティーヤは我知らず口を挟はさんでいた。

「あの」

　だが、男がそれを遮さえぎるように言う。

「でもおまえ七年前から顔も出してないだろう？　お父上寂さびしがってんじゃないのか？」

「おまえに心配されることではない」

「あ、そういうこと言うんだ」

「おまえこそいい加減に──」

「それとも彼女に会っていく？」

　何かが変だ──リティーヤは眉間に皺を寄せ、きつく口を閉とざした師の顔を見上げ、それから椅い子すに腰こし掛かけたまま頰ほお杖づえをついて師を見上げる男を見やった。

「会っていかないのか？」

　男は厳おごそかにその名を口にした。

「セリネ様に」

　誰？

　女性の名だ。

　リティーヤは師の横顔を見上げた。

　厳きびしい横顔だった。

　厳しくて、哀かなしい。

「イルザーク」

　ヤムセの口が開き、知らぬ名が飛び出した。

「なんだいヤムセ」

　椅子に座ったまま、男が答えた。

　それでリティーヤにもそれが男の名だと理解できた。

　そして、彼らが知り合いであることも。

「こいつの着き替がえを持ってきた。着替えさせるから部屋を貸してくれ」

「いいよ。ここを使ってもらおう。で、俺たちが外に出ればいい。じゃあ、後でね」

　イルザークと呼ばれた男は立ち上がり、リティーヤに声をかけてヤムセの肩をとんと叩たたいた。

　ヤムセは机の上にリティーヤの旅行鞄かばんを置くと、イルザークの後について部屋を出た。

　二人はそのままぼそぼそとした声で言い合いを始めたが、ドアが閉められた後はリティーヤには何も聞こえなくなった。

　残されたリティーヤは、ぼんやりとドアを見つめ、二人のようすを思い出した。

　ヤムセは苛立っていた──たぶんリティーヤに。それから何もできなかった自分に。それから──イルザークに？

　でも、どうして？　彼らはどこで知り合ったというのだ？

「……『実家』？」

　リティーヤはイルザークの言葉を思い出し、あ、と声を上げた。

「そっか。ここ……」

　窓の外を見やる。すでに暮れ、風景は見えなかった。

「先生の、故郷なんだ……」

　静かな音楽を奏かなでていた夜の虫が、りんと一ひと際きわ高く鳴った。
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「そうだよ。ここはこいつの生まれ故郷で俺はこいつの幼おさな馴な染じみ」

　イルザークはそう言ってヤムセの後頭部をべしべしと平手で叩いた。ヤムセは虫でも追うようにその手を払はらい、読書を再開した。

　リティーヤが《学園》の制服に着替えて出てくると、部屋の外にはヤムセとイルザークの他ほかにテヨルがいた。テヨルにはいきなり頭を小こ突づかれた──やっぱり心配されていたのだ。こんなに遅おそくなっても戻もどって来ず、川かわ縁べりに行ったヤムセがリティーヤの徽き章しようが落ちているのを見付け、何かあったと判断し、テヨルやバドに報しらせて捜さがしていたそうだ。

　で、そこにリティーヤがデイロック共和国側に保護されているという報せが入り、ここまでやってきた、ということらしい。

　ひとしきり事情を教えられ怒おこられた後、リティーヤは書類上の手続きをしているバドを待つため、廊ろう下かのベンチに座らされた。

　リティーヤの右みぎ隣どなりにヤムセが座り、テヨルは向かいのベンチを一人で占せん拠きよし、イルザークはヤムセの隣に立って彼の頭をぐりぐり撫なでていた。

「さっきから何読んでるんだ？」

　イルザークがヤムセの読んでいる本を覗のぞき込んで言った。ヤムセはうるさそうに身を捩よじる。

「なんだっていいだろう」

「『ドバスチー夫人のお菓か子し事じ件けん簿ぼ』？　また変なもの読んでるなあ、おまえは」

「名作だ。本もろくに読まない人間にけちをつけられたくない」

「またかわいくないことを。おまえほんと年々セリネ様からかけ離はなれていくな」

　セリネ様。

　また同じ名前が出てきた。

「セリネ様って？」

　リティーヤは隣に座る師をつついて訊きいてみた。ヤムセはうるさそうに言った。

「私の姉だ」

　イルザークはさらに畳たたみかけるようにヤムセの肩を叩いて言う。

「なあヤムセ。おまえそろそろ死んだらどうだ？」

「それが七年ぶりに再会した幼馴染みに言う台詞せりふか？」

「これ以上セリネ様と似なくなる前におまえの時間を止めるにはそれしかないだろ？　その方が世のためだ」
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「……姉と似ていることだけが私の存在意義か……？」

「だってもったいないじゃないか。せっかく似てたのに」

「何十年前の話だ」

　イルザークは心底残念そうにヤムセの髪かみの毛をかき回した。

「二十年前だよ。正確には十六年前おまえが《学園》にかっさらわれる前。あの頃ころはほんとよく似てたのになあ。セリネ様もおまえも、こう、ちょっと中性的な感じで。いっそ俺が殺してやろうか？　幼馴染みのよしみで」

　ヤムセは心底嫌いやそうにその手を叩たたき落とした。

「触さわるな。鬱うつ陶とうしい」

　途と端たんにイルザークはひどく落らく胆たんしたような顔になった。

「おいおい。ヤムセ、そうじゃないだろう？　セリネ様は『鬱陶しい』なんて甘いことは言わない。『ほほほ、いい加減にしないとこの妖よう刀とう《血ブラ塗ツデられイ・た剣ソード》の錆さびにしてしまいますわよイルザーク』って言うんだ。ほら、剣けん貸してやるからもう一回言ってみろ。こう、ちゃんと構えるんだぞ。勿もち論ろん極ごく悪あくな笑え顔がおでな」

「……本気で黙だまれ変態」

　ヤムセが呻うめくように言い、イルザークは願いが叶かなえられないと知り、残念そうに嘆たん息そくした。

「イルザークさん、ヤムセ先生のお姉さんのこと凄すごく好きなんですねえ」

　リティーヤの呟つぶやきを聞いてヤムセは嫌そうな顔をしたが、イルザークは盛さかんに頷うなずいた。

「ああ……セリネ様は素す晴ばらしい御お方かただった。あの澄すんだ瞳ひとみ。気高い魂たましい。所しよ作さの一つ一つが美しく、あの方が笑うたび陽ひが差すように感じたものだ。剣の腕うでも相当なものだったが、可か愛わいらしいところのある方でな、趣しゆ味みのレース編みで隊員たちに『サーベルの鞘さやカバー』や『弾だん薬やく入れカバー』を作ってくださったこともあった」

　ヤムセは途端に舌打ちした。

「……あれか。隊員全員死ぬほど恥はずかしかったと大不評だったな」

「？　恥ずかしいならつけなきゃいいじゃないですか」

「怖こわくて誰だれも逆らえなかったんだ」

　視線を逸そらして呟くヤムセは当時のことを思い出したのか顔色が悪く、ページをめくるその指先は本当に震ふるえていた。

「…………」

　イルザークの話はまだ続いていた。

「芯しんの強い御方でな。《狂マツド犬・ドツグ》と忌いみ嫌きらわれた俺を人間扱あつかいしてくれたのはセリネ様だけだった……」

「《狂犬》？」

「イヌなのもちょっと病気なのも事実だ」

　ヤムセが冷静に答えたが、イルザークは聞こえていて無視しているのか、そもそも聞こえていないのか、恍こう惚こつの表情を浮うかべ語っていた。

「今でもよく思い出すよ。リンゴの木が花を咲さかせたあの日、俺の頰ほおにめり込んだあの人の拳こぶし。あんなふうに情熱的に俺のこと叱しかってくれたのは、後にも先にもあの人だけだ。あの時俺はあの人の猟りよう犬けんになり、生しよう涯がいをあの人に捧ささげる決意をしたんだ。《狂犬》としての俺はあの日死に、新しい俺の人生が始まったんだ……」

「へえ。一いち途ずな人なんですねえ、イルザークさんて」

　リティーヤは頰を染め感心して言い、

「……おまえもたいがいだがな」

　ヤムセはそんな弟で子しに呆あきれた一いち瞥べつを投げかけた。




　やがてバドが戻ってきて、無事で良かった、という一言の後にやっぱりリティーヤは一通り小言をもらった。その間にイルザークは出発の準備をすると言い、建物の外に出て行った。

　廊下に四人残され、大人三人は視線を交かわした。

　無言の一いつ瞬しゆんの後、最初に口を開いたのはヤムセだった。

「リティーヤ」

「はい？」

「イルザークは好きか？」

「え？　ああ……」

　ポッとリティーヤの頰が染まる。夢見るような目でイルザークの去っていった方を見やる。

「そうですね……やっぱりほら、助けてもらっちゃったし。なんかこう、ぽわああんって」

「ぽわああん？」

「憧あこがれちゃったっていうか……」

　ヤムセが無言で自分を指さした。

　リティーヤはその意図を正確に理解し、じろりと師を睨にらみつけた。

「……弟子を利用し倒たおして敵ユローナを呼び寄せる餌えさにしたくせに偉えらそうな顔で俺に憧れろとか言わないでくださいね先生。確かに先生には命助けてもらった気がしなくもないですが、あの場面守ってもらえなかったら憧れどころか幻げん滅めつのまま終わってましたよ。よって、よくて相そう殺さいです」

「…………身体からだ張ったのは同じじゃないか」

「ひがみは醜みにくいですよ」

「なんとでも言え。しかしあの男はやめておけ」

「はあ？　やめる、って何を」

「だから憧れとか信じるとかそういう対象としては面めん倒どうな──」

　と、突とつ然ぜんヤムセが長なが椅い子すから転がり落ちた。テヨルに蹴けり落とされたのだ。

「いつ本題に入るのさ？　あんたに任せてたんじゃ明日になっても話が終わりゃしないよ」

　テヨルは言い、空いたスペースにどっかと腰こしを下ろした。

「あの男は《蛇のスネーク目連隊・アイズ》だよ。名前を聞いたことはあるかい？」

　リティーヤはぶんぶんと首を振ふった。自じ慢まんじゃないが南部政治史は赤点だった。教官を拝おがみ倒し、半ば強ごう引いんに単位を取ったのだ。

　テヨルはリティーヤの回答など予測していたのか、ふんと鼻を鳴らして言った。

「じゃあ昔話だ。むかーし昔、大寒波以前人類が一つの王国にまとまっていた頃、人類と《ヘビの一族》との戦争の最前線にあった戦士たちの話だよ。彼らは蛇じやの目め紋もん様ようの旗の下勇ゆう敢かんに戦い、人々は畏い怖ふを込めて彼らを《蛇の目連隊》と呼んだ。彼らの主あるじはデイロック家」

「あ。デイロック家、ってこの国の建国者の一族、ですよね？」

「そ。でもって大寒波以前は王を支えた貴族の一門。大寒波で統一王国が崩ほう壊かいした時、《蛇の目連隊》はデイロック侯こうに従ってこの盆ぼん地ちに辿たどり着いた。侯の一族が死に絶え、侯国が共和国となった今は軍隊ってのは名前だけで、慈じ善ぜん団体として活動している──表向き、ね」

　彼女は椅子の背に身体を預け、心なしか不ふ機き嫌げんそうに顔をしかめた。

「実際のところ、《蛇の目連隊》は今も高度に組織された軍事組織だし、ある種の圧力団体だ。この国は《蛇の目連隊》に支配されてるって言ってもいいくらいだ。やつらは決して表に出ちゃこない。でも抜ぬけ目なく動き、この国の政治を裏から操あやつってるのさ」

「秘密結社ってわけですか……」

「そう。伝統ある紳しん士したちの秘密結社だ。そしてあたしたちはやつらの主しゆ催さいする舞ぶ踏とう会かいに招待されている。これは《学園》出発前から決まっていたことだ。あんたにも説明しなくちゃいけなかったんだけど、一応極ごく秘ひ任務扱いだし、出発前にあんまりべらべら喋しやべられても困るんでね、後から教えようと思ってたんだ」

「ぶ、舞踏会？　まさかそれってあたしも行くんですか？」

「当たり前だ。君だけ置いていくわけにいかんだろう」

　口を挟はさんできたのは、それまでテヨルに任せていたバドだ。

　彼は壁かべにもたれ、腕を組み、物もの憂うげに言った。

「彼らにはせいぜい気をつけてくれたまえ。現状中立でどの組織への支持も表明していないが、それは我々の味方でもないということだ。彼らは魔ま術じゆつ師しとは異なる視点から世界を見ている。中には少数とはいえ、未いまだに魔術を『ヘビの業わざ』と忌いむ者もいる。そうでなくとも彼らは彼らの論理で動き、彼らの掟おきてによってのみ律される。世間一いつ般ぱんで言う常識やら法律やらも彼らの前ではせいぜいイヌの鎖くさりだ。つながれてるからと安心して頭を撫なでれば嚙かみつかれる。我々はすでに彼らのテリトリーにいて、彼らがその気になれば鎖など無視できてしまうのだよ」

「いいかい、リティーヤ」

　テヨルはリティーヤの鼻先にびしりと指をつきつけた。

「もめごとは絶対お断りだ。政治的な問題もあるが、そもそもやつらとの間に何か問題が起こった場合、あたしたちにゃあ無事に国境を越こえられる自信はないんだ」

「え……」

「あたしたちはやつらには勝てない。いいや、どんな魔術師だってそうさ。どこの魔術師組織もやつらを敵に回すことだけは慎しん重ちように避さけてる──それはあたしたちだって同じ。忌いま々いましいけど、ここじゃあおとなしくしてるのがいいんだ。わかったね？」

「そ、そんなに強いんですが、イルザークさんたちって」

「強いっつうか」

　テヨルに代わって、再びバドがヒゲを撫でながら口を開いた。

「彼らには魔術が通じんのさ。おかげで彼らの管理する〈昼〉の石板の欠片かけらに、我々は手出しできないでいる。この二百年ずっと」

「……え？　ちょ、ちょっと待ってください、石板の欠片、ってもしかして……」

「《グリーンワードの魔導書》、〈昼〉の石板の欠片だ。彼らは《ヘビの一族》の遺い跡せきから欠片を発はつ掘くつしたんだ」

「う、わあ……」

　世界のいずこかに散らばる五つの石板の一つ。魔術師たちの求める謎なぞの答えを秘ひめたもの。

　それがここにあるという。

　リティーヤはたっぷり十秒も絶句してから、長く息を吐はいた。

「なんか……すっごい大変なことになってませんか？　石板持ってて、魔術が通じない、古くて強い組織の主催する舞踏会、なんて」

「少しは状じよう況きようを理解してくれたようで我々も嬉うれしいよ。その調子で是ぜ非ひおとなしく目立たぬよう日程を消化してもらいたいものだな。勿もち論ろん、イルザーク殿どのにも気を許したりしないように」

「？　でもイルザークさんはあたしの……」

「君の感情は関係ない」

　バドはリティーヤを一瞥し、冷然と言った。

　言葉に詰つまって口をぱくぱく動かすリティーヤの脇わきを、テヨルの肘ひじがつついた。

「やつはおまえの命の恩人さ。そりゃ、あたしたちだって感謝はしてる。でもだからって信用していい相手じゃない。あれはあたしたちの味方じゃあないんだよ。今のところ敵でもないってだけで」

「そんな……先生、先生もそう考えてるんですか、幼おさな馴な染じみなんですよね？」

　リティーヤはそれまで黙だまっていたヤムセに視線を向けた。彼は、

「……だいたいあいつは昔から要領が良かったんだ。セリネの折せつ檻かんだって毎回かわして……くそ、何が猟犬だ。不良イヌめ」

　旧友への怨えん嗟さの声を上げていた。

　長椅子の端はしに座る彼の背中を、テヨルは無言で蹴った。

「……先生……」

「色々あったのだろう。そっとしておけ」

　一人バドだけは感じるところがあったらしく、うんうんと頷うなずいていた。




　やがてやってきた兵士に案内されて外へ出ると、建物の前には馬車が用意されていた。その手前に立つのはイルザークと彼の部下である《蛇の目連隊》の兵士たちだ。彼らは《学園》の魔術師たちを舞踏会に案内すべく国境まで迎むかえに来たところで、たまたま溺おぼれているリティーヤを見付けて助けてくれたのだ。今まで使っていた建物も、本来は国境警備隊のものだが、当の警備隊は借り物のネコのようにおとなしく、彼らを遠巻きに整列しているだけだ。どうも《蛇の目連隊》は国内においてかなり特とく殊しゆな立場を獲かく得とくしているらしい。

　ヤムセらは身の回りの品を一通り持ってきており、それらはすでに馬車に積まれていた。最後にリティーヤの鞄かばんを積み込むと、今度は人間が積み込まれる段になった。

　向かい合わせに全員乗り込み、リティーヤはヤムセと隣となり合った。

「ん」

　座席に座った途と端たん、ヤムセがいきなりリティーヤの手を取り、その掌てのひらの上に小さな徽き章しようを落としてきた。リティーヤの名が刻まれた『盲もう目もくのヘビ』だ。

　そう言えば、ヤムセが拾ったという話は聞いたが返してもらってはいなかった。

　痛みに近い感情がリティーヤの胸に蘇よみがえったが、目を見て真っ正直に謝あやまるのは抵てい抗こうがあった。

「心配かけてごめんなさい……」

　徽章を握にぎり締しめ、そっぽを向いて呟つぶやくと、ヤムセも決まり悪げに視線を逸そらした。

　すぐに、がたり、と馬車が揺ゆれ、動きだす。

　互たがいに別々の、しかしどちらも暗い夜の景色を見ていた。

「……まあ、なんだ」

「はい」

「よくあんな何もないところで川に落ちたものだな」

　出てきた言葉は予想外のもので、リティーヤは慌あわてて顔をヤムセに向けた。

「ち、違ちがいます、ただシロユメハナクイが溺れてて！」

「……ハナクイ？　本当か？」

　シロユメハナクイはかなりの希少種だ。リティーヤの言葉にヤムセどころかバドもテヨルも身を乗り出してきた。

「ハナクイって泳げなかったっけ？　あれってハナイタチの方？」

「泳げるのはハナイタチだ。ハナクイの生息地はもっと東の方だったように記き憶おくしているが」

「この辺りにも目もく撃げき例はあったはずです。ところでリティーヤ、それ助かったのか？」

「あ、はあ、助かりましたが」

「あたしハナクイ見たことないんだよなあ。くそ、リティーヤずるいぞ」

　わいわい言い始めた先せん輩ぱいたちと指導教官をしり目に、リティーヤはイルザークとの約束を思い出し、下手なことを喋しやべらないよう口を噤つぐんだ。胸むな元もとに隠かくした二枚の金属片へんのことは誰だれにも言ってはいけないと釘くぎを刺さされているのだ。勿論、黙っていることにも、本来の研究所に届けないことにも罪悪感はあるのだが……それ以上にこの小さな金属片は強きよう烈れつな魅み力りよくを発していた。

　不思議な、抗あらがいがたい魔力にも似た魅力を。

　と。

「もうやるな」

　いきなり、ヤムセに軽く頭を叩たたかれた。

　ハナクイを助けようとして溺れたことだ、と一いつ拍ぱく遅おくれて気付く。今日はよく叩かれる日だと思いながら、リティーヤは叩かれたところをさすった。

「以後気を付けます……あ」

　鼻先に菓か子しの袋ふくろが突つきつけられた。ヤムセが懐ふところから取り出したのだ。

「ども……って、あれ、なんですかこれ」

「ハッカドロップだ。ここらの名産だな」

　ヤムセのすすめる袋の中に詰まっていたのは、菱ひし形がたをした、緑色のドロップだった。一つ口に入れると爽さわやかな甘みが広がった。

「へー。なんか甘くてすうすうする。なんでしたっけ、バカドロップ？」

「……ハッカだ。ひとの故郷の名産をバカとか言わんでくれ」

　ヤムセがムッとしたようすで訂てい正せいした。




　その日は付近の村に一いつ泊ぱくして、翌日日が昇のぼってからまた馬車を走らせた。

　明るい日の光の下もとで見て、リティーヤは初めて自分がとても美しい国に来たことを知った。

　険しい山を越こえた先にひょっこりと現れる平らかで豊かな土地は見る者を魅み了りようし、収しゆう穫かくを控ひかえた麦畑はリティーヤの何か懐なつかしいところをくすぐった。遠巻きにする人々は忘れかけていた故郷の人々を思い出させる。

　美しく、不思議と懐かしくなる国だった。

　目的地となる城館に着いたのは、その日の午後早い時間のことだった。城館に至る第一の門だというところを潜くぐってからもずいぶん馬車に揺られたが、門を過ぎ、牧草地の中を突っ切る道がなだらかな上り坂の頂点に達した時、ついにそれは姿を現した。

　緩ゆるやかに下る坂の先、川にかかった太たい鼓こ橋ばしの遥はるか向こう。

　森の緑に囲まれて、小高い丘おかを背景に、白い城じよう壁へきと青い尖せん塔とうの城館が建っていたのだ。

「お城……」

　見たこともない壮そう麗れいな光景に、車窓から顔を突き出したリティーヤは呆あつ気けにとられた。牧草地も、果樹園も、川も、アーチを描えがく石の橋も、まだ小さく見える城館も、すべてを包み込むような雄ゆう大だいな森の緑も、何もかもが午ひるの光に煌きらめいている。

　これから、あの城館へ入るのだ。

　家族とはぐれるまでは開かい拓たく農民の娘むすめで、家族とはぐれてからは浮ふ浪ろう児じであったリティーヤに、こんな城館に入った経験はない。《学園》は大きくて古い建物ばかりだったが実用本位で、唯ゆい一いつ来客のために上品な装そう飾しよくのされた貴き賓ひん館かんは一いつ介かいの学生に踏ふみ込める場ではなかったから。

　バドは胃の辺りを押さえて小さく嘆たん息そくし、テヨルはゆっくりと一度足を組み替かえ、そしてヤムセは黙って目を閉じていた。イルザークは部下を率いて馬車の外で馬上の人となっている。

　馬車は走り続ける。

　リティーヤに一いち抹まつの罪悪感と疑念とを残しながら。




『あれは我々の味方では決してない』




　テヨルの警告が、ドロップの甘みとともにじんわりと舌の奥に広がっていった。





２






　その床ゆかは顔が映るほど磨みがき込まれていた。

　何種類かの管かん弦げん楽器とピアノからなる小さな楽団が、リティーヤの知らぬ流行曲を演奏している。高い天てん井じようの美しい広間ではきらびやかに着き飾かざった男女がステップを踏む。翻ひるがえるドレスの裾すそ、扇せん子すの向こうの含ふくみ笑い。

「ほ、ほえ……」

「口を閉じろリティーヤ」

　ヤムセに言われぽかんと開けていた口を閉じるが、それはまたすぐに開いてしまう。

「社交界デビューにその間ま抜ぬけ面づらをさらすのかね？」

　不ふ機き嫌げんそうに言ったのはバドだ。リティーヤは驚おどろいてヒゲの魔ま術じゆつ師しを振ふり返った。社交界──社交界だって？

「あたしダンスなんて踊おどれませんよ！」

「んなもんヤムセ辺りに任せときゃあいいんだ」

　ウェストですぼまり、尻しりからふわりと膨ふくれるドレスを纏まとったテヨルが、周囲をつまらなそうに見回して言った。普ふ段だんは垂たらしっぱなしか首の後ろで一つにまとめるだけの髪かみを、今は綺き麗れいに梳すいて頭上に結ゆい上げている。そうやって露ろ出しゆつした首は思っていたよりもずっと細く、リティーヤでさえどきりとした。

　リティーヤも今はドレス姿だ。この城館に入ってから借りて着付けもしてもらったのだが、それはもう信じられないくらい腰こしを締しめ上げられた。髪も思いきりきつく結い上げられていて、頭痛がしてきたほどだ。

　リティーヤは話題に上ったヤムセを見上げた。彼は、金モールで飾られた《学園》の白い礼服をその長身で完かん璧ぺきに着こなしている。腰にサーベルを下げた美しいほどの立ち姿は、魔術師と言うよりは高級将校のそれだ。

「先生ダンスできたんですか？」

「年々ステップを忘れていく……」

　感心して尋たずねると、いつものやる気のなさそうな答えが返ってきた。

「機会が少ないからな。でもヤムセはうまいよ。お父上仕込みだ、なあバド」

「悪くはない、といったところだ。あの愛あい想そが普段もあれば良いのだがな」

「四六時中愛想のいいヤムセなんて気持ち悪いよ」

「なるほど。四六時中行ぎよう儀ぎの良い君のようなものか」

「……何か言ったかいバド？」

「ふん。君の脅おどしには屈くつしない。この状じよう況きようでは君は暴力を振るえないのだよ。何しろこんなところで殴なぐる蹴けるの暴行を働いてあちこちの魔術師組織に恥はじをさら──う」

　バドが急に言葉を詰つまらせた。テヨルはその隣となりで明後日あさつての方を見ている。ただ、ドレスの陰かげで、彼女のかかとがバドのつま先を力強く踏んでいた。

　テヨルは舞ぶ踏とう会かいの隅すみで談笑するグループを指し、朗ほがらかに言った。

「お。《青侯こう爵しやく》の間抜けどもがいる。挨あい拶さつに行くか、バド」

「……そうだな、君が足をどけてくれるならそうしようかと思うが」

「おっと失礼。痛かったろう？」

「いいや。女性の体重など軽いものだ。たとえその体重がごく狭せまい面積に集中したとていかほどのことがあろうか。君のような小こ柄がらで愛らしい女性ならなおさらだ、テヨル」

「ほう。さすがだなバド。それに免めんじてエスコートを許してやろう」

　二人の間で何故なぜか火花が散った。彼と彼女はなおも何事か言い合いながら、表面上は笑え顔がおを保ち、腕を絡からませ、舞踏会の賑にぎわいの中へ入っていった。

「……相変わらずだなー」

　リティーヤは二人を見送り、呟つぶやいた。

　指導教官の方はその隣で目を細め──彼は目が悪いのだ──誰かを捜さがすように舞踏会の群衆を眺ながめている。リティーヤも別に捜す相手がいるわけでもないのだが、同じようにきょときょとと見回してみる。

　この舞踏会には各国使節、近きん隣りんの有力者、上流階級、軍人、といった面々の他に、大陸中の魔術師組織の人間が招かれているのだそうだ。確かにちらほらと時代がかったローブ姿の人間が見える。

「うーん、夜会服とかドレス着た人の中にも魔術師いそうだなあ……あたしもドレス借りてるし。大陸中の、っていうからには十人や二十人じゃないよね。何人くらいだろ……」

　リティーヤは唇くちびるに指を当てて考える。大陸各地から魔術師が招かれ、その上招かれた組織が律りち義ぎに人間を出しているからには、ダンス以上の意味がこの舞踏会にはあるはずだ。たとえば、この後何かの会議を開くとか……

「ん。でもそれで滞たい在ざい長引くんなら先生だってそういう説明するか」

　彼らは明日にでも戻もどって調査を再開するような口ぶりだった。

「なんなのかなあ。こんだけ魔術師が……ん？　魔術師？」

　リティーヤはふと何か引っかかるものを覚えた。

　魔術師、これだけたくさんの魔術師がいれば……

「に、虹ドロさんもいるかも!?」

　リティーヤはがばりと顔を上げ、先さき程ほどまでとはうってかわって真しん剣けんな目で周囲を見回した。

　虹ドロさんは虹色ドロップさん、七年前リティーヤを助けてくれた命の恩人である。彼に憧あこがれて、リティーヤは魔術師になる道を選んだのだ。しかしリティーヤは助けられた時熱を出して朦もう朧ろうとしており、虹ドロさんの顔もきちんと覚えていない。手て掛がかりは魔術師であることと去り際ぎわに残していってくれた虹色のドロップのみ。

　それでもいつか会ってお礼を言いたい、というのがリティーヤの願いだ。

　ちなみにイルザークは魔術師ではないのでこの候補からは外れてしまう。ヤムセ辺りも結構怪あやしいと踏んでいたのだが、どうも違ちがうらしい。

「リティーヤ？」

　目をぎらつかせるリティーヤに気付いたのか、ヤムセが気味悪そうに声をかけてきた。

「先生声かけないでください。今捜し人してるんですっ」

「捜すって……誰をだ？　《学園》からは我々しか来てないぞ」

「虹ドロさんですよ、虹ドロさんっ」

「二次ドロ三……？　二なのか三なのかどっちだ」

「何がですか」

　リティーヤはヤムセに虹ドロさんのことを手早く説明してやった。

「虹色ドロップ……？」

　ヤムセが興味を示したのは、虹ドロさんが置いていったドロップの件くだりだった。

「それはもしかして伝説のドロップのことか？」

「伝説？　ちょ、ちょっとどういうことですかそれ」

「うむ。七色に色を変えて輝かがやくドロップが存在すると聞いたことがある。だがどこで製造されているのかもわからんし、実際に食べた者にも会ったことがない。ただ、それを手に入れようとするあまり、人生を踏み外してしまった者たちの姿は散々見てきた……」

　ヤムセは遠い目で語った。

「ある者は七色のドロップを求めて妻子からも見放され事業にも失敗し、ある者は伝説のドロップを自らの手で作り出そうとして何故か自分が七色に輝くようになってしまったと聞く」

「は、はあ……」

「リティーヤ、おまえそれを手に入れたと言ったな？　今はあるのか？　それとももう食べてしまったのか？　まだ手元にあるなら、是ぜ非ひ見せてくれ」

　リティーヤの肩かたは、いきなりヤムセの手に摑つかまれた。ヤムセは冗じよう談だんを言っている気配もないしリティーヤをからかっているようすもない。本気なのだ。

「え、ええと、手元にはないです」

「じゃあ食べたんだな、どんな味がしたんだ？」

「味……ええと、うーん……」

　突とつ然ぜん訊きかれても咄とつ嗟さに思い出すことなんてできない。七年前のドロップの味など。

　しかし、それをくれたのは命の恩人だ。もう少し、何か印象に残っていてもいいような気がするのだが……

「よく覚えてないんですけど……」

「む、そうか……しかしまさか本当に実在するとはな……」

　ヤムセが首を振ふり振り言った。

「私はただの伝説だと思っていた。そんなものを追い求めるのは虹のたもとを目指す子どもと同じだと。手を伸のばしても摑むことなどできない、それこそ虹のようなものだと……」

「さ、さようで」

「さようだ。よしリティーヤ、虹ドロさんとやらについて何か情報が入ったらおまえに知らせてやろう。おまえも虹色のドロップについてわかったことがあったら私に教えるんだ、いいな？」

「はあ、わかりました……」

　気け圧おされながら、リティーヤはかくかくと頷うなずいた。

「ではとりあえず仕事だ」

　ヤムセは機き嫌げん良く──眉み間けんの皺しわは相変わらずだが頰ほおが少しだけ緩ゆるんでいる──室内を見回した。やがて目当ての人物を見付けたのだろう、リティーヤに合図してそちらへ歩いて行く。リティーヤもまだ伝説のドロップについて頭を混乱させながらも、その後についていった。




　五分後。

「……お……面おも白しろくない……」

　リティーヤはすっかり壁かべの花になっていた。

　ヤムセは少し離はなれたところで、《蛇の目連隊》の連隊長と何か話し込んでいる。関税がどうの、条約がどうの、という話で、ついていけなくてリティーヤは早々に逃にげ出してしまった。

　リティーヤも遠巻きに城を見た時は確かにドキドキしていたのだが、飽あきっぽいからだろうか、実際に中に入った今では、その興奮は薄うすれつつあった。きらびやかなドレスや複雑なステップを眺ながめ、高い天てん井じようを見上げ、優やさしい風合いの薄黄色いカーテンの刺し繡しゆうを見つめても、すぐに飽きてしまう。

　確かに何もかも目新しいし、興味深いと言えば興味深い。

　だが、これ以上ないくらい場違いなところへ迷い込んでしまった気もする。

「だあああああ。飽きたー」

　溜たまりに溜まったものを息と一いつ緒しよに吐はき出す。

　リティーヤとは対照的に、指導教官はずいぶんとこの世界に馴な染じんでいるようだ──いや、あるいは、この世界こそが彼の本来の世界、あるべき世界なのかもしれない。

　リティーヤの目の前で展開された会話が、耳に蘇よみがえる。

『それでヤムセ、あなたはいつ《蛇の目連隊》に戻ってくるの？』

　連隊長、つまり《蛇の目連隊》のトップは、三十代と思おぼしき女性だった。

　彼女は朗ほがらかに微ほほ笑えみ、ヤムセの手を取ってそう言ったのだ。

　対するヤムセは、小さな苦く笑しようを口くちの端はしに浮うかべて答えた。

『戻りませんよ。私は《学園》の人間です』

　普ふ段だんあまり聞かない、穏おだやかな柔やわらかな声だった。

　師の横顔には、ドロップに目を輝かせていた先程までのようすはまったく見えず、リティーヤは、先生はなんだかんだ言っても大人の男の人なのだなあという印象を強くした。

　その横顔を、声を思い出すたびに、胸に浮かぶ一つの疑問がある。

　彼は、何故なぜ故郷ではなく《学園》を選んだのだろう？

　話を聞く限りでは、どうやら良いところの嫡ちやく男なんのようだ。となれば家を継つぐという選せん択たく肢しだってあったはずだ。スカウトされたにしろ自ら《学園》の門を叩たたいたにしろ、何故約束された将来や親兄弟を捨ててまで、《学園》を選んだのだろう？

　考え込むリティーヤの首筋に、触ふれるものがあった。

「髪かみが」

「え？」

　降ってきた声に驚おどろき振り向けば、すぐ背後にくすんだ金きん髪ぱつの男が立っていた。

　赤と銀の礼服に身を包んだイルザークだ。

「髪が乱れちゃってるよ」

　ほつれた髪を指さされた。いつの間にか頭を搔かいていて、それで髪が乱れてしまったのだ。

　リティーヤは零こぼれた一ひと房ふさをすくい上げ、髪留めの奥にぎゅうぎゅうと押し込んだ。

「こ、こんなもんでどうでしょう」

「いいんじゃない？　ところでアレのこと誰だれにも言ってないよね？」

「ああ、はい。さっきドレスに着き替がえる時見つかりそうになって焦あせりましたけど、今もここに」

　と言って、リティーヤは胸むな元もとに隠かくした金属片へんを引っ張り出そうとした。その手をイルザークは押しとどめる。

「いやこんなところでそんなところから出さないでくれよ。言ってないならそれでいいから……っと、そうだ、これを」

　イルザークは礼服のポケットに手を突つっ込み、そこから白いものを出した。

　シロユメハナクイだ。イルザークの手の中で、鼻を突き出し臭においを嗅かぎ回っている。

「え、ええ！　どうしたんですか、連れてきちゃったんですか？　ダメですよ、勝手に連れてきたら！」

「え。そうなの？」

「そりゃ勿もち論ろん！　人間に馴なれちゃったら森で暮らせなくなっちゃいますって」

「そ、そっか。うーん、君に触さわらせてあげるって言ってまだだったから、つい」

　あ。

　リティーヤは自分のためと言われてまた頰に血が上るのを覚えた。

「う、あ、じゃ、じゃあせっかくなんで見せてもらっていいですか？」

「うん、どうぞ」

「あ！　言っておきますけど本当はダメなんですからねっ、後でちゃんと森に返しに行ってあげてください」

「はいはい」

　イルザークはくすりと笑った。

　リティーヤはごくりと唾つばを吞のみ込み、瞬まばたきすらせずハナクイを見つめた。純白の毛皮、黒い目──可か憐れんな容姿に似合わず獰どう猛もうだと言われているが、イルザークには馴れているのか、おとなしい。ああ、それにしてもなんと愛らしいことだろうか──出てきた唾を喉のどを動かしごくりと吞み込み、眩暈めまいすら覚えながら、手をそろそろと近づけ、その毛皮に触れる。

「や、柔らかい……！」

　最高級の布地のように柔らかくしなやかな感かん触しよくに涙なみだすら滲にじむ。両手で包みこむように抱だき上げると、相手はかなり激しい抵てい抗こうを示したが、リティーヤは引っかかれてもつつかれても手を離さず、ひっくり返したり口の中を覗のぞいたりして調べ始め、イルザークがぼうっとしている間にどこからともなく巻き尺まで取り出していた。

「くっそー、可か愛わいいなあ。薄はつ幸こうの美少女って感じだなあ。こう、今は野で暮らしてるけど昔は良いところのお嬢じようさんだったの、みたいな。それでいて肉食獣じゆうを思わせる鋭するどい目つき。あーもうたまらんー！」

「……君？」

「あ、メモありますかイルザークさん」

「……ないけど」

「じゃあどっかに借りに行かないと」

「あの、君ね」

　歩き出そうとしたところをイルザークに止められ、ハッと我に返る。

「あ！　すいません、勝手に連れて行こうとして。ちょっとお借りして良いですか？　ってか良いですよね!?」

　イルザークは、

「…………ぷ」

　何故か笑いだした。

「……な、何故!?」

　イルザークは肩かたを震ふるわせ、苦しそうに言った。

「ぷ、くくく、わかりやすくて……さっきまであんだけつまんなそーな顔してたのに……」

「……あ、ああっ！　見てたんですかイルザークさん！」

「まあね。で、それ大だい丈じよう夫ぶ？」

　指さされたので自分の手を見下ろせば、血だらけだった。

　ハナクイにがじがじと嚙かまれているのだ。

　リティーヤは血を見てやっと事態に気付き、悲鳴を上げた。

「ああっせっかくの綺き麗れいな白い毛皮がっ、もったいない！　やめなさいっ、こらっ」

「いやその前に自分のケガの心配をしようよ」

「えいっ」

　リティーヤは指に嚙みついてきたハナクイの顎あごを、無理矢理引きはがした。

　その拍ひよう子しに肉と皮ひ膚ふが前歯に裂さかれる。ぶしゅっと血が出て、磨みがき抜ぬかれた床ゆかに垂れる。

「あっ、や、すいません床汚よごしちゃって……って、あの」

　イルザークは謝るリティーヤの言葉など聞いてもいない。ハナクイを自分のポケットにしまうと、出血したリティーヤの指を取り、自分のハンカチでその傷口の上をぎゅっと押さえた。

　くるくると指にハンカチが巻かれていくのを、リティーヤは呆ぼう然ぜんと見守る。血は白いハンカチにもじんわりと染しみてきて、赤く汚した。

「はい、とりあえず血が止まるまで強く押さえてて」

「……あの、ハンカチ汚しちゃってますけど」

「そりゃ汚れるだろうね。傷口に当ててるんだから」

「……床も拭ふかないと」

「それはほら」

　イルザークは床に数すう滴てき落ちたリティーヤの血液を、靴くつの裏でぐりぐりと踏ふみつけ、延ばした。

「こうすればとりあえず綺き麗れい。っぽい」

「……イルザークさんも結構豪ごう快かいじゃないですか」

「そっかな？」

　イルザークはくしゃりと笑った。

　リティーヤはなんとなく視線を合わせていることが照れくさくなって、逃にげるように頭を下げた。今になってじんじんと痛み出した傷を押さえて、ぼそぼそと言う。

「……ありがとうございます。ハンカチ」

「うん」

「洗って返します」

「いいよ。あげる」

　リティーヤはパッと顔を上げた。

「いやいや、そういうわけには」

「いいって。俺が連れてきたのが嚙んだ傷なんだし。痛かったろ？　ごめんな」

「いやいやいや、あのですね、あれはあたしがあの子を──あ、そういえばあの子、なんて名前ですか？」

「名前？」

　イルザークは驚いたような顔をした。

「いや、特に考えてなかったな」

「決めてないんですか？　名前呼んだりとかしてないんですか？」

「うん、まあ……変かな。ああ、それなら君がつけてくれないか？　で、ハンカチはその名付け料ってことにしよう」

「…………」

「いやかい？」

「いえ！　つけさせてください」

　命の恩人から物を頼たのまれたことが嬉うれしくて、胸がドキドキしてきた。自然と笑えみがこぼれる。

「えへへ。頑がん張ばりますね」

「うん……ところでヤムセってどこだい？」

「えーと。あ、あそこですね」

　リティーヤの指す方向で、ヤムセは見知らぬ男性と話し込んでいる。

　と、楽団の演奏する曲が変わったのを契けい機きに、話し相手の男が近くにいた女性に声をかけた。男はヤムセとその女性を引き合わせ──

「あ」

　ヤムセは、その女性の手を取って、踊おどる男女の間に自然に滑すべり込んだ。

　しっとりとした曲調に合わせて、くるりくるりと女性が回る。腰こしに添そえられ相手を支える手はヤムセのものなのにどこか遠い人のもののようにも見えた。

　リティーヤにはダンスの上手下手などわからないが、女性を巧たくみにリードする師のようすは、確かに堂どうに入いったものに見えた。

「……なんで先生って……」

「うん？」

　先さき程ほどの疑問がぶり返してきたが、喉元で留めた。何故なぜ故郷を捨てて《学園》を選んだのか、という問いを、その故郷の人間に発するのはさすがにためらわれたのだ。

「……綺麗ですね」

　呟つぶやくと、イルザークもそれ以上は追つい及きゆうせずに頷うなずいた。

「ああ、そうだな」

　見守るうちに、曲が一つ終わった。

　リティーヤの視線の先で、ヤムセは女性とにこやかに言葉をかわして別れた。

　ぼんやりと師を見つめるリティーヤの鼻先に、イルザークの手が差し出された。

「俺たちも踊ろうか」

「は？」

　リティーヤが目を点にして見上げる間に、彼は勝手にリティーヤの手を取って踊る男女の中に引きずっていく。

「え？　あたし踊れませんて、あの」

「大丈夫大丈夫。《学園》じゃあダンスの授業もあるんだろう？」

「あれあたしＣマイナスだったんですよ！　あれはもう踊るっていうか転ぶって感じです！」

「これはステップ簡単だから楽だよ。ちょっと密着するけど」

「みみみみみ密着!?」

「落ち着いて」

　焦あせるリティーヤの腰を抱き寄せ、イルザークはゆっくりとしたステップを踏む。

「あわ、あわわあわ……」

「下ばかり向いてないで。リードするから適当に合わせて」

　そう言われても顔を上げたら相手の靴か自分のドレスを踏みそうで、怖こわくて上げられない。

　と、いきなり顎あごを摑つかまれ上を向かされた。

「うわあああ、無理です無理っ、こけます踏みます倒たおれます！」

「こけないし踏まないし倒れないって。はい、ターン」

「ひゃっ」

　イルザークの手に操あやつられ、くるん、と身体からだが勝手に回転する。よろめき倒れそうになったところを、イルザークがさりげなく支えてくれた。

「ね、大丈夫だ」

　くしゃりと笑う。今までになく間近にその顔があって、リティーヤは再び頰ほおに熱が上るのを感じる。

「あ、あう、あの」

「うん」

　優やさしい顔で頷かれて、リティーヤはやっぱり顔を俯うつむけた。

　すれ違ちがうカップルの囁ささやき声とくすくす笑いが聞こえてくる。騒さわがしい上にまともに踊れないリティーヤを笑っているのだ。リティーヤは顔を上げ、そのカップルをギロッと睨にらみつけた。予想外の反応だったのか、カップルはちょっとたじろいで離はなれていった。

「うん。そうだね。ギャラリーは気にしない方がいいね」

　楽しそうに笑うイルザークのこともついでに睨んで、リティーヤはぼそぼそと言った。

「イルザークさん。なんで、あたしなんか誘さそってるんですか？」

「うん？　可か愛わいいから」

「それは知ってますが」

「あははは。なんかその辺の切り返し方はすごくヤムセの弟で子しっぽいね。いや、君がさ、なんか、寂さびしそうな顔してたから」

「？」

「遠いもの見てるみたいな目だった。ヤムセ見てる時」

　くるりとまた一つリティーヤをターンさせて、イルザークは言った。

「ヤムセはどこにも行かないよ。君のそばにいる」

「な……なんですかそれっ」

「だって、君心配だったんだろう？　ヤムセがこの国に取られちゃうんじゃないかって」

「そんなことないですよ！　ただ、ちょっと、こう……」

「こう？」

「…………ふ、普ふ段だんは、すっごい面めん倒どうくさがりで、だらしなくって、無ぶ愛あい想そなのに。今はちゃんと優しい表情してる、から…………」

「ほら、やっぱりそうだ。先生故郷に残らないのかなーとか思ってただろ」

「いや、うぐ」

「優しそうに見えるのは、そう見えるようにしてるだけだよ。あいつもああ見えて、なんだっけ、渉しよう外がい担当官、ってやつだろ？　社交辞令の一つ、愛想笑いの一つもできなきゃ務まらないからね」

　渉外担当官。

　そうだった。普段が普段なので弟子であるリティーヤもすっかり忘れていたが、ヤムセは《学園》ではリティーヤの指導とは別に、渉外担当官の任も負っているのだ。荒あら事ごとの処理がもっぱららしいが、それでも交渉事と人脈作りは彼の専門分野になるはずだ。

「本当ならこんなところで笑ってるより、調査していたいだろうに。まあ、それが仕事だから仕方ないんだろうけど。調査の時の方がいきいきしてると思うよ」

「……確かにある意味いきいきしてる……のかな」

「だろ？　あいつはそういう時が一番幸せなんだ。俺なんかもう長いことあいつのそういう、心しんから幸せそうなとこ見てないよ」

　寂しげな口調に気付いて、リティーヤは顔を上げた。

　イルザークは、遠くを──今はもう手の届かない遠い昔を見ようとするかのように目を細め、呟いた。

「君がちょっとうらやましい、かな」

　曲はそれで終わり、リティーヤは軽く会え釈しやくしてイルザークと別れた。
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「ねえ、お姉さん」

　声をかけられ、去っていくイルザークの背中を見ていたリティーヤは慌あわてて背後を振ふり返った。どうもそれまでに何度も声をかけられていたらしく、視線の先にいた少女は呆あきれたようすだった。

「もう、やっとこっち見てくれた！　あのね、落とし物」

　少女が差し出す手には、二枚の金属片へんが載のっていた。

「あ、あれ？　ありがと……」

　リティーヤはそれを急いで受け取り、前と同じようにドレスの胸むな元もとにしまいこんだ。

「大事なもの？」

「え、ええーと……というか、預かり物、かな」

「そっかあ。なら大事にしないとね。譲ゆずってもらえるならちょっと欲しかったけど」

　少女はにっこりと微ほほ笑えんだ。歳としは十歳手前。ドレスもリボンも靴くつもぴかぴかで、リティーヤは姉のお古ばかりだった自分の子ども時代を思い返す。

「……あんた、どうしてこんなところにいるの？」

「パパに連れてきてもらったの」

　舞ぶ踏とう会かいにこんな子どもを連れてくるのか？

　リティーヤは訝いぶかしく思ったが、そもそも彼女自身こういう場に慣れていなかったので、そういうものなのかなとも思った。

「どこから来たの？　この国の子？」

「ううん。西ベルライン。クラスターって街の黄昏たそがれ通りで逃にがし屋やってるんだ」

「……逃がし屋？」

「そ。パパとね。アタシはトラリズ家のブローシズ。くるみの木ってパブで連れん絡らく取れるよ」

「えーと逃がし屋っていうとたとえば犯罪者を逃がすとかそういうの？」

「そういうこともするけど、お客さんがみんな犯罪者ってわけじゃないよ。お姉さんも、現実ここから逃げたいって思ったら声かけてね。年中無休だから、うち」

「は、はあ」

「あ、パパだ。じゃあね」

　少女はそう言うと、リティーヤに背を向け、人々の向こうに行ってしまった。優しそうな男性に少女が抱だきつくのがちらりと見えた。あれがパパなのだろう。父親らしき男性はリティーヤの方を見て頭を下げてきた──リティーヤもつられて頭を下げる。

　少女は男性と一いつ緒しよに楽しげに笑い合い、人の群れの中に消えていった。

「……何なの、あの子。逃がし屋？」

　まあ、子どもの言うことだから本当とは限らないが──

　とりあえず先生に聞いてみようと思い、リティーヤはヤムセの姿を捜さがす。

　だが、その時には、師の姿はすっかり見えなくなっていた。




　ヤムセはなかなか見つからなかった。

　しかもリティーヤは慣れないドレスに慣れない靴だ。ついに裾すそに躓つまずいて転び、いい加減腹が立ってきたリティーヤは、そこですべてを投げ出すことにした。壁かべ際ぎわの長なが椅い子すにどっかりと腰こしを下ろしたのだ。

「あー、ドレスって疲つかれる。お姉ちゃんならもうちょっと似合ったのかなあ」

　生き別れの姉と、兄と、両親とを思い出し、リティーヤはドレスのレースをいじる。

「笑われそうだなあ。こーんなドレス着てこーんな舞踏会……」

　視線を上げ、ぶちぶち言っていた口を、ふと閉じる。

「……ん？」

　視界の隅すみに何か引っかかるものがあった。

　群れるご婦人方と、飄ひよう々ひようとした雰ふん囲い気きの男性陣じんの向こう。

　壁一面にかけられたデイロック侯こう国こく建国を謳うたうタペストリーの前。

　そこに、一人の若者が立っていた。

　金きん髪ぱつを長く伸のばし、無造作に背中で三つ編みにしている。

　リティーヤの視線は若者の上を滑すべり、それから急にまた彼の上に引き戻もどされる。

　引っかかるのは彼だ。何が引っかかるのだろうと、じっと眺ながめた。

　それは捜していたヤムセではない。

　師よりも背が低く、細身で、髪かみの色も違ちがう。服も。

「……先生じゃないのか」

　呟つぶやいて、また視線を他ほかに逸そらす。

　逸らそうとした時。

　その横顔に、視線は三度引き戻される。

「…………え？」

　一いつ瞬しゆんある可能性が頭に閃ひらめく。

　しかしすぐに否定する。彼がこんなところにいるわけがない。だいたい彼はもっと若かったし、背も高すぎる。服装だって──いや。

　いや、そうではない。リティーヤは彼と別れてもう七年になるのだ。だから相手も七年分歳を取っているはずだし、背だって伸びてておかしくない。服装だって違うのは当たり前だ。顔立ちだって変わるだろう。

　七年前ならリティーヤだってこんな舞踏会に顔を出すことになるとは想像もしていなかった。ならば彼だって、この七年間に何かがあってここに至ったとも考えられるではないか。

　他人のそら似にしては似すぎている。横顔からにじみ出る雰囲気は、別れた頃ころそのままだ。

　彼だ。

「…………っ！」

　リティーヤは駆かけだした。

　だが、その腕うでを急に引かれて立ち止まらされる。

「どうした。何かあったか」

　さっきまで捜していたはずの人物の声が聞こえる。

　だが、それでもなお、リティーヤはその手を振り払はらおうとした。

「すいません先生どいて！」

「リティーヤ？」

　ヤムセは異常を察し、リティーヤの腕を摑つかんで止めた。

　揉もみ合ううちに、先ほどの若者は奥の部屋に入っていってしまう。質素な木の扉とびらが開き、若者を吞のみ込んで閉まった。

　リティーヤは思わず、その場がどこであるのかも忘れて叫さけんだ。




「お兄ちゃん、待って！」




　リティーヤを引き留めていたヤムセが、驚おどろいたようにリティーヤの顔を見た。

　答えるはずの者はすでに扉の奥に消えていた。
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「確かにおまえの兄だったのか？」

　休きゆう憩けい用の小部屋を借り切って、ヤムセとバドとリティーヤがいた。

　リティーヤは長椅子に座らされ、バドはそのもう一方の端はしに腰こし掛かけ、ヤムセはテーブルに半ば腰掛けるようにして立っていた。菓か子しの載った皿を抱かかえてもそもそと食べている。

「確かです！　幾いくら七年ぶりだからって間違えない！」

「……確かに君はお兄さんを見たのかもしれないが」

　バドが椅子の肘ひじ掛けに頰ほお杖づえをつき、不信感を丸出しにして言った。

「それが実は誰だれかのかけた魔ま術じゆつによる幻まぼろしで、赤の他人がお兄さんのように見えただけかもしれない。君の記き憶おくを魔術でさぐればお兄さんの姿もわかる。そこから何年後かのお兄さんの姿を作り出し、誰か他人か、あるいは自分に被せたのかもしれない。できないことではないのだよ」

「な……そんな手の込んだこと誰がするんですか！　あたし騙だまして楽しい人間なんかいないでしょう！」

「いるかもしれんだろう。何しろ君は〈昼〉魔術の使い手だ」

「でも、それはまだどこにも知られてないんでしょう？」

「その可能性が高いというだけの話だ。もしかしたらユローナがどこかにばらしてしまっているかもしれないし、あるいは君が使った〈昼〉魔術を遠くで誰かが見ていたかもしれない。二度目の行使はかなり派手だったと聞いているぞ？」

「それは……」

　言葉に詰つまるリティーヤを放ほうっておいて、バドは懐ふところから薬くすり瓶びんを出し、その中身を口に入れかりかり齧かじり始めた。

「もしも何らかの理由によって他の組織の魔術師なりなんなりが君のことを知ったとしたら、そいつらは確実に君を狙ねらってくる。そしてこの再会があまりにできすぎているのは君も理解していることと思う。ここでお兄さん捜しなど始めたら、敵の罠わなにまんまと嵌はまりに行くようなものではないのかね」

　リティーヤは必死で顔を上げ、抗こう弁べんした。

「待ってください。家族を見付けるたびに偶ぐう然ぜんにしてはできすぎてるだのなんだの言われてたんじゃ、いつまで経たってもあたしは家族と再会できません！　確かめるくらいはさせてください！」

「……わかった、確認しよう」

　バドの答えを待たず、それまで黙だまっていたヤムセが、緑色をした球形の謎なぞの物体をもそもそと食べながら言った。

　バドはヤムセにうろんな目を向けた。

「ヤムセ、君が責任をとることになるのだぞ」

「無茶はさせません。バドもお一つどうぞ」

「成分のわからんものは食わん主義だ」

　すすめられた緑の物体をバドは拒きよ絶ぜつした。

　ヤムセはそのことに機き嫌げんをそこねたのか、元々不機嫌だったのか、幾分ふてくされたようすでリティーヤに言った。

「……で、おまえの兄はどこに消えたんだ？」

「広間の奥の、小さな扉です。赤い旗みたいなのがかけてあって……白しろ抜ぬきの二重円が見えました」

「……白抜きの二重円？」

「？　はい……」

　ヤムセは急にテーブルから下りると、先さき程ほどの菓子を幾つかナプキンに包んで懐に入れた。まだ食べるつもりなのか……と言いたげな目でバドがそれを見ていた。

「わかった。確認してくるから、おまえはここで待ってろ。誰か残って──」

「え？　ちょ、ちょっと待ってください、あたしも行きます、そうじゃないと確認できませんよ」

「ダメだ。あの部屋におまえは入れない」

「なんで!?」

　バドはうるさそうに耳に指を突つっ込んだ。

「あの部屋に入れるのは式典の参加者だけだ。君には無理だ」

「そんな！　こそっと入るのもダメなんですか？」

「ダメだ。式典参加者と間違われたら取り返しがつかない」

『取り返しがつかない』

　式典がどういうものなのか、その参加者と間違われることがどう取り返しがつかないのか、それを考える前に、リティーヤは叫んでいた。

「じゃああたしにも式典に参加させてください！」

　そこで、何故なぜかバドはヤムセを見やった。

　リティーヤもつられてそちらを見た。

　ヤムセは、いつもと変わらぬ仏ぶつ頂ちよう面づらだった。

　ただ、何かがいつもと違った。

「リティーヤ」

　名を呼ばれ、リティーヤは思わず背筋を正して答える。

「は、はい」

「式典には参加させられない。おまえはここで待て」

　きっぱりと、迷いなく彼はそう言った。

　もはや何を言ってもその決定が覆くつがえらないことを、リティーヤはなんとなく悟さとった。

　それでも、はいと素す直なおに言えなかった。

　やっと見付けた兄を前に、幻だのなんだのでごまかされるわけにはいかない。

　リティーヤはヤムセの目を見て、はっきりと言った。

「いやです」

「ダメだ。残るんだ」

「いやです！　絶対！　いや！」

「リティーヤ」

　意い固こ地じになって、リティーヤは叫んだ。

「従えません──あたしは先生の言葉には従えません！」

「これは命令だ。おまえには従う義務がある。《学園》の生徒なら──」

　リティーヤの頭の中で何かがカッと爆ばく発はつした。考えるより先に口が動いていた。

「《学園》なんてどうでもいい！」

　そして頰を平手で叩たたかれた。




　リティーヤが部屋を飛び出し、部屋には立ち尽つくすヤムセと長なが椅い子すに腰掛けるバドが残った。

「リティーヤに話さないのかね？　セリネ殿どののこと」

　バドが頰杖をついて言った。

「そうしたらあの子もあそこがどんなところか理解するだろう。万が一にも抜け出して式典を覗のぞこうなどしないはずだ」

「…………」

「ヤムセ」

　バドは気け怠だるげに薬瓶を放り投げ、受け止めて言った。

「君は本当に難なん儀ぎな男だな」

　ヤムセはぐったりとしたようすで長椅子のリティーヤが座っていた位置に腰を下ろした。

　そのまま俯うつむき、顔を上げない。

　バドが薬瓶を弄もてあそびながら言った。

「感情的になっているようだな。リティーヤも君も」

「撲ぶったのは──」

「それではない。確認を約束したことだ。兄姉を慕したう姿を自分と重ねたかね？」

「……確認するくらいはしてやってもいいと思いますが。本当に魔術が使われてると思っているんですか？」

「いや。あれはただの後こう輩はい虐いじめだ」

「…………バド」

「記き憶おくを覗く〈夢〉魔ま術じゆつなど使われたら、幾いくらあの子が呆ぼけてても気付く。本気でそんな心配してるなら今一人で行かせたりしない。そもそもこんな魔術師だらけの集まりに連れて来るわけなかろう。それくらいわからんか？」

「バド」

　ヤムセは非難と疑問がないまぜになったようすで言った。

「どうしたんですか。あなたらしくもない。あれでは本当にただの後輩虐めです。家族が関かかわっているんですから、リティーヤだって必死にもなります。からかうところではなかったと思いますが」

　バドは薬瓶をじっと見つめ、ヤムセが思っていたよりも素直に自分の非を認めた。

「そうだな。らしくないな。ただ──」

　蓋ふたを開け、また数すう粒つぶ取り出し口の中に放り込む。

「あの子を見ていると、イライラしてくるのだ」

「…………はあ」

　かりかりと薬を嚙かみ潰つぶしながら、バドはヤムセを見上げた。

「君は平気なのかね？　腹の底から苛いら立だちと憎にくしみが湧わいてくるということは？」

「……いえ、そこまでは。ところでバド、胃薬は容量を守った方がいいと思いますよ」

「俺の胃などすでに壊かい滅めつ状態だ、気にするな。俺も三年ぶりの新人ということで期待しすぎていた部分はあったかもしれんが、それにしてもあれはひどいな。人の話は聞かない、記憶力は悪い、だらしない。うむ、最悪だ。最悪すぎる──そう、《学園》の生徒とは思えん」

　ちなみに三年前の新人は半年でよそに移っていった。テヨルとバドの大戦争に巻き込まれて全治二ヶ月の重傷を負わされたのが、直接の原因だ。

　なおも胃薬を一粒ずつ口の中に放ほうり込み続けながら、バドは言った。

「そこで俺は一つの仮説を立ててみた。つまり、あれは実は新人の皮を被かぶったカブリクマオオカミで、すでに俺たちの有望な新人を食べ、その皮を被り、狡こう猾かつに俺たちを罠わなに嵌はめて楽しんでいるのだ。どうだね、ヤムセ。我ながら説得力のある説だと思うのだが」

「……バド。あれは出来の悪いだけのただの新人です。諦あきらめてください」

「諦める？　何のことだ、ここであのカブリクマオオカミを打ち滅ほろぼさねば《学園》にやつらの侵しん入にゆうを許すことになるぞ。我々の愛すべき新人はすでにあのケダモノに食われているのだ」

　バドは真しん剣けんな目でヤムセを見つめ、切々と訴うつたえた。冗じよう談だんであってほしいが、バドが冗談を言うのをヤムセは聞いたことがなかった。正直怖こわい。

　ヤムセは今いま更さら視線を逸そらすこともできずじっとりと冷たい汗あせをかいていた。

　そこへ──

「おい、面おも白しろい話仕入れてきたよ！」

　ノックもなしに扉とびらを開けたのは、テヨルだ。

　おかげでリティーヤ＝カブリクマオオカミ説は一いつ旦たん脇わきに置いておかれることになり、ヤムセは密ひそかに胸を撫なで下ろした。

　どうせろくでもない話だろう、と言うバドを、彼女はじろりと睨にらんだ。

「《蛇の目連隊》から護ご符ふが盗ぬすまれたって話だ。ろくでもないかい？」

「護符？　《侯こう爵しやく夫人の隕いん鉄てつ》のことかね？」

「他に何があるのさ？」

「いや。そうかそれは大変だな。《蛇の目連隊》は一騒そう動どうだろう」

「みたいだね。表向きは平気そうな顔してるけど、裏じゃあ大おお慌あわてで捜さがしてるだろうよ。それでね、ヤムセ」

　いきなり話を振ふられ、じっと床ゆかを見つめていたヤムセは視線を上げた。

「盗まれたの、セリネ殿のらしいよ」

「……姉上の？」

「そ。七年前から《連隊》で保管してたみたいでさ。それが保管場所から盗まれてたってことらしい……なんだ、やっぱり知らされてなかったのか。まったく、弟だってのにな」

「私はもう家とは切れてます」

「そりゃあ、まあ、そうだろうが……」

　テヨルは自分のことのように不服そうな顔をしていたが、ふと室内を見回して呟つぶやいた。

「あれ？　リティーヤは？」

　ヤムセは立ち上がった。

「……これから捜すんです」
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　リティーヤは一人小部屋を飛び出し、広間も飛び出て、回かい廊ろうにいた。

　様々な美術品が置かれてギャラリーのようになったそこで、彫ちよう像ぞうの陰かげにしゃがんでいた。

「やっちゃった……」

　撲ぶたれた頰ほおはまだ熱くて、ひりひりと痛い。

　だが、何より。




『《学園》なんてどうでもいい！』




　自分の口にしてしまった言葉が一番痛い。

　それはくるりと返ってきて鈍にぶい刃やいばでぐじぐじと時間をかけて、リティーヤの胸を切り裂さいている。

「……よくないよ。どうでもよくないよ……」

　立てた膝ひざの上に額を乗せ、小さく小さくなる。

《学園》はどうでもいいものではない。

　リティーヤは命の恩人である『虹ドロさん』に憧あこがれて魔術師を目指し、《学園》に入った。魔術で家族捜しができるかもしれない、と思ったせいでもある。結局そんな便利な魔術は手に入らなかったが、六年間をそこで生きてきた。《学園》は食べていくすべのない子どもだったリティーヤに衣食住を提供し、腹の餓うえだけでなく頭の餓えにも対応してくれた。リティーヤが物心ついたときから持っていた好こう奇き心しんに一番応こたえてくれたのは、なんだかんだ言って《学園》だったのだ。

　野や山への、川や沢さわへの、獣けものや虫や植物への好奇心に、その好奇心を満たす方法を教えてくれた──学ぶ方法を教えてくれた。それは結局、《学園》だった。

　虹ドロさんをきっかけに入った《学園》で、リティーヤは友人を得て、師を得て、そして学ぶ方法を得つつあった。

　それは、これっぽっちも『どうでもいい』ことなんかではない。

「かーっとなっちゃったんだな。なんか、こう、先生がびしって言うから……って、あれ？　そういえば最初は一いつ緒しよに行ってもいいって言ったのに、なんでいきなり……？」

　リティーヤは違い和わ感かんを覚え、ヤムセとバドの言葉をできるだけ正確に思い出してみた。そうだ、確かリティーヤが兄の消えた扉のことを話した途と端たん、ヤムセは態度を硬こう化かさせたのだ。

「……あの扉の向こうは式典会場だとかなんだとか言ってた……よね。式典、って、そういえばどんなことするんだろう……？」

　ぶつぶつ言い、考えてみるが、どうにもよくわからない。

　戻もどって、詳くわしい話を聞こう。

「その前に、謝んなくちゃね……」

　本心ではなかったことをちゃんと説明しよう。そうすればヤムセも許して色々教えてくれるはずだ。

　リティーヤは決心し、顔を上げた。

　その視界いっぱいに、黒い布地が広がる。

「……え？」

　いつの間にか、目の前には夜会服姿の見知らぬ男が立っていた。

　男は帽ぼう子しをちょっと外して挨あい拶さつし、その身体からだを二つに折って、リティーヤの顔を覗のぞき込んできた。

「良い夜ですねェ。可か愛わいいウサギさん」

　目の前に迫せまったのはどこにでもいそうな特とく徴ちようのない顔で、ただ青と黒の色違ちがいの双そう眸ぼうだけが珍めずらしく、平へい凡ぼんな顔の中で目を引いた。

「一曲お相手願えますかァ？」

　奇き妙みように間延びした声でそう言われ手を差し出されて初めて、リティーヤは広間から漏もれ聞こえてくる音楽の存在に気付いた。

　リティーヤは、

「え、」

「『え』？」

「遠えん慮りよします……」

　すげなく断った。




「いやしかし可愛らしいウサギさんですねェ！　これで魔ま術じゆつ師しさんとはいやはや。あ、ワタクシ、南のォ、ほら、古王国の方で商売させてもらってるんですけどねェ。姉の夫の叔母おばがこちらの城主様と親しくさせていただいておりましてねェ。商売広げようかと思っていた矢先でしたので、姉への招待をちょっとねェ、って、あ、待ってください、ねェねェ」

「ええいどこまでついてくるんですかあなたは！　つーかなんであたしがウサギさんなんですか！」

「ウサギって可愛いものの代名詞でしょう？　ねェウサギさん」

「んな恥はずかしい呼び方はもう勘かん弁べんしてください！」

　リティーヤは振り返って怒ど鳴なったが、男は相変わらずリティーヤの礼服の裾すそを摑つかんで放さない。男がしつこいので回廊を出て庭の方へ逃にげてきたのだが、一向に諦あきらめてくれるようすはない。

　男は人じん畜ちく無む害がいそうな顔に商売っけたっぷりの笑えみを浮うかべて言った。

「だってお嬢じようさん《学園》の魔術師さんでしょう？　いやあワタクシ魔術師さん相手の商売してるんですよォ。ほらァ、遠い南の島々の香こう木ぼくやら、光によって色の変わる石やら、そういうもの手広く扱あつかっておりましてねェ。で、是ぜ非ひとも《学園》さんともお付き合いさせていただきたいと。こう思いましてェ」

「あたしじゃよくわかりませんから他ほかの人に言ってください！」

「そこをほら、お嬢さんから紹しよう介かいしていただけたらなァと。ね、勿もち論ろん謝礼はいたしますからァ」

「謝礼って賄わい賂ろじゃないですかそれ！」

「いやいやいやいや、何をおっしゃる、ただの心ばかりの、ね。あ、ワタクシ実は元々菓か子し屋でして、ほら、甘ーいお菓子も色々とォ」

　男は懐ふところから紙包みを幾いくつか取り出し、それを無理矢理リティーヤの手に握にぎらせた。

「ほらァ、こんなのじゃ賄賂なんて言えないでしょ？　おいしいですからどうぞ召めし上がってみてください。ね、ね」

「あのですねぇ、あたしは……」

　指導教官ではあるまいし、菓子程度でつられてなるものかと、リティーヤは男を睨んだ。

　が。

「それならこちらはどうでしょう？　ウタオオカミの写真」

「えっ」

　菓子に続いて男が取り出したのは数枚の写真だ。ばらまかれるそれを摑み、リティーヤはぷるぷると震ふるえた。

「こ、これはまさか……」

「十年前から目もく撃げきされていないウタオオカミの写真ですよォ」

「まさかあなたこれ見たんですか!?」

「はい。まさしく十年前に。歌も聴きいちゃいました。えへ」

「えへって、えへってえええええ」

「あ、今なら足形もつけてあげますよォ」

「どんな歌!?　ねえどんな歌なんですか！　遠とお吠ぼえとは違うんですよねえっ？」

「ああ……それはもう美しくも幻げん想そう的な……太古の時代を時に懐なつかしみ、時に歎なげき哀かなしみ、生を歌うもので……ああ、そうそう、当時のレポートとかもあるんですよォ」

「ええええっ」

「でもタダじゃあねェ……？」

　男はいやらしくリティーヤを見た。そういえばなんだかんだでこんな庭まで来てしまった。周囲を見回せば茂しげみやら木陰やらが盛りだくさんだ。音楽ももう聞こえない。暗い庭で出会ったばかりの男と二人きりになってしまったことに気付いて、リティーヤは慌あわてて胸むな元もとを押さえた。

「ま、まさか可愛いあたしの身体とかゆーんじゃ」

　男は冷れい淡たんに、「はあ？」と聞き返してきた。

「なんで無い胸隠かくしてるんですか。頭の悪いウサギさんですね。あのですね、ここは是非、お嬢さんの先せん輩ぱいたちへの紹介を……という話ですよ」

「あ、なんだそっちか」

「どうですか？」

　リティーヤは、うーんと唸うなって考えた。ウタオオカミは絶ぜつ滅めつの可能性の強い種で、その研究データは非常に貴重なものだ。しかしなんだって研究者でもない商人がその貴重なデータを持っているのだろう？　これはひょっとしたらインチキなのではないか？　いやいや、そもそもこの男は最前なんと言った？　そうだ、無い胸だの頭の悪いウサギさんだの散々言ってくれたではないか。そんな男の──

　そこまで考えた時、リティーヤは引っかかるものを覚えた。

「…………」

　リティーヤは男を見上げた。

　男は青と黒の左右色違いの目に、商売用の笑みを浮かべた。

「どうしましたァ、ウサギさん」

　その表現は、聞き覚えがある。

　雷らい鳴めいのように一つの光景が浮かぶ。美しい女、狂きよう気きに溢あふれた紫むらさきの虹こう彩さい──




『可愛くて頭の悪そうなウサギさん。鍋なべに入れて煮にて食べられたくなかったら、ちゃんと考えてね？』




　喉のどに当てられたナイフの感かん触しよくまで、はっきりと蘇よみがえる。

　ユローナ。

　リティーヤの中で、突とつ然ぜん警報が鳴った。

「すいませんちょっと失礼しま──」

　背を向け逃にげようとしたリティーヤの手首を、男の手がしっかりと摑む。

「あ……」

　肩かたを摑まれ無理やり振ふり向かされ、視線が合う。青と黒の目──

「待ってくださいよォ、リティーヤさん」

　名前なんか教えてない。

「──失礼しますっ！」

　リティーヤは小さな靴くつのかかとで男の足を思いきり踏ふみ、頭ず突つきを食くらわせた。相手の力が緩ゆるんだところで、手首を捻ひねって自分の手を取りもどす。

　後はもう、脇わき目めもふらず逃げ出した。




　リティーヤは逃げた。ひたすら逃げた。

　背後からは男が追ってくる──今もまだ猫ねこなで声を出しているが、果たしてリティーヤが立ち止まった時にもあの調子が続いているのだろうか？　立ち止まれば確かめられるが命の方が惜おしかったので、リティーヤは走り続けた。茂みに突っ込んではスカートを引っ掛かけ、足を傷つけ、木の下を通り過ぎれば頰ほおを枝で引っかかれる。走って、走って、目に入った明るい張り出し窓に飛びついた。幸い開いている。飛び込めば目の前に階段があった──ここからなら、二階の広間まではあと少しだ。

　男は、まだ追ってくる。

　リティーヤは逃げる。

　階段を一気に駆かけ上がり、長い回かい廊ろうを走り、息が切れて、もうダメだと思った時、広間の扉とびらに辿たどり着いた。

「……っ！」

　──開け放たれた扉から漏もれ出る音楽と光に、これほど安あん堵どするとは思わなかった。

　リティーヤは背後を振り返った。男の姿は見えない。人の多いところに入ったから、諦めたのだろうか？　とにかく、早くヤムセらに会わなければ。

　だが、飛び込んだ小部屋には、すでにヤムセもバドもテヨルもいなかった。

「どこ行ったの、みんな……！」

　室内をざっと見回し、元に戻もどって広間を見回す。いない。いない──置いていかれた。

「ち、違ちがう」

　リティーヤは蘇った懐かしい記き憶おくを否定した。これはあの時とは違う、親兄弟とはぐれたあの時とは……

　置いていかれはしない。

　……はずだ。

　焦しよう燥そうが胸に広がる。その苦い味ごと、リティーヤは唾つばを吞のみ込んだ。男を警けい戒かいし、扉を閉めて小部屋にこもる。

　大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫……何度も自分に言い聞かせる。呼吸を落ち着かせようとする。

　それなのに。

「置いてかれちゃったね」

　その一言が、落ち着きかけた心を再び砕くだく。

「……！」

「やあ、嬢じようさん元気？」

　いつの間にかリティーヤの背後に立っていた男はへらへらと笑って手を挙げた。

　先さき程ほどとは違う男で、リティーヤとは顔見知りだったが、安心できる相手でもなかった。キツネの毛皮のような茶色い髪かみと、細い目が特とく徴ちよう的だが、全体的にはなんとなく印象に残りにくい──リティーヤも今こうして顔を合わせるまで、彼の顔をはっきりと思い浮かべられなかったほどだ。目くらましの魔ま術じゆつでもかかっているように、彼は姿も心もとらえどころがなかった。

「あんたよくもここまで入ってこられたわね。まさか招待されたわけでもないんでしょ？」

　リティーヤはじりじりと男から離はなれて言った。

「俺はどこにでもいるって言ったでしょ？」

　キツネ顔の男はニシシと笑った。元々細い目がさらに細く、太陽をまぶしがる夜行性の獣けもののように細くなる。このキツネめ、とリティーヤは内心毒づいた。

　彼は確かにどこにでも現れるようだった──鍵かぎをかけた扉なんてお構いなしに出たり入ったり。その怪あやしい言動に振り回されっぱなしのリティーヤは、今度こそ鼻を明かそうと助けを呼ぶタイミングを見計らった。

　が。

「嬢さんが恋こいしくてぇ～」

　どん。

　気が付いたときには、リティーヤの耳の横を掠かすめるように、男は扉に手をついていた。

　男の手が扉を押さえている。

　開けられない。

　ならば声を出してやろうと息を吸い込んだら、口を手で塞ふさがれた。

　リティーヤは反射的にその手に嚙かみついた。

「って！」

「誰だれかっ、助けーもご」

「はーいはい。人呼んだりしちゃダメだよ～ゆっくり話もできやしないんだから、まったく」

「話すことなんてない！」

「あるの。嬢さんも絶対気に入ってくれると思うよ？」

「気に入るなんてこと──あ！」

　男は勝手にリティーヤの髪から髪留めを抜ぬき去った。

　押さえを失い、ばら、と長い金きん髪ぱつが肩に垂れる。

「うん。やっぱり嬢さんはこっちのがいいね～」

「……っ、なんなのよあんた！」

「嬢さん？」

　声が震ふるえる。身体からだが震える。足に力が入らなくて膝ひざをつきそうになる。

「……泣いて、いいよ」

　男の指がリティーヤの髪をいじくる。その言葉は鉄の鎖くさりのように重く優やさしくリティーヤの心を絡からめ取る。そうだ、自分は今泣きそうなのだ。

　置いてかれたと思って怖こわくなった。

　違うと言い聞かせようとしたが恐きよう怖ふは残った。

　いつ襲おそわれるかわからない中で、気を張りつめて冷静になろうとして、その張り切った糸はこの男にぷちんと切られる寸前だ。

　だが、こんなわけのわからない男の前で泣くのなんか絶対に嫌いやだ。

　その思いだけで、涙なみだを堪こらえた。

「なんで……っ」

　込み上げるものを吞み込み、リティーヤは声を張り上げる。

「なんであんたここにいるの!?」

「嬢さん。あのね」

　男の指がリティーヤの髪を優しく梳すき続ける。その口から出る言葉も、やはり優しい。

「お兄さんに、会いたい？」

　髪をいじられるままにして、濡ぬれた目で、それでも強く、リティーヤは男を睨にらみつける。

「会いたい。でもあんたの助けはいらない」

「ひどいな。俺はただ嬢さんに願いを叶かなえて欲しいだけなのに」

「あんたの願いを？」

「……嬢さんの願いを」

　かしり、と男はリティーヤの髪を一ひと房ふさ齧かじる。

　視線を合わせたまま、リティーヤは問う。

「そしてそれがあんたの願いを叶えることになるの？」

　男は髪を齧る口元に、空くう疎そな笑えみを浮うかべる。

「よくわかったね」

　雪面のまぶしさに目を細めるキツネのような、笑っているのに笑っていない笑み。




『失われているものを、取りもどしてみませんか？』




　初めて会った時、男が言った言葉。

「あたしが失われたものを取りもどすのがあんたの目的？　失われたものって何のこと？　それってあたしが失ったもの？　それともあんたが失ったもの？　あんたは何かを失ったの？」

「……嬢さんは、時々とっても鋭するどいね」

「──？　じゃあ、あんたは」

「さあて、と」

　男はリティーヤの髪から手を離す。

「じゃ、今回はちょっと調子悪いみたいだから、この辺で」

「待ちなさ──」

「えへへへ～、心配しないでも見ててあげるから。ピンチの時は先生さんより早く駆けつけちゃうからね～」

　男はリティーヤの額ひたいを指で弾はじく。思わずリティーヤは目を閉じた。

　そしてもう一度目を開いた時には、男の姿は見えなくなっていた。

　扉とびらの開く音もしなかったし、今も扉は開いていない。

　窓も閉まったままだ。

　リティーヤはそのままずるずると座り込む。

　ぼんやりと虚こ空くうを見つめながら、今までの会話を思い返す。

　あの男はリティーヤに何かをさせようとしている。あるいはリティーヤがこれから巻き起こす何かに興味がある。その過程で『失われているもの』が取りもどされることを望んでいる。

　問題は、誰が何を失ったのかということだ。

　わからない。わからないながらも、彼女はゆっくりと一つのことを理解した。

「あんたは──何かを失ったのね」

　何を失ったのかというリティーヤの問いの後に続く言葉。

『嬢さんは、時々とっても鋭い』

　あれは、リティーヤが男の本心の一部を言い当てたからだ。

　あの男は、何かを失っている。でも、それなら、何を？

「……お兄ちゃん」

　自分の失ったものの名を呟つぶやき、リティーヤは目を閉じる。

　失われた世界の欠片かけら。自分の世界から失われた大切な欠片。

　それはいったい、どこで取りもどせるのだろうか。





３






「あれ？　リティーヤさん」

　ヤムセらを捜さがすため広間に出たリティーヤに、そう声がかけられた。

　振ふり返れば見知った銀髪の青年──魔導書調査委員会のゼストガがいた。

「ゼストガさん!?」

　礼服姿で舞ぶ踏とう会かいに紛まぎれ込んでいたゼストガに、リティーヤは驚おどろきで目を丸くする。

「なんでここに……」

「《学園》の任務ですよ。ちょっとした捜し物です」

「捜し物？　ああもうなんでもいいや、ヤムセ先生知りませんか!?　テヨルさんとかバドさんとか……って言ってもわかんないのかな、えーととにかく《学園》から来た人たち！」

「皆みなさんもう式典会場ですよ。ほら、あの扉とびらの向こう」

「う、噓うそぉ」

　リティーヤはその場にへなへなと座り込みそうになった。それをゼストガが支える。

「大だい丈じよう夫ぶですか？　どこかで休みますか？」

　リティーヤは首を振り、まだゼストガに支えられたまま言った。

「休んでる暇ひまなんかありません！　変な人がいて──あたしのこと知ってたんです！　ユローナの関係者かも……」

　ゼストガが事態を察して緊きん張ちようした面おも持もちになった。冷静に周囲を見回す。

「特とく徴ちようは？」

「左右色違ちがいの目。青と黒。髪かみは黒。肌はだは白。ええと、あと中肉中背で……夜会服」

「今日は夜会服だらけですね。黒髪もこの国では珍めずらしくありませんし……目だけですね。すぐにここの警備責任者に知らせて警けい戒かい態勢を取ります。それで、その男はどこにいたんです？　何故なぜ関係者だと思ったんです？」

「そこの回かい廊ろうで会ったんです。ユローナが、前にあたしのことウサギさん、って言ってて……あの男も同じ言い方してて。やめてくれって言ったら、あたしのことリティーヤさんって言ったんです！　名前教えてないのに。それで怖くなって逃にげ出したら、ずっと追いかけてきました！」

「危害は加えられていませんね？」

「大丈夫です。とにかく先生たちに連れん絡らくをとってください！」

　青年は自分の服の裾すそを摑つかむリティーヤの手をぎゅっと握にぎり込んだ。顔に浮かぶのは穏おだやかで優しげな笑み。

「わかりました。大丈夫、僕に任せてください。ウサギさんには指一本触ふれさせません」

「──え？」

　リティーヤの表情の変化を見て、青年の頰ほおがぴくりと動いた。

　穏やかな、優しげな笑みは変わらない。髪の色も、顔の造りも。

　ただ、瞳ひとみの色が──

　青と、黒に。

　目だけを元に戻し、男は言った。

「どうもワタクシは少しお喋しやべりなようですねェ」

「…………っ！」

　耳元に蘇よみがえるのはバドの言葉。




『それが実は誰だれかのかけた魔ま術じゆつによる幻まぼろしで、赤の他人がお兄さんのように見えただけかもしれない。君の記き憶おくを魔術でさぐればお兄さんの姿もわかる。そこから何年後かのお兄さんの姿を作り出し、誰か他人か、あるいは自分に被せたのかもしれない。できないことではないのだよ』




「いやっ……！」

　リティーヤは男の手を振り払はらい、駆かけ出した。




　もうどこに逃げたらいいのかわからなかった。

　ヤムセもいない。バドもテヨルもいない。ゼストガは偽にせ者ものだった。

　異国の、見知らぬ土地で、頼たよりになる者はいない。

　鳴り響ひびく弦げん楽がつ器きと、ご婦人方の笑い声と、ステップを踏ふむ規則正しい音と、翻ひるがえる華はなやかな衣ころも。磨みがき抜ぬかれた床ゆかはぴかぴかと光り、きゅっきゅとよく滑すべる。

　リティーヤはその中を走り抜けた。まるで木立をかわすように紳しん士し淑しゆく女じよをかわし、一つのダンスのように床の上を滑った。ステップを踏むように軽かろやかに、しかし恐きよう慌こうにかられて。

　その目に一枚の扉が飛び込んできた。

　それは質素な扉で、表には赤い旗のようなものがかかっていた。

　白抜きの二重円。

　その向こうに、兄がいる──それももしかしたらゼストガに化けたように兄に化けた別人かも知れない。

　その向こうに、ヤムセがいる──いや、そう教えてくれたのはゼストガに化けた男だ。あの男の言葉を信じるのか？

　わからないながらも他ほかに逃げ込む場所もなく、振ふり返ればゼストガの顔をした、しかし瞳の色だけは違う男の手が迫せまっている。

　だからリティーヤは、扉の向こうに逃げ込んだ。
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　舞踏会は夜半を過ぎてなお賑にぎわいを増しつつあった。馬車がぞくぞくと詰つめかけ、人を吐はき出していく。夜会服の男女が比ひ較かく的てき多かったが、中には礼装した軍人や揃そろいのローブを身に纏まとった者たちもいた。

　ゼストガは平服姿だ。

「礼服持ってくればよかったですね……」

　踊おどる男女を横目に壁かべ際ぎわのめだたないところを歩き、ぶつぶつと呟く。位階を持たない学生と違って、正魔術師であり《学園》から金銭による報ほう酬しゆうを得ている彼は、必ずしも支給品に縛しばられない。が、支給品のコートは何かと便利なので──一目で所属をわかってもらえて多少のごり押しができるとか威い圧あつ感があるとか──所属を隠かくしたい時以外はそちらを着る。

　今回は入り口でごり押ししなければならないのとそもそも夜会服を借りている時間がなかったのと礼服など持ってきていなかったのとで、支給品のコート姿だ。おかげで入り口は突とつ破ぱできたし案内役もつけてもらえたが、ゼストガとしてはたいそう不満だった。やはり舞踏会はきちんとした恰かつ好こうで臨のぞまなければ女性陣じんに申し訳が立たない。

「……こちらは初めてで？」

　声をかけてきたのは、玄げん関かんホールで案内を買って出てくれた《蛇の目連隊》の男だ。赤い軍服が鮮あざやかで、ゼストガは目をすがめて答える。

「ええ。若い女性が少なくて哀かなしい限りです。その割にはずいぶん視線を感じますが」

「ああ……こちらにいらっしゃるのは魔術師の方が大半ですから。『今回の《学園》はどんな人間を送り込んできたのか』と興味を持たれているんでしょう」

「おや。僕の美しさに皆さん釘くぎ付づけなのかと思ってましたが」

「はは。ここは特とく殊しゆな場所ですから」

　男はほとんど楽しげとさえ言える口調で言った。

「けが人も死人も出ます。あちこちの組織の人間が出入りして、様々な密談が行われ、重要な情報が行き交います。うち主しゆ催さいの舞踏会は七年ぶりになりますが、今回もそれは変わりません」

「血なまぐさくて結構なところですね。下手に女性にちょっかいかけると後が怖こわそうですが」

「ええ、どこの組織の方かもわかりませんからね。特に、表──つまりこの広間では戦いは御ご法度はつとです。挑ちよう発はつされても攻こう撃げき魔術を使ったり銃じゆうを抜いたりしないよう気を付けてください。そういう事態が生じた場合は争いが拡大する前に即そく座ざにこちらで対処させていただきます」

「僕がそんなに粗そ暴ぼうな人間に見えますか？」

「皆さんにご説明することを申し上げたまでですよ──おっと、あちらにいらっしゃいましたね」

　男は目当ての人物を見付け、そばに寄って声をかけた。

「ヤムセ殿どの」

　案内の男はヤムセとゼストガを引き合わせると、軽く会え釈しやくして持ち場へ戻って行った。

「どうしたんだゼストガ」

　ヤムセは男が離はなれていくのを待ってからゼストガに訊きいた。魔導書調査委員会がここに来るなど予定にはなかったことだ。

「ここではちょっと……脳みそがおがくずなあの人は？」

「……リティーヤのことなら捜そう索さく中だ」

「捜索中？　まさかさらわれたんですか!?」

　ゼストガの言葉に、ヤムセの表情がぴくりと動く。案内の男はすでに声の届かないところまで離れていたが、ヤムセはゼストガの腕うでを摑んで壁際に引っ張っていき、声を潜ひそめた。

「さらわれたというのはどういうことだ」

「……実はうちの委員会から逃げた魔術師がいまして」

　ゼストガは手元の鞄かばんから書類の入った封ふう筒とうを出し、それをヤムセに渡わたした。

「そいつが今朝までいた宿に行ったんです。そうしたら、部屋にこれが……」

　受け取った封筒から書類を取り出し、ヤムセは訝いぶかしげな顔で呟つぶやいた。

「……帳ちよう簿ぼか？」

「え？」

「魔導書調査委員会のか。なんだこれは。妙みような書き方をしているな。この支出覧の」

「間ま違ちがえました。こっちですこっち」

　ゼストガは素す早ばやくヤムセの手から帳簿を奪うばい、もう一つの封筒を渡した。

「どうぞ」

「……ゼストガ、思うに今のは裏帳簿……」

　ゼストガは穏やかな笑顔で言った。

「世の中には知らなくていいことがあるって、ヤムセさんなら勿もち論ろんご存じですよね？」

「…………」

　ヤムセは突つきつけられた封筒を受け取り、不承不承、その中身を出した。

　一枚目を見た途と端たん、彼の顔から不服そうな色が消えた。

　二枚目をめくるまでもなかった。

　ヤムセは顔を上げてゼストガに確認した。

「これが逃げた魔術師の所持品の中にあったんだな？」

「ええ。そしてその魔術師にはユローナに情報を流していたという疑いがかかってまして。で、リティーヤさんはどこですか？　最後に姿を見たのはいつですか？」
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「三十分前だ」

　ヤムセは手元の書類を忌いま々いましげに見下ろして言った。

　逃とう亡ぼうした魔ま術じゆつ師しが持っていたというそれは、一言で言えばリティーヤに関する身の上調査書だった。何から何まで調べ上げている──家族構成、《学園》に来るまでの略歴、今の環かん境きよう、興味の対象、指導教官は誰だれで友人は誰でそれぞれどんな人物か。

　ありとあらゆるデータが、載のっていた。

　そして、そのデータを持っていたのは、ユローナに関わる魔術師だ。

　となれば結論は一つしかない。

「リティーヤさんが、狙ねらわれています」

「わかっている」

　ヤムセはゼストガを睨にらみつけ──ゼストガの背後に立つ人物に目を止めた。

　ゼストガもヤムセの視線を追って振ふり向き、その人物を見やった。

　それは可か愛わいらしいドレスの女性だった。ゼストガの知らぬ相手だ。いや、記き憶おくにないだけという可能性もあるが、こと女性に関しては記憶力に自信があるので、ゼストガは相手が見知らぬ相手だと断定した。

「何かご用ですか、お嬢じようさん？」

　彼女は自分がぶしつけにじろじろ見ていたことに気づき、ポッと顔を赤らめた。

「ごめんなさい。礼服姿も素敵だったのですけれど、コート姿もお美しくて……」

「礼服……？」

　ヤムセが二人の間に割って入った。

「この男が礼装しているところを見たのですね？」

「ええ。金髪の、お若い女性と一いつ緒しよにいらっしゃいましたわ。ねえ、そうですわよね？」

　その言葉にヤムセとゼストガは顔を見合わせた。

「僕……礼服持ってきてませんよ」

「ご婦人」

　ヤムセはゼストガとヤムセを見上げてぽうと頰ほおを染めている女性の手を取り、その顔を覗のぞき込んだ。

「その金髪の女性というのは、どちらへ？」

　間近でヤムセの顔を見上げ、女性はますます頰を染め、目を潤うるませた。

　彼女はうっとりとしたようすで広間の奥を指した。

　赤い旗のかかった扉とびらを。
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　そこは暗く、幼い頃ころ探検した隧ずい道どうのように湿しめっていた。

　足音ばかりが響ひびくのも、よく似ていた。

　最初は普ふ通つうの回かい廊ろうだったものの、ある程度進むと突とつ然ぜん壁かべにつけられた燭しよく台だいの間かん隔かくが広くなり、壁紙の貼はられていた壁や絨じゆう毯たんの敷しかれていた床ゆかは、荒あら々あらしく削けずり出された地じ肌はだを木材で補強したものになった。まるで地下坑こう道どう──いや、実際それは緩ゆるやかに下り、地の底まで到とう達たつしようというように延々と続いていた。

　ひんやりする壁に手を当てながら、リティーヤは慎しん重ちように歩いた。時々後ろを振り返るが、あの男がついてきたようすはない。ここに留とどまっていようかとも思ったが、誰かに見とがめられて外に出されたら大変だ。ヤムセか、兄か、誰でもいいから知り合いと合流しなければ。

　リティーヤは逸はやる気持ちを抑おさえ、ゆっくりと前に進んだ。

　道は螺ら旋せんを描えがき、下へ、下へと延びていった。どこまで行くのだろう。どこまで落ちるのだろう──恐きよう怖ふで足が竦すくみそうになるのを、知り合いを見付けなければ、という思いと、こんな時でも顔を覗かせる好こう奇き心しんで押さえ込む。

　──そして、やがて。

　先の方から、人の声が聞こえてきた。

　辿たどり着いたそこには両開きの扉があって、声はその向こうから聞こえた。

　リティーヤは震ふるえる手を取っ手にかけ、その扉をゆっくりと押し開けた。




　二枚目の扉の向こうには、広大な空間が広がっていた。

　そこは外がい縁えん部から中心部へ向けて階段状に低くなるすり鉢ばち型の部屋で、リティーヤが今いるのはその部屋のおそらくは最も外側、楕だ円えん形の底部を遥はるかに見下ろす壁際の通路だった。壁に等間隔で灯あかりが灯ともされているが、全体的に薄うす暗い。天てん井じようが高く、照明が暗いせいもあって、見上げると重い闇やみがのし掛かかってくるように感じられた。

　その闇の下に、舞踏会とはまた違う雰ふん囲い気きの男女が集つどっている。

　軍服を着ている者、夜会服のままの者、ドレスの婦人。様々な人間がいたが、それは舞踏会と同じだ。違うのは、皆みなどこか殺さつ伐ばつとしているところだ。ある者は黙だまって腕うでを組み、ある者は野次を飛ばし、ある者は隣となりの人間とひそひそ話し合っていた。百人は超こえるだろう。

　人々は皆同じ方向を向いている。

　部屋の中央──すり鉢の底にあたる方向だ。

　リティーヤもそちらを見た。

　部屋の中央は手が加えられ、他ほかより一段高い壇だんになっている。壇の四よ隅すみに四本の支柱が立てられ、ロープが張られているのが見える。ロープの中には二人の人間がいて、向かい合っているようだ。

　その時突然、どん、という音が聞こえ、同時にロープの中の人間が一いつ瞬しゆん見えなくなった。動いたのだろう──いや、倒たおれたのか？　リティーヤのいるところからでは遠すぎてはっきりとはわからない。

　今度は悲鳴が聞こえ、周りの大人たちがわあっと声を上げた。

　……壇上で血しぶきが飛んだように見えたのは気のせいか？

「え、ええと、道間違っちゃった……？」

　分ぶん岐き点がなかったかと思い返してみるが、通路は一本道。

　ということは、これがヤムセらの言っていた『式典』なのだろうか？

「た、退路確保……」

　たとえこの扉の向こうにあの青と黒の目の男がいるとしても、ここよりは安全かもしれない……リティーヤは後あと退ずさりし、後ろ手で取っ手を回してみた。

　回らない。

「……いっ!?」

　慌あわてて向き直り、もう一度取っ手を回す。回らない。扉に片足をかけ、全身で開けようと取っ手を引っ張るが、質素なくせに頑がん丈じような扉はびくともしない。

　と思われていたものが、いきなり内側に向かって開いた。

　通路側から誰か入ってきたのだ。

「え？　リティーヤ？」

　扉を開けて現れたのは、イルザークだった。

「ああっ、閉めないでー！」

　叫さけびも空むなしく、イルザークは扉を閉めてしまった。リティーヤは閉められた扉にしがみつくが、やはりどうしても開かない。イルザークはそれを訝いぶかしげな顔で眺ながめている。

「それ、こっちからは開かないよ。入り口専用だから」

「えええーっ」

「知らなかったの？　ヤムセは？」

「先生は……」

　問われて、途と端たんに色々なことが思い出されてしまった。自分の暴言、青と黒の目の男に襲おそわれたこと、ゼストガまでそいつが化けた偽にせ者ものだったこと──偽者。

　リティーヤはハッとして後退った。

「あ、あの、いきなり目の色変わったりしませんよね？」

　リティーヤの台詞せりふと、おびえたような目に、何か勘かんづくところがあったのだろう、イルザークは真面目まじめな顔で確認してきた。

「……目の色変えて君に襲いかかるのかい？」

「そうです、さっき襲われて！」

　イルザークはリティーヤの腕をそっと摑つかんで言った。

「大だい丈じよう夫ぶだ。そんなことしない……何かあったな？」

「ええ、あったんです！　もう命からがら逃にげて来て……」

「可哀かわい想そうに……ええと、ケガは？」

「あ、ないですが……って、なんでイルザークさんそんなに言いにくそうなんですか？」

「いや、君が答えづらいかと思ったんだが。ああ、女性を呼んだ方がいいね、君の先せん輩ぱいのテヨルさんて方がいいかな、それとも先輩たちに知られたくないとかいうのであれば……」

「……ちょっと待ってください、何か勘違いしてません？」

「だから、目の色変えていきなり襲ってきた男がいたんだろう？　君はその男に乱暴されそうになって逃げてきた……違うのかい？」

「……いや、あの、表現は違わないんですが、こう、意味するニュアンスが違うみたいです。若じやつ干かん」

「ニュアンス……？　いや、俺ごときが突つっ込んだ話を聞くわけにもいかないな。よし、一いつ緒しよにテヨルさんたちを捜さがしに行こう。おっと、突っ込んだと言っても下品な意味ではなくて」

「あああああっ、オヤジ臭くさいボケはもういいですから！」

「……意味わかったのか？」

「と……っ、とにかく！　話を聞いてください話を！」

　リティーヤは自分が不ふ審しんな男に襲われそうになったことをざっと話した。ユローナのことは除いて──そこまで話すと長くなるし、込み入ってくる。何より必要以上のことを話してしまうのは、テヨルの警告もあって気が引けた。

　信用していないわけではない。何しろ相手は自分の命の恩人だ。

　だから。

「それで、何か心当たりあるかい？」

　そう言われた時は、胸が痛かった。

「……わかりません」

　ただ、俯うつむいて言った。

　イルザークは何かを察したのか、リティーヤの頭に手を置き、とんとんと叩たたいた。

「いいよ。君が狙ねらわれてるってことだけわかれば十分だ」

　上げた視線の先で、イルザークはリティーヤを励はげますように笑ってくれた。

「要するに、俺は君を守ればいいんだろう？」

「イルザークさん……」

　リティーヤは事情を話せないもどかしさと、それでも守ってくれるという相手への申し訳なさとで、いっぱいいっぱいになる。

「よく俺のところに来てくれたね……と言いたいところだけど、ここは逃げ込むにはちょっと危険すぎるな」

　ヤムセたちもそんなことを言っていた。扉とびらの向こうは危険だと。

　そして、実際リティーヤもそれを肌はだで感じている。ここは何かおかしい。

「ここ、って……どういう場所なんですか？」

「式典会場だよ。武ぶ闘とう会かいが行われてるんだ」

「……舞踏会なのは知ってますが」

　イルザークはははっと笑った。

「今なんか誤解があったみたいだね。踊おどる方じゃなくて、戦う方だよ。石板の所有権を巡めぐって、皆争っているんだ」

「…………え？」

　リティーヤは部屋の中央を見た。相変わらず何が行われているのか見えなかった。

「とにかく、行こう。ここは入り口専用で出られないから、出口まで案内する」

　イルザークに手を引かれ、リティーヤは部屋の壁かべに沿って歩き始めた。




「我々《蛇の目連隊》は《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》〈昼〉の石板の所有者だ」

　イルザークはリティーヤの手を引き、人混みをすり抜ぬけながら説明してくれた。

「《ヘビ》の遺い跡せきを探たん索さく中に見付けたんだ。研究者を雇やとって色々調べていくうちに、それが《グリーンワードの魔導書》の欠片かけらだとわかった」

　時折聞こえる悲鳴にリティーヤはびくりと身を震ふるわせる。

　イルザークは慣れているのか、その騒さわぎを気にも留とめず話し続けた。

「我々の掟おきてに照らし合わせると、拾しゆう得とく物は持ち主がいない場合拾った者に所有権が発生する──ただし、後になって我こそは所有者なりという者が現れ、なおかつ所有権を示す証しよう拠こがなかった場合、決けつ闘とうが行われ、戦って勝った者に所有権は移る」

　リティーヤは周囲に気を取られて危あやうく聞き逃のがしそうになったが、辛かろうじて耳はイルザークの言葉を捉とらえていた。

「……戦って、勝った者に、所有権は移る？」

「そうだ。決闘と勝利こそが我々の掟の根こん幹かんをなすものさ」

「そんな無茶な！　だってそれじゃあ力ずくで奪うばうのと変わらないじゃないですか」

「違うよ。決闘は神聖なものだ──我々にとって、特別の意味があるんだ。決闘と勝利によって、勝利者の正当性が認められる。決闘において、勝つのは常に正当な者のみだと考えられているのさ」

「な、なんつう野や蛮ばんな……」

「野蛮ね」

　イルザークは口元に野や卑ひな笑えみを浮うかべた。

「野蛮かもな、君らから見たら。我々の古い法では裁判においてどちらが正当かはっきりした証拠がない場合、それは決闘によって決せられた。勝った者がすなわち正義、ってね」

「…………申し訳ないですけどこの国に生まれてなくて良かったと思います」

「はは。大丈夫さ。この国も今では立派な法治国家。そんな裁判は認められない。未いまだに古い掟にしがみついているのは、時代に取り残された《蛇の目我連隊々》くらいだな」

　自分の組織のことなのに、イルザークは快活に笑ってみせた。

「で、それがどうやってこの『式典』に繫つながるんです？」

「つまり、後になってから、たくさんの自じ称しよう所有者が名乗り出たってことさ」

「…………は？」

「うちが石板を持ってるよって公表したら、あちこちの魔術師組織がそれは本来うちのものだ、寄こせ、って言ってきたんだ。中にはどっかの国の政府とかも混じってた。どこも同じ──かの魔導書の所有権は当方にあり、返へん還かんを希望うんぬん。彼らは誰だれもが石板を自分のものにしたいと思っていたが、誰もそんな証拠は持っていない。そこで、我々は我々のやり方で決着をつけさせてもらうことにした」

　イルザークは面おも白しろがるように、しかし半ば呆あきれたように笑い、周囲を手で指し示した──その数多あまたの男女を、喧けん噪そうを、闇の下のぼんやりとした灯火を。

「つまり、決闘で」

　リティーヤはただ口を間抜けに開けて聞いていた──間抜けだとかなんだとかはどうでもいい、何しろ目の前で繰くり広げられている光景こそまさに凄すさまじい規模で間抜けなものだったのだから。

「前の所有者が死んだら新しい所有者を決めるために決闘しなくちゃいけないんだけど、《連隊》の中で継けい承しよう者決めちゃうと正当性が薄らぐっていうんで、うちから招待状送ってあちこちの組織から集めて、舞踏会兼けん武闘会を開いてるんだ。ほら、正当とかそういうの、うちうるさいから。で、勝ち抜き形式で最後に立ってたやつに所有権が移る。舞踏会と見せ掛かけて武闘会ってちょっとおしゃれな感じしないか？」

「イルザークさんて恰かつ好こ良いのにオヤジなところが玉に瑕きずですね。えっと、それで今も《蛇の目連隊》に所有権があるんですよね？」

「《連隊》っていうか、《連隊》の誰かに、って形だけど。はは、毎年最後は《連隊》の人間同士で殴なぐり合いだよ」

　イルザークはこともなげに言った。




『あたしたちはやつらには勝てない。いいや、どんな魔術師だってそうさ。どこの魔術師組織もやつらを敵に回すことだけは慎しん重ちように避さけてる』




　リティーヤはテヨルの説明を思い出す。

　そう、《蛇の目連隊》は最強だ──彼女があそこまで言うからにはそうなのだろうと思っていたが、こんな現実を目の前につきつけられるとは。

　二百年近い年月、彼らは前の所有者が死ぬたびに行われてきた決闘を、武闘会を、勝ち抜いてきたのだ。

　まさしく最強。魔術師にとっては最悪の存在だ。

　そんな彼らが欠片を持っているとは──

「魔術師にとっては、つくづく不運ですね……」

「かもな。ま、俺たちは前時代の亡ぼう霊れいみたいなもんさ。とっくの昔に《ヘビの一族》は死んで戦う相手もいないってのに、今でも人類の楯たてのつもりでいるんだ。ぽっと出の魔術師たちに人類の未来を任せて引退ってわけにはいかないらしい」

　イルザークはそう言って、からからと笑った。
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　闘技場を迂う回かいし、壁に沿って出口に向かった。

　自分に合わせて少しゆっくり目に歩いてくれるイルザークと並んで、リティーヤは薄うす暗い会場の喧噪の中を歩く。

「あ。そうだ、そっちの手血止まったか？」

　イルザークが何のことを言っているのかわからなくて、リティーヤは一いつ瞬しゆんぼけっとした。

　繫いでいるのと反対の手を指されて、思い出す。

　そちらの手は、あのシロユメハナクイに嚙かまれてイルザークのハンカチを当てていたのだ。

「ああ！　すっかり忘れてました。もう大だい丈じよう夫ぶです」

「ちょっと見てみるか」

　言われるままに立ち止まり、手を差し出す。きつく縛しばったハンカチをほどくと、まだ生々しい血がこぼれ落ちた。

「……まだだったね」

「さっき、逃にげる時ちょっと暴れたからだと思います。ずっと押さえてたんで血は止まったと思ったんですけど……」

　イルザークは元のようにハンカチを巻き、ケガをしていない方の手を引いてまた歩き出した。

　手を引かれて歩くなんて子ども時代以来じゃないだろうかと思いつつ、リティーヤはイルザークに任せてゆっくりと歩いた。

「あ、そうだ。シロユメハナクイに名前つけてほしいって言ってましたよね」

「うん。何かいいの思いついた？」

　リティーヤはにっこり笑って言った。

「『十三番目の殺デス戮トロ者イヤー』」

「………………う、うーん。訊ききたいことは色々あるけど、十三番目って何のことかな？」

「十三というのは魔術的に一番不安定で縁えん起ぎの悪い数字です。月の十三日目に死んだ者はその後十三年間地上を流離さすらい孤こ独どくにさいなまれると言われています。あのハナクイが全体的に負のオーラ発しまくりだったから十三って数字使ってみただけで他意はないですよ」

「……シロユメハナクイなんだし『シロちゃん』とか『ユメちゃん』とか可か愛わいらしいところでいいんじゃないかな……？」

「シロちゃんだのユメちゃんだのいう生やさしい名前じゃあの子の獰どう猛もうさは伝わりません」

「……ねえ、君やっぱり怒おこってる？　怒ってるよね、嚙まれて血ぶしゃーって出たの」

「いえいえいえ。気のせいですよ気のせい。んー、じゃあ『デイロックの悪夢☆血みどろ人喰マンイい鬼ーター』辺りかな？」

「…………ごめんね、うん、痛かったよね、ゴメンね」

　リティーヤはしょんぼりと肩かたを落とした。

「ダメですか？　ごめんなさい、力になれなくて……」

「君が落ち込むことないよ……っていうかもしかしてわざとじゃなかったの？」

「わざとってなんのことですか？　あの、もうちょっと時間もらえます？　職人としてここで引き下がるわけにはいかない気がするんです」

「しょ、職人？　えっと、極ごく悪あく名付け職人？」

「お願いします、あっと驚おどろくような素す晴ばらしい名前つけますから！」

「そ、そうか。うん、まあ、気の済むようにしてくれたらいいよ」

　イルザークは何故なぜかたじろぎつつ言った。

　その時、行く手に扉とびらが見えてきた。

　それは入り口同様、小さな木の扉だった。手前に赤い軍服の男性が二人立っている。入り口とは部屋中央の壇だんを挟はさんで向かい合うようだった。

「あれだ。今手続きしてくるから、ちょっとここにいてくれ」

「はい。あの、ありがとうございます。何から何まで。あの、《学園》に戻もどったらハンカチ洗って、送り返したいんですが」

「ああ……それは無理だな。俺もうすぐここ出るから」

「え」

　さらりと言われた言葉に、思いの外ほか動どう揺ようしてしまった。

「俺、《蛇の目連隊》辞やめるんだ」

「辞め……？　えっと、でもどうして？」

「どうして、って言われると難しいけど。知り合いのつてで、西の方にちょっとね」

「……それ、先生は……？」

「うん」

　イルザークは「うん」としか言わなかった。ヤムセは知っているのか、いないのか。知らせていないのだろうか、とちらりと思った。

「言わなくて……いいんですか？」

「いやあ、俺あいつが出ていく時に色々言っちゃったからなあ、今いま更さら面と向かって言えんわ」

　やはり言ってないのだ。

「……イルザークさんは」

「うん？」

「ヤムセ先生とは長いんですよね」

　イルザークは懐なつかしそうにくしゃりと目を細めた。

「そうだね。長いというか、昔からの付き合いではあるかな。あいつが《学園》に戻ってからはずっと会ってなかったけど」

「戻ってから……？」

「ああ、知らなかったんだね。あいつ、途と中ちゆうで一回こっち戻ってるんだよ」

　通常《学園》の魔ま術じゆつ師しは里帰りというものをしない。彼らは《学園》に入る前に故郷も姓せいも捨てている。帰るべき家を捨て、《学園》で生きるよう誓ちかいを新たにしているのだ。

　それなのに、師は途中で故郷に戻ったというのか？

「……どうしてですか？」

「うん……なんでも、指導についてもらっていた先生が、《学園》と一ひと悶もん着ちやくあったみたいでね」

「指導教官……」

　ヤムセの師はリティーヤの知る限り二人いる。ヴォルドとユローナだ。

　ヴォルドは今は引退して牧場をやっていて、ユローナは《学園》を離り反はんして二月前に捕とらえられた。《学園》と一悶着あったと言えば、ユローナの方だろう。

「あいつ、その頃ころほんの少しだけ《連隊》に所属してたんだ。って俺が引っ張ってきて無理矢理入れさせたみたいなもんなんだけど。一いつ緒しよによく訓練した。あいつも《連隊》にはなかなか馴な染じまなかったけど、セリネ様がうまく取り持ってくれてて」

　イルザークは照れくさそうで、しかしどこか寂さびしそうだった。

「あいつとつるむなんてガキの頃以来だったからさ、それこそガキみたいなバカ毎日やって、セリネ様に怒られた。楽しかったよ。その次の年もそのまた次も永遠に続くんだと思ってた。でもそれが当たり前だったのはごく短い時間だけで……虹にじが空から消えるみたいにあっさり消えて、全部終わった」

「虹、みたいに……」

「虹みたいにきらきらしてたけど、虹みたいにあっけなかった」

　イルザークは冗じよう談だんでも言ったように、軽く肩を竦すくめてみせた。

　リティーヤはぼんやり考える。

　イルザークは、ヤムセがもう一度《学園》に戻った時、どう思ったのだろう。

　置いていかれたと──ヤムセが自分たちを裏切ったとは、思わなかったのだろうか？

　大事な人が、自分や、他のものすべてを置いてどこかに行ってしまう。

　すべてを捨てるほどの何があるのかと、そう思いはしなかったのだろうか？

　自分はどう思うだろう。

　ヤムセがいきなりこの《蛇の目連隊》に戻ると言い、実際にそうしたら？

　驚いて、寂しく思うだろう。その程度にはもう親しんでいる。

　それからたぶん、何故《学園》を捨てたのかと不思議に思う。

　その理由に納なつ得とくできたら、仕方ないと思って、その理由に納得できなかったら、少しは怒るだろう。何しろ《学園》と《蛇の目連隊》は味方同士ではない。ひょっとしたら敵に回るかもしれない間あいだ柄がらだ。

　だが、リティーヤはヤムセの幼馴染みではなく、たった二ヶ月前に出会った教え子だ。

　イルザークとリティーヤとでは、ヤムセと接してきた年月が違ちがいすぎる。

　彼らが知り合って何年と言っていたか──二十年？　そんなことを言っていた気がする。

　二十年。

　リティーヤは、生まれてすらいない。

「つまんないよな、こんな話」

「……そんなこと、ないです」

　リティーヤはもごもごと言って、視線を逸そらした。

　ずっと引いてくれていたイルザークの手は、固く、温かかった。

　彼はその手を離はなし、

「じゃ、ちょっとここで待っててね」

　背を向けて扉を守る兵士の方へ近付いていった。




　ぽつんと残され──と言っても、十歩程度の距きよ離りだが──リティーヤはイルザークの背中を見つめる。

　彼は何か手続き上の話をしているらしく、一度兵士たちに向かってリティーヤの方を指さした。兵士たちから見られていることに気付いて、リティーヤは自分が髪かみもドレスもかなり乱してしまっていることにやっと気付いた。ドレスはあちこち引っかけてるし、髪だって下ろしたままだ。

「……まあ、あたしらしいって言えばらしいか」

　ぽつりと呟つぶやく。綺き麗れいなドレスに少しワクワクしたのは事実だが、その夢は着付けの時に打ち砕くだかれた。ドレスを着ているというか、ドレスに着せられているような感じで、何度鏡を見てもどうしてもしっくりこないのだ。初めてなのだから仕方ないのかもしれないが。

「もう何年か経たったら、結構良い感じになるかもしれないけど」

　その頃にはイルザークはここにはいない──そのことに気付いて少し寂しくなる。

「──さんっ」

　ずいぶん若い声が聞こえてきた。手に巻き付けられたハンカチを見つめていたリティーヤは、顔を上げた。

　だが、壁かべ際ぎわにいるリティーヤに見えるのは囁ささやき合う男女や、決けつ闘とう場のある会場中央を見つめる人の群ればかりだ。すり鉢ばち状の構造は会場のどこにいても底部の決闘場が見えるよう配はい慮りよされたもののようだが、この人の群れから声の主を見付けるのは難しそうだった。

「お姉さん！」

　もう一度聞こえた。なんとなく聞き覚えがあるような気がする。

　リティーヤは背せ伸のびして、つま先立ちになった。

「おねーさーん！　こっちこっち！」

　そうだ、確かに聞き覚えがある──あれだ、今日舞ぶ踏とう会かいの会場で金属片へんを拾ってくれた女の子の声だ。きんと高くて、鼻にかかっている。

　周囲を見回せばちょうど良く壁際に椅い子すが幾いくつか置いてあった。その一つを持ってきて、上に乗って見る。これでずいぶん視界が広がった。

　その時突とつ然ぜん。

　うおおおおおおおおおおおおおおおお、と会場に割れんばかりの喚かん声せいが轟とどろいた。

「え？　ええええ？」

　何事かと思わず椅子の上に座り込みそうになる。と、そこへさらに。

「強い！　強い怪かい物ぶつ！　まさにぃ無敵ぃいいいい！　北の王者・イグドロスすら敵ではなぁあい！　その身体からだには西方戦闘民族の血が脈々と流れているぞおおお!!」

　何やら絶ぜつ叫きようが聞こえた。部屋中央の方からだ。この喚声をついて聞こえてくるのだから、魔術で拡声しているのだろう。見下ろすと、壇だんのそばに机と椅子が置いてあって、誰だれかそこに腰こし掛かけているようだ。

　声がまた聞こえてきた。

「解説のロングフェロウさん、どうだったんでしょうね今の試合」

「そうですね、勝負が決したのはイグドロスの《胡こ蝶ちようの蹴けり》をデルロゾがうまくカウンターに持っていったところだと思うのですが。イグドロスは前半でもっと動いてデルロゾの魔力を消しよう耗もうさせるべきでしたね、長期戦になれば……」

　うんたらかんたら。

　その話が一段落ついたところで、最初の絶叫男──実じつ況きようか？──がまた叫さけんだ。

「さあああああ、この化け物を打ち倒たおす次の対戦者は誰だあっ!?」

　リティーヤは当初の目的を思い出し、声に構わず周囲を見回した。

　様々な種類の人間がいた。囁き交かわす長身瘦そう軀くの男たち、眼光鋭するどいドレスの婦人、ヒゲを長く伸ばした筋肉隆りゆう々りゆうの老人、子どもを肩車した男性、準備体操を始める若者……

「ん？」

　リティーヤは視線を戻して、少し下の方で子どもを肩車している男性を──というか男性に肩車されている子どもをもう一度見た。

　あれだ。

「お姉さん！」

　こちらに身をひねって両手を振ふる彼女に、リティーヤは手を挙げて答えた。

「おーい！」

「おおっと手が挙がったぁっ！　なーんとこれはうら若き少女ではないか!!」

　その瞬しゆん間かん、会場にいた人間全員が、同じ方向を見た。

　椅子の上に立ち、手を挙げるリティーヤを。

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおっ、と会場中が色めき立つ。

　リティーヤは一瞬きょとんとして、それからおずおずと自分の右手を見た。

　確かに、それは頭上高く挙がっていた。
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「今白銀の衣ころもに身を包んだ少女が凄せい惨さんな戦いの場に降り立ったぁあああ！　その姿はまるで泥どろに捕とらわれた一羽の小鳥！　果たして少女はその汚けがれなき翼つばさをもがれてしまうのかああああ!?」

　絶叫男の絶叫はそのボルテージを着々と上げつつあった。

　リティーヤはあれよあれよという間に壇上──武闘会の決闘場に上げられてしまった。

「あ……あれ？」

　屈くつ強きような男たちの手に引っ張られ、押され、我に返ったのは決闘場に上がってからだ。

　決闘場。

　四角いロープの内側。

　魔ま術じゆつ師したちが、戦士たちが、石板の欠片かけらを巡めぐって争う場。

「はい、お名にや前まえと所しよ属じよくをどうじょ」

　気が付くと足あし下もとに腰を曲げた老女がいて、あまり見えなそうな目をしょぼしょぼさせてリティーヤを見上げていた。

「リティーヤ、《学アカ園デミー》の者です……」

　答えると、老女は手元のメモに何事か書き付け、その小さな身体からは信じられない大声を張り上げた。

「《学園》！」

　それを受けて、決闘場脇わきのテーブルにいた絶叫男がまたがなりたてる。

「なんと彼女の所属は《学園》！　《学園》がこの武闘会に送り込んだ若き刺し客かく、ただの小鳥のはずがない！　これはやってくれるかもしれないぞおおおおおお！」

　うおおおおおおおおおおおおおおおおおお、とまた会場中が揺ゆれた。

　リティーヤは割れんばかりの喚声を一身に受け、呆ぼう然ぜんと呟いた。

「こ……これまでの人生である意味最大級にもててるみたいだけど全然嬉うれしくない……」

　というかヤバイ。

　目の前にいる男はにたあありと気味の悪い笑いを浮うかべている。小こ柄がらな瘦やせた男で、枯かれ葉色のローブに頭からつま先まで包み込んでいる。

「リティーヤ！」

　叫んでロープのすぐ外に駆かけつけてくれたのはイルザークだ。彼は啞あ然ぜんとしたというか、愕がく然ぜんとしたというか……とにかくひどく驚おどろき、動どう揺ようしているようだった。

　リティーヤはイルザークのそばのロープにしがみつき、膝ひざをついた。決闘場の中と外では段差があるから、そうやって身をかがめてちょうどイルザークと視線が合うくらいだ。

「き、君って子は……」

「ああああっ、違います！　挑ちよう戦せんするつもりじゃなかったんです、ただ向こうに知り合いがいてつい手を」

　リティーヤは先さき程ほど少女を見付けた方を指すが、そこにはもはや見知らぬ軍服姿の男たちが群れているだけだ。

「い、いない……」

「とにかく今すぐ辞退するんだ！」

「そんにゃことはできましぇぬよ」

　もごもごと、リティーヤの傍かたわらで老女が言った。

「辞退など、できましぇぬ。あなたも《連隊》の方にゃら、ご承知のはず」

「ならば代理として俺が──」

「おいおい、待ってくれ」

　そう言ってせせら笑うのは、対戦相手の男だ。

「《蛇の目連隊》の方とお見受けするが、そんなことは認められない。挑戦を受けたのは俺で、挑戦したのはそこの娘むすめだ。それを曲げることは《連隊》の掟おきてにも反するのではないかな？」

「──く」

　苛いらついたようすで舌打ちしたイルザークの手が、腰のサーベルに伸びた。

　だが、リティーヤがロープから手を伸ばし、イルザークの手を押さえた。

「リティーヤ？」

「い、今行くからちょっと待ってなさい！」

「おい！」

　小男は面おも白しろそうに鼻で笑い、リティーヤの顔をまじまじと見つめた。

「そこの御ご仁じんより責任の取り方というものを知っているようだな。いいだろう、待っててやる。別れの挨あい拶さつくらい済ませて来い、《学園》の」

「リティーヤ……！」

「い、言わないでくださいっ、あたしだってヤバイってわかってます！」

　リティーヤは自分の頭を抱かかえてぶんぶんと首を振った。

「リティーヤ、今からでもいいから……」

「けど、仕方ないじゃないですか!!　あたしが……ポカやったんだもん。イルザークさん巻き込めません」

　ポカをやった──自分の言葉で、リティーヤは二重に落ち込んだ。

「あああああ……あんだけ《蛇の目連隊》と面めん倒どう起こすなって釘くぎ刺さされてたのに、こんなことにイルザークさん巻き込んだらテヨルさんに殺される……」

「巻き込むとかいう問題じゃないだろう！　俺がついていながら……くそっ！　とにかく、こうなったらできるだけ早く降参しろ。相手の魔術を食らう前にだ。ただ、あんまり開戦すぐだと降参が認められない場合もあるんだが……」

　リティーヤは緊きん張ちようでがくがく震ふるえながら頷うなずいた。

「ま、まあ、そう構えるな。どうしても収まらなかったら俺がなんとかする」

「でででででも、それだとイルザークさんの立場が」

「俺のことは気にするな。君は死なせない」

　イルザークの手がロープ越ごしに伸び、リティーヤの肩かたを摑つかんだ。

「何があっても、それだけは本当だ」

　まっすぐに見つめられ、

　リティーヤは心臓が潰つぶれるかと思った。

「あ、え、と。行きます、ね」

　リティーヤは無理矢理立ち上がり、彼の手を振り払はらった。

　ロープに背を向け対戦相手の方を向いてもまだ背中にイルザークの視線を感じ、どういうわけか耳まで熱くなった。それどころではないのだと、ぷるぷると頭を振って雑念を追い払う。

「準備はいいなあ……？」

　対戦相手に睨にらまれ、もはや背後を振り向けないまま、リティーヤは気合いを入れるために自分で自分の頰ほおを叩たたいた。

「さあああああいよいよ両者相まみえましたぁあああああ！　片かたや可か憐れんな少女、片やあの北の王者を倒した西の怪かい物ぶつデルロゾ、勝利はどちらのものだああああ!?　今、げきとぉおお……」

　実況の絶叫男が語ご尾びを伸ばし、その間にそばに控ひかえていた黒子が小さなベルを鳴らし、かあああああん、という澄すんだ音が響ひびき渡わたり──

「──つ!!」

　──絶叫男の絶叫が終わった。

　小男は腰こしを落とし、息を深く吐はくと、右手を高々と掲かかげた。同時に男の周囲にはちらちらと煌きらめくものが見え始める。大気中に生じた小さな氷の粒つぶが、光を反射して輝かがやいているのだ。

　男はその右手を、一息に振り下ろした。

　嫌いやな予感を覚え、リティーヤはその場から飛び退のく。

　次の瞬しゆん間かん、それまでリティーヤの足が踏ふんでいた決けつ闘とう場の床ゆか──材質は木のようだ──を割って、身長ほどもある氷の柱が突つき出た。ふくらはぎを掠かすった冷たい感かん触しよくに、リティーヤはひっと息を吞のむ。

　そこでまた実況ががなり立てる。

「おおっとこれはいきなりの必殺技ぁあああ！　デルロゾの《氷の右》ぃいいいい！　氷の槍やりでもって肉を切り裂さくとともに全身の血液を凍こおり付かせる殺人魔術ですぅうう！　この戦いもあっけなく幕引きかああ!?」

「ひいっ、もうやだ降さっ……ああっ」

　リティーヤは降参を叫さけぼうとしたが、床をめきめきと破は壊かいして突き出てきた氷の柱に足を取られ、転んで尻しり餅もちをついてしまう。

　小男はにやりと笑った。

「く……さっさと降参して逃にげようって腹だろうが、そうはいかねえぜ……」

「うわあああんっ、意地悪！　冷血漢！」

「ふ、そんなことは知ってるさ」

「ナルシスト！」

「……そ、それがどうした」

「ひがみ屋！　陰いん険けん！　根暗！」

「……いい加減にしろクソガキぃいいいい！」

　男は額に青筋を浮うかべて、再び右手を一ひと振ふりする。地面を貫つらぬき新しい氷の柱が顔を出し、リティーヤはドレスを引っかけながらも再び避よける。

「う、うおあっ」

　リティーヤはあまり可か愛わいらしくない悲鳴を上げ、破れたドレスを押さえた。

　今度は別の興奮で、おおおおおおっ、と観客──のうちの男性陣じん──がどよめく。

　実じつ況きようはやっぱり絶叫する。

「こ、これはなんとぉお！　小鳥さんの白いドレスがっ、ちょぉおおっと破れてしまいましたああ！　いやあ可愛い太ふと腿ももですね解説のロングフェロウさん！」

「うちのかみさんには負けるね」

　拡声器がしょうもない会話を会場中に届ける。

「小鳥さんはデルロゾを挑ちよう発はつしていたようですが、これは何かの作戦でしょうか？」

「いや、たぶん口だけでも勝ちたくてやったんでしょう。後先考えていませんね」

「……えー、まあ何にしろデルロゾを本気にさせてしまいました、小鳥さん、あやうし小鳥さん、僕らの小鳥さん、さあ、果たしてポロリはあるのか!?」

「あってたまるかあああっ！」

　リティーヤは実況の絶叫男にそう怒ど鳴なった。

「そう、そんなものはない」

　対戦相手の言葉にハッと我に返れば、彼は荒あらい息を吐つき、三度右手を掲げたところだった。その周囲の気温が急激に下がり、大気中の水分がぴしりと凍り付く。雪とも違ちがうその煌めきは幻げん想そう的ですらあったが、リティーヤは泣きそうだった。

「待った、タンマ！　こ、降参しま……」

「その前に殺やってやらあ！」

　相手の右手が振り下ろされる。リティーヤはまた避けようとした。今度は右か、左か──

　右に跳とんだリティーヤの足は、しかし何かに滑すべって転んでしまう。

　最前床を突き破って現れた氷の柱が解け、水になって足あし下もとを濡ぬらしていたのだ。

「う、噓うそ！」

　立ち上がろうとした瞬間、足の裏と尻の下に冷たい感触を感じる。

　床を破って氷の柱が現れる──逃げるのは間に合わない。




　どん。




　観客も、実況も、魔ま術じゆつを放ったはずの対戦相手も、リティーヤすらも言葉を失っていた。

　床から生えてきて、リティーヤの身体からだを貫くはずだった氷の柱は、根元から何十本にも枝分かれしてリティーヤの身体を包み込むように広がっていた。分かれた一本一本はちょうどつららくらいの太さだろうか──と言っても当たればケガどころではすまないが、それらはリティーヤの肌はだを掠かすってさえいなかった。

　ただ、大樹がその枝に小鳥を止めるように、リティーヤを受け入れていた。

「……こ、これはどういうことでしょうか。デルロゾ選手の余よ興きよう……でしょうか？　それとも小鳥さんが巧たくみに〈夜〉魔術を使って難を逃のがれたのでしょうか……？」

　実況の言葉にも戸と惑まどいが見えた。

　唯ゆい一いつ冷静で的確な判断を下したのは、その隣となりに座る人物だった。

「あれはデルロゾの魔術でも、小鳥さんの魔術でもありませんね」

「お、おおっと解説のロングフェロウさん、いったいそれではこれはどういう事態なのでしょう？　外部からの魔術による支し援えんは不可能なはずですが……」

「以前にも同じ状況を見たことがあります──二〇一年の決勝、〈夜〉魔術の氷使いと、《蛇の目連隊》の若い戦士との試合で」

　リティーヤの身体を支えていた氷の大樹が解けていく。リティーヤはそのつららの間から、なんとか身体を引っ張り出した。デルロゾは真っ青な顔で立ち尽つくしている。

　絶叫男はもはや絶叫どころではないようだった。

「《蛇の目連隊》？　ではこれは《蛇の目連隊》の反魔術……おい、まさか《蛇の目連隊》が手出ししているのか？　本部、どうなってる、確認してくれ！」

「《蛇の目連隊》が一部の組織に肩入れすることはありません。おそらく彼女は手に入れたのでしょう──」

　騒そう然ぜんとする会場の中、ただ解説の男だけが冷静な目でリティーヤを見つめていた。

「《蛇の目連隊》が守る遺産の一つ。あらゆる魔術を無効化する、《侯こう爵しやく夫人の隕いん鉄てつ》を」

　ざわり。

　嫌な種類のざわめきが会場を走った。

　リティーヤはどうすることもできず、ただその場に棒立ちになっていた。
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　魔術を無効化されたとは信じられない対戦相手は、使いうる限りの魔術をリティーヤに叩たたき込んできた。

　だが、どれだけ〈夜〉魔術によって大気中と地中の水分をかき集め、氷の柱を出そうとも、〈流れ〉魔術で大気の流れに干かん渉しようしてかまいたちを作り出そうとも、その魔術がリティーヤを傷つけることはなかった。血液を凍らせる〈夜〉魔術も、心を壊こわす〈夢〉魔術も、身体の動きを封ふうじる〈流れ〉魔術も、リティーヤの肌を撫なでていくばかりだ。

　結局対戦相手は、魔術の使いすぎで勝手に昏こん倒とうした。

　リティーヤは決闘場の中央に座り込み、相手が運び出されるのをぽかんと口を開けて見ていた。

　決闘場はなんらかの魔術が働いているらしく、勝負が決した瞬間、氷の柱は消え、割れた床は木材が集まってきて元通りになった。〈流れ〉魔術によってかまいたちがロープを切り裂いた跡あとも消えた。

　ただ、座り込むリティーヤの頰ほおに、ふくらはぎに、腕うでに、小さな傷を残して。

　観客──であり次の対戦相手候補である者たち──は静かなものだった。解説も言いたいことは言ったのか、沈ちん黙もくを守っていた。

　そんな中、実況だけはなんとか言葉を見付けようとしていた。

「えー……ただいま入った情報によりますと、《蛇の目連隊》は護ご符ふの存在をあらためて否定。しかし騒さわぎを重く見、えー、状況の沈静化のため一隊が動いたとの情報が……あ、来ましたね、今その姿が見えました、《蛇の目連隊》特別部隊到とう着ちやくです！」

　人々の中にざわめきが走る。

　処しよ刑けい部隊だ……皆みな殺ごろし部隊だ、と。

　リティーヤはゆっくりと、ざわめきの源を──背後を振り返った。

　視線の先には、赤い影かげのような兵士の一隊がいた。

「か……可能性その一」

　リティーヤはじっとりと嫌いやな汗あせが身体からにじみ出るのを感じながらも、一人つとめて冷静に──とりあえず気分だけは冷静なつもりで──可能性を列挙していった。

「と、突とつ然ぜんあたしが魔術の通じない身体になってしまいました。うわおすごーい。〈昼〉魔術に続いて特異体質が増えていくわー」

　指を一本立て、あはは、と乾かわいた笑えみを漏もらす。

「可能性その二ー」

　指が二本に増える。

「えーと相手の魔術の不調。あらなんかこれ合ってるかもーうふふー」

　その間にも実況は不ふ穏おんな言葉を吐はいていく。

「《学園》から派遣されてきた方々にも今連れん絡らくを取り、事実確認を急いでおりますが……えー、これは《学園》としては困ったことになりましたね。小鳥さんの処刑で事が済んだとしても、《学園》と《蛇の目連隊》の蜜みつ月げつは終わりを迎むかえる可能性が……」

「だから言ったでしょう、これはいずれかの組織による陰いん謀ぼうと考えられ」

　そこで解説の声は不自然に途と切ぎれた。拡声器が声を拾わなくなったのだ。解説は喋しやべりきってからそれに気付き何か叫さけんだが、ごく近くにいた者にしか聞こえなかった。

　実況はハンカチで額の汗を拭ふいて言った。

「おっとっと、拡声器の故障のようですねー。さて、《蛇の目連隊》特別部隊、今闘とう技ぎ場そばに到着です。さあー、ここはやはり隊長が動くのでしょうか、ああそうですね、特別部隊隊長が今ロープに手を伸のばしました」

　処刑、陰謀、処刑。あははは、はははははーとリティーヤは引きつった笑みを浮うかべ、一ひと際きわ壮そう麗れいな深しん紅くの軍服に身を包んだ男が、張り巡めぐらされたロープを摑つかむのを見た。

　冷静で冷れい酷こくでおよそ慈じ悲ひなど感じられなそうな、四角張った顔。

　鋭するどく光る殺意を持った目を見てしまい、リティーヤの笑みもついに消えた。

「か、可能性その三、あたしが《連隊》の護符とかってやつを持ってる!?　噓うそー！　それはない絶対ない！」

《蛇の目連隊》秘ひ蔵ぞうの護符、《侯爵夫人の隕鉄》。

　実況と解説の話によれば、それは魔ま術じゆつを撥はね返す力を持つという。ちょうど、リティーヤに放たれた相手の魔術が尽ことごとく撥ね返っていったのと同じように。

　しかし、リティーヤはそんなものを持った覚えはない。その名を聞いたのも今が初めてだ。

「おかしいよこれ！　絶対なんか変な──あ？」

　特別部隊の強こわ面もての隊長に無実を訴うつたえようとした時、ロープを摑んだ隊長の頰がぴくりと動く。

　四角張った顔をしかめ、隊長は自分の手首を見下ろした。

　イルザークが、その手首を摑んでいた。

「お──っと、あれは、ああ、あれは小鳥さんに付き添そっていた《連隊》の……お、ひょっとしてイルザークでしょうか？　イルザーク・バリン、ああ、《血ブラ塗ツデられイ・た剣ソード》の現所有者イルザーク・バリンです、小鳥さんに付き添っていたイルザーク・バリンがナップ・リンク隊長の手を摑みました。これはどういうことなんでしょう？　小鳥さんが護符を持っていたこととイルザーク・バリンとの間に何か関係はあるのでしょうか……」

　実況が何やら叫ぶ間も、男はイルザークを睨にらみつけ、イルザークは表情も変えず男の視線を受けていた。

　あくまで軽く、イルザークは口元に笑みすら浮かべて言った。

「やめときなって。相手はまだ子どもだよ。あの子が自分一人の力で護符を手に入れられるわけないだろう？　まずは事情を聞かないと。それに、ここであの子を殺しちゃって事実がわかったとき、《学園》との関係が──」

「貴様がイヌなのは前から知っていたが」

　四角張った顔の男は手首を捻ひねってイルザークの手を振り払はらった。

「《学園》の飼いイヌだとは知らなかった」

　助かった、と思ったのもつかの間、予想外の険悪な雰ふん囲い気きに、リティーヤは唾つばを吞のみ込む。これではイルザークにまで迷めい惑わくがかかる。

「い、イルザークさん、もう……」

「君は黙だまってて」

　イルザークはリティーヤを見もせず、男の目を見み据すえたまま言った。

「あんたの信条は関係ないんだよ。俺の信条もね。問題なのは巻き込まれただけかもしれないこの子を今ここで殺すってのがどういう結果をもたらすかってことだよ」

「護符盗ぬす人びとには死を。貴様は我らの掟おきてを忘れたか？」

「あの子が盗んだとは──」

「護符が盗まれ、それをあの子どもが持っていた。それで十分だ。決闘場の中での死は事故であり、処刑ではない。《学園》もそれで納得する。何しろあの子どもは決闘場に上がり、我らが護符と決闘を汚けがしたのだからな。これ以上場が汚れる前に、我らはあの子どもを始末せねばならん」

　リティーヤの前で、リティーヤには理解できない話が展開されていく。護符、イヌ、護符盗人……盗まれた？　護符は盗まれたのか？

　──まさか。

　心臓を氷の手で摑まれたような感かん触しよく。

　リティーヤは心臓の上を押さえた──そこには確かに、冷たい、硬かたい感触がある。氷の手ではない。そうではなくて。

　二枚の金属片へん。

「う……うぞ……」

　もしもこれが《蛇の目連隊》から盗まれた護符だとしたら？

　イルザークはこれをリティーヤのそばで拾ったと言っていたが、それが本当なら隊員であるイルザークは一目見て護符だとわかったはずだ。それでもなおこれを遺い跡せきのものだろうと言い、リティーヤに見せた──つまり彼はこれが護符だとわかっていて、リティーヤが持つよう仕向けたのだ。リティーヤが興味を示すだろうと予測して。あるいはリティーヤが興味を持ったこと自体この護符の力なのかもしれない。手にしたら手放せなくなるような、そんな力がこの護符にはあるのではないか？

　ならばもしかして、これを盗んだのは──

　リティーヤは信じられない思いで、イルザークを見やった。

　彼は特別部隊の隊長との睨み合いを続けていた。

「ダメだな、あんたと話していてもらちが明かないや。俺が出る。今はあの子を決闘場から降ろすのが先だよ。処分はそれから決めればいい」

　イルザークはロープに手をかけた。

　すると相手はネコの子でも摑むようにイルザークの髪かみの毛を摑み、ロープから離はなして自分の方に引き寄せ、耳元に何事か囁ささやいた。

　おそらくは挑ちよう発はつの言葉を。

　次の瞬しゆん間かん、イルザークは表情をみじんも動かさず、相手の顔面に肘ひじ打ちを食くらわせた。

　おおおおおおおおおおおおおお！

　会場がわく。イルザークの肘が男をのけぞらせる。男はよろめき、イルザークの髪から手を離して距きよ離りを取り、顔を真っ赤に染めて怒ど鳴なった。

「貴様はたわけか！　何を──」

「あの子は関係ない。巻き込まれただけさ」

「イルザーク・バリン！　その証しよう拠こは!!」

　イルザークはちらりとリティーヤを見た。

　視線が合い、しかしリティーヤには彼の意図を理解できない。

　彼の言葉通り、リティーヤは巻き込まれただけだ。

　巻き込んだのは、当のイルザークだ。

　でも、何故なぜ？

　リティーヤは混乱しきって、ただ口を開けてイルザークを見つめていた。今でも彼を信じていた。悪意があってやったわけではないのだと。

　だいたいこんなことをわざわざしても彼には利益がない。リティーヤに護ご符ふを持たせて、何かあった時はどうするのだ？　リティーヤがイルザークから言われたことを喋ってしまえば危機に陥おちいるのは自分なのに。

「なんで……？」

　呟つぶやいてもイルザークは答えない。まっすぐに、強い意志と優やさしさを宿してリティーヤを見つめるだけだ。それまでリティーヤを見つめてきたのと同じ目で。

『君は死なせない』

　そう言ったのと同じ目で。

　その目が、ふと細められた。

　イルザークは息を吐はき、口元を緩ゆるめ、言葉を口にした。

「間に合ったか」

　間に合った？　何が？

　リティーヤは彼の視線が僅わずかに自分からずれていることに気付く。目が合わない。彼が見ているのは、リティーヤではなくてリティーヤの背後の──

　振ふり返ったリティーヤの視線の先、決闘場の上に、イルザークでも特別部隊の隊長でもない、白い礼服に身を包んだ人物が立っていた。

「あ」

　間に合った。その言葉の意味をリティーヤは理解する。

「せ……」

　ざわり、と。

「せんせい……」

　リティーヤの目に涙なみだがにじみ、会場が、期待と興奮を込めてざわめいた。




　実じつ況きようが声を張り上げた。

「お、おおおおおおおおお!?　こ、これはえー、《学園》の白い礼服。男性、黒髪……ひ、一人しかおりません、《学園》から派は遣けんされた人間に、黒髪の男性は一人しかいません！　そうです、間ま違ちがいありません、ヤムセ・ラヴグレイ……いえ、失礼しました、《学園》のヤムセです！」

　会場中が雄お叫たけびを上げた。

　おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！

　何が起こったのかリティーヤはわからず、ただ座り込んだまま師を見上げていた。

　会場中がヤムセの名に反応していることに気付いたのは、彼が目の前に立った時だ。

「あれ？　あれ、えっと先生？　いやでもまだ偽にせ者ものって可能性があるのかな」

　頭ではまだヤムセがあの青と黒の目の男が姿を変えた偽者ではないかと疑っているが、目にはもう涙が溢あふれていた。それでもまだ信じるわけにはいかない──何しろ今リティーヤの持っているものが本当の護符だとしても、偽にせゼストガの件を考えれば、相手の魔ま術じゆつによる変身を見破ることはできないはずだ。自分に放たれた魔術を撥はね返すのと、他人の変身を見み抜ぬくのとは、まったく別のことなのだ。

「えーっと、先生偽者？」

　尋たずねてみたら、師は不快そうに眉まゆを顰ひそめた。

「そう見えるのか」

「いやよくわかんないですけど」

「仮に私が偽者だったとして、おまえに状況を打だ破はするなんらかの選せん択たく肢しはあるのか？」

「…………嚙かみつくとか」

「もう少し建設的な意見が言えるようになってから私が偽者かどうか疑え。今は信じろ」

「…………」

　屈かがみ込み、彼はリティーヤの頰ほおに残る涙の跡あとを拭ぬぐった。

「……信じろ」

　聞いているこちらが呆あつ気けにとられるほどの傲ごう慢まんさは確かに師のもののようで、リティーヤはかくんとひとつ頷うなずいた。

「えー《血ブラ塗ツデられイ・た剣ソード》の前代所有者セリネ・アルフウラ・ラヴグレイの弟、ヤムセです！　今は《学園》の魔術師としてラヴグレイ姓せいを捨てておりますので、ヤムセ選手と呼ばせていただきます。七年前十代で優勝をかっさらっていったあのヤムセです！　解説のロングフェロウさん……あ、待ってください、今拡声器を……はい、どうぞ」

「陰いん謀ぼう説を唱えた途と端たんに拡声器の故障とは不思議ですな」

　解説の厭いや味みを実況は黙もく殺さつした。

「これは小鳥さんを殺させないために出てきたと見ていいでしょう。伝説の男を引っ張り出したんですから、小鳥さんお手て柄がらと言いたくなりますね。ヤムセ選手は二一五年当時は《蛇の目連隊》としての出場でしたが、えー、その後《学園》に移ったんでしたね、解説のロングフェロウさん？」

「……そうなんじゃないですか？」

　解説はまだ不満げに答えを返した。

　その間に、ヤムセはリティーヤに手を貸して立ち上がらせていた。

「護符を」

　リティーヤはドレスの間から金属片を引っ張り出し、ヤムセに渡わたした。

　リティーヤの肩かたに、ヤムセは手を置いた。

「よく耐たえた」

　置かれた手の重さと温ぬくもりに、止まったはずの涙がぽろりと零こぼれた。

　護符は確かに対戦相手の魔術を防いでくれたが、対戦相手からの殺意や自分の身内から溢あふれる恐きよう怖ふまで消し去ってくれたわけではなかった。痛みと混乱と、様々な後こう悔かいと、死への恐怖に、リティーヤは耐えねばならなかった。万が一にも我を失って〈昼〉魔術で相手を倒たおそうと思ったりしないように、自分を抑おさえて、恐怖を抑えて。
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「せんせ」

　ぐず、とリティーヤは鼻を鳴らした。涙が溢れて零れて汚よごれた頰をまた濡ぬらした。それを繰くり返し拭いながら、師に抱だきつこうとした。

　が。

　肩に置かれた師の手がそれをさせない。

「……？」

　何か嫌いやな予感を覚えて師を見上げれば──

「もう一発こらえろ」

　彼はそう言い、護符を持った方の拳こぶしでリティーヤのみぞおちを殴なぐった。

「……っ!!」

　リティーヤは膝ひざをつき、息もできずに倒れ込んだ。

　しぃん、と会場が静まり返る。

　審しん判ぱんがリティーヤに棄き権けんを確認し、ヤムセの右腕を掲かかげて言った。

「対戦相手棄き権けんにより、勝者、ヤムセ！」

　観衆の誰だれかがぼそりと呟いた。

「そうだよな、魔術使ってないで殴れば良かったんだよな……」




　間違いなくヤムセはヤムセだった。偽者だったら多少穏おん便びんな手段に訴うつたえてくれたはずだ。

「鬼おに……この世のどこかにいるお母さん、あたしの先生も鬼でした……傷ついた生徒をさらにむち打つ鬼でした……」

　リティーヤはぶつぶつ言いながら決けつ闘とう場から運び出された。運び出してくれたのはテヨルとバドだ。決闘場から出る時ヤムセが傷をあらかた癒いやしてくれていたが、腹部への衝しよう撃げきはまだ残っていた。

「つうか殴るふりとかでいーじゃないの。なんだって本当に殴るかなあの人は。いやそもそも殴らなくてもあたしが棄権しますって言えばいーじゃないのよ」

　決闘場の外に出てもぶつくさ言っていると、テヨルに頭を叩たたかれた。

「バカ！　攻こう撃げきも受けてないのに棄権なんかしたら《蛇の目連隊》への侮ぶ辱じよく罪に問われちまうだろ！」

「あ、そーなんだ……」

「で、いったいどこであんな物ぶつ騒そうなもの拾ったのだね？」

　バドはそう言うと薬くすり瓶びんからざかざかと白い粒りゆう剤ざいを取り出し、口に放ほうり込んだ。

「我々に黙だまってそんなものを隠かくし持っているとは……まったく面めん倒どうを起こしてくれたものだ」

　その目は先さき程ほどの氷の魔術以上に冷たい。

「ひいいい。だってイルザークさんがっ」

「イルザークが？」

「あ」

　口を押さえてももう遅おそい。テヨルはリティーヤに詰つめ寄ってきた。

「あの男に渡されたのかい？」

「う、あ、い、言えませんっ、言えません！」

「言うのだ。リティーヤ」

　バドがリティーヤの肩をがっちり押さえ込んだ。

「君は《学園》の魔術師見習いだろう？」

「う……」

「これは、《学園》と《蛇の目連隊》の関係問題に発展する可能性がある。言いたまえ。イルザークに渡されていた、そうだな？」

　リティーヤは唇くちびるを嚙み、垂らした拳を握にぎりしめた。

　自分は《学園》の魔術師で、しかもこの問題が二つの組織の関係を悪化させる可能性があるこの状じよう況きようで、口を閉じていることは確かに許されない。何故なぜなら事態はリティーヤのせいで引き起こされたのだから。

「…………っ」

　それでも、イルザークがリティーヤの命を助けてくれたのは事実なのだ。

　あの時支えてくれた腕がなかったら、自分はそこで死んでいたかもしれない。

　冷たい、渦うずを巻く水の中からすくい上げてくれた腕。

「もういい。わかった」

　テヨルが苛いら立だった声で言った。沈ちん黙もくで察したのだ。リティーヤは慌あわてて言った。

「でも！　あれのおかげであたしは今の戦い生き残れたんです！　イルザークさんだってきっとこんなことを望んでたわけじゃなくて、ただあたしがポカやって」

「あんたがポカやったのはわかってるよ！　ああくそっ、《蛇の目連隊》には気を付けろと散々言ったじゃないか！　いったいなんだってあの男を信じたりしたんだよ!?」

「あの人がいなかったらあたしは死んでました！」

「ああそうかそりゃあたいそうな理由だね。でもいいかい、よく覚えておきな。あの男はあんたの命の恩人かもしれないけど明日になったらどうかわからないよ。あんたは《学園》の魔術師であの男は《蛇の目連隊》の人間だ。あいつに殺されそうになった時、あんたは裏切られたとわめくのかい？　それは筋違ちがいってもんだ──《学園》と《蛇の目連隊》の間に何が起こっても不思議はないんだ。信じたあんたが間違ってんだよ！」

　テヨルは、涙をこらえて睨にらみつけるリティーヤの肩を拳で叩いた。

「……性しよう根ね入れ替かえろ。でなきゃあたしたちみんな巻き込んで破は滅めつの道をまっしぐらだ」

　傍かたわらで見ていたバドが、胃の辺りを撫なで息を吐はいた。

「終わったな？　ではさっさと行くか……と、ヤムセは」

　決闘場の方を見やったバドは、むう、と唸うなり声を上げた。

「お友だちとじゃれていくようだな。我々は先に行くか」

　リティーヤはバドの視線の先を追ってみた。

　決闘場の上で、イルザークとヤムセが向かい合っていた。

　リティーヤが運び出されたのは解説席のすぐそばだった。拡声器を通さない、解説と実況の肉声が聞こえてくる。

「これはなんと言うことだあああああああ！　今、大変な対戦カードが実現しました！　片や《血塗られた剣》のイルザーク・バリン！　音に聞こえし剣けんの達人です。片や七年前の優勝者、今は《学園》所属のヤムセ！　これは興奮しますねー」

「そうですね。《蛇の目連隊》の人間も興味津しん々しんでしょうね。《蛇の目連隊》の人間であるバリンに魔ま術じゆつは通じませんから、完全に剣と剣の戦いになるでしょう」

「おや、手元の資料によりますとバリンとヤムセは幼おさな馴な染じみだったようですねー、解説のロングフェロウさん」

「二人で相当悪さをしたようですよ」

「はっはー、悪友対決実現ですね」

　解説も実況ももういつものテンションを取りもどしたらしい。観衆も決闘場のヤムセとイルザークに注目していて、リティーヤのことなど忘れ去っているようだ。

「行くよ」

　テヨルは決闘場をろくに見もしないで背を向けた。

「ヤムセ先生置いてくんですか？」

「当たり前だろ、それよりこっちの方が危な──」

「テヨル」

　バドが口ひげを撫でながら言った。

「来たぞ」

　熱ねつ狂きようする人々を搔かき分け、深しん紅くの一隊が近づいてきた。




　赤い影かげのような十人あまりの男たちがリティーヤらを取り囲んだ。近くの観衆は彼らに押しのけられ、囁ささやきながら行方ゆくえを見守る。

　影から一人進み出て、一行の中で最も年かさであるバドに言った。

「その娘むすめを引き渡していただこう」

「何なに故ゆえかな？」

　前に出ようとするテヨルを押さえ、バドが静かに聞き返した。

「その者が我らが同どう胞ほうの所有物を所持している疑いがあるからだ」

「何故に？」

「……先程の試合中それが使われた形けい跡せきがある」

「それ？　それとはどのような形態のもので、何を指す？」

「……貴様からかっているのか！　《学園》の魔術師といえども、あまりに──」

「からかってはいない。ただ説明してみてくれと言っているのだ」

　緊きん張ちようして会話の成り行きを見守るリティーヤに、テヨルが耳元で囁いた。

「《蛇の目連隊》の《隕いん鉄てつ》の護ご符ふは秘中の秘──隊員はその形状についても能力についても口外を禁じられてる。存在しないことになってんのさ」

「え。でもさっき拡声器使って解説の人が思いっきり言ってましたけど……」

「公然の秘密ってやつだよ。ここにいる人間なら誰だれだって知ってる。でも、《蛇の目連隊》だけはそれが存在しないと言い張る。やつらはそれを曲げない。それがやつらの掟おきてだからだ」

「な、なんかむちゃくちゃじゃないですか。掟だからっていくらなんでもやりすぎじゃあ……」

「やつらとお友だちになったらそう言ってやりなよ。とにかく、やつらは決闘場でならあんたを簡単に殺せるけど、あんたがこのロープを一本越こえれば、それだけであらゆる制約にがんじがらめにされる──条約、《学園》との取り決め、そしてこの国の法律。やつらがロープの外側であんたに手出しするためにはその理由としての護符が必要だけど、やつらははっきりと護符のことを口にできない。あんたが本来やつらのものであるべき何かを持っていると主張するけど、実際にそれが何であるのか説明できない。つまり──」

「……あたしは安全？」

　テヨルが片目を瞑つぶって笑った。

「やつらが強きよう硬こう手段に出なければ、ね。やつらが法に従う限りは、バドに任せておけば平気だよ。こいつは口だけは立つ」

「ひそひそと仲の良いことだな」

《蛇の目連隊》との交こう渉しようの合間をついてバドがぼやいた。テヨルはその肩かたを叩たたき、背せ伸のびするように彼の耳みみ朶たぶに唇を近づけて囁きかけた。

「頼たよりにしてるよ。バド」

「こういう時だけ優やさしいのもどうかと思うがね。リティーヤ、こんな女にはなるな……つ！」

　テヨルがバドの尻しりを平手で叩き、リティーヤににたりと笑いかけた。バドは嫌いやそうに顔をしかめた。

「本当に君は先せん輩ぱいをなんだと思ってるんだね？……で、《蛇の目連隊》さん、そちらの答えは出ましたかな？」

《蛇の目連隊》の兵士は忌いま々いましげに口を開いた。




「な。平気だったろ？」

　テヨルが我がことのように嬉うれしそうに言った。

　テヨル、バド、リティーヤは、会場を出て外に通じる通路を走っていた。

　隧ずい道どうのような通路は馬車が一台通れるかどうかという広さで、少し上り坂になっていた。等とう間かん隔かくでついた灯あかりの照らす範はん囲いに彼ら三人の他ほかはいない。皆みなイルザークとヤムセの試合を見るのに忙いそがしいのだ。

　ここを抜ぬければ外に出られる。

《蛇の目連隊》は不承不承リティーヤらを行かせてくれた。彼らには他に取れる手段がなかったのだ。

「せ、先生無事でしょうか」

　息を切らしながらリティーヤが尋たずねると、テヨルが呼吸を乱しもせず答えた。

「大だい丈じよう夫ぶだって。ヤムセに任せておけば……待て！」

「!?」

　突とつ然ぜんかかった制止の命令に、リティーヤとバドは立ち止まった。バドとテヨルはリティーヤを庇かばい、後方を警けい戒かいする。

「どうしたんですか！」

「追ってきやがった」

　テヨルが腰こしを落とし、唾つばを吐いた。それをバドが見とがめて眉まゆをひそめた。

「女性が唾を吐くなど」

「口を閉じなバド」

「俺が？　口を？　俺からすべてを奪うばう気かね、テヨル？」

　口をへの字に曲げて肩を竦すくめるバドの鼻先に、テヨルの拳こぶしがぴたりとあてがわれた。

「奪ってやろうか？　こいつでね」

「……よかろう、テヨル。俺は口を閉じることにしよう。あと少しで──リティーヤ」

「は、はい」

　バドは懐ふところから鋼はがねと木の塊かたまりを出しながら言った。拳けん銃じゆうだ。

「逃にげたまえ」

「え？　ちょ、ちょっと……」

「以上。これで俺は口を閉じる。文句は言わせんぞ、テヨル？」

「ないよ。さっさと行きな、リティーヤ」

　リティーヤが抗こう議ぎのために口を開けた瞬しゆん間かん、テヨルが動いた。

「おおおおおおおおお！」

　裂れつ帛ぱくの気合いとともに走り込む──するとリティーヤの視界には陰かげになっていたところから、赤い人影が飛び出してきてテヨルとぶつかった。

　テヨルは剣けんの下をかいくぐり、相手の懐に飛び込むと、その顔面に掌しよう底ていを叩き込んだ。

「──！」

　相手は仰あお向むけに倒たおれた。テヨルは受け身を取った相手が起き上がろうとするところで顎あごを蹴けり上げる。

「てめえら決けつ闘とう場の外でこの所行たあ良い度胸だな！」

　のびた相手の身体からだを踏ふみ、テヨルが嬉しそうに吠ほえる。

　答えて出てきたのは、四角張った顔の男──先ほどイルザークと決闘場の外で争っていた特別部隊の隊長だ。

「貴様らの面つらの皮の厚さには負けるわ。このまま《学園》に逃げ帰らせてなるものか」

「ふんっ、自棄やけになったもんだねえ！　後でどうなっても知らないよ」

「貴様らの口を封ふうじてしまえばいいだけのことよ。武闘会の外でどこぞの組織に喧けん嘩かを売られ、私たちが駆かけつけた時には死んでいた──それで十分説明できる」

「そりゃ素す敵てきなもんだね──っと」

　テヨルは切りつけてきた相手の太刀たちを半身ずらしてかわした。

「テ、テヨルさんっ」

　戸と惑まどうリティーヤの肩をバドが摑つかみ、くるりと身体を半回転させた。

「邪じや魔まだ。早く行きたまえ。この先に迎むかえが来てる」

「でもっ」

「俺は君が嫌きらいだ」

「は……はあ？」

「心底嫌いだ。たぶん人間的に合わないのだろう」

「え、ええと」

　バドは拳銃を持つ己おのれの手を叩いた。

「君がそばにいるとついついこの手が悪さをしてしまうかもしれない。だからさっさとこの場から逃げてくれたまえ。理解できたかね？」

　背中を叩かれ押し出される。

「バドさ……」

　リティーヤは戸惑って振ふり返る。ちょうどバドが撃げき鉄てつを起こしているところだった。

「俺は実のところあまり気の長い方ではないのだ」

　その静かな声からは、後輩を逃がすためだけではない殺気のようなものが感じられた。

　……もしかしてこの人あたしが留とどまることを望んでる？　そしたらほら、流れ弾だまってことで闇やみに葬ほうむれるかもしれないし……とリティーヤの頭に不ふ吉きつな、しかしあながち外はずれとも言い難がたい考えが過よぎる。

「す……すいません、今、今行きます！」

　リティーヤはたたらを踏みつつ逃げ出した。





２






「護符、あの子に持たせなくていいのかな。あの子って狙ねらわれてるんだよね？」

　決闘場の中に立ったイルザークが独白のように呟つぶやいた。

　声は周囲の喚かん声せいでかき消されそうで、しかしヤムセの元にはしっかり届いていた。

「……知っていたのか？」

「狙われてること？　本人から教えてもらった。あのまんま逃がすのは危険じゃないの？」

「《連隊》に身体検査でもされたら一発だ。持たせたまま行かせるわけにはいかん」

「あの子が真犯人の名前挙げればいいんだよ。そしたら今からでも事情聴ちよう取しゆのために《連隊》に保護してもらえる。あの子を狙ってる魔ま術じゆつ師しも手出しできなくなる」

「もしも真犯人とやらが貴様ならそれは不可能だ。あのバカが貴様の名を出すわけがなかろう」

　苦々しい顔で吐はき出されたヤムセの言葉に、イルザークはぎょっとしたようだった。

「……え。でもこの状じよう況きようだよ、言うだろ普ふ通つう」

「あいつは普通でくくれんバカだ」

　断言。師の言葉だけに重みがある。

「う……それはしまったかな。そういえばさっき処しよ刑けい部隊に殺されそうになった時も俺のこと言わなかったしなあ……そうか、うーん、悪いことしたかな……」

　ヤムセはイルザークの呟きを無視し、その足あし下もとに護ご符ふを投げつけた。

「セリネの護符だ。おまえが関係しているんだな」

　イルザークは、足下に落ちた護符を大事そうに持ち上げ、埃ほこりを払はらった。

「ああ、うん。俺が持ち出した」

「何を考えて……！」

「ううん、悪いけど今は教えられない」

　イルザークは護符を自分の首にかけ、服の下にしまった。

「《学園》の魔術師が護符を持っていた、それがどれだけ危険なことかわかるだろうっ！　あいつは処刑されるところだったんだ！」

　イルザークは悪びれたふうもなく肩かたを竦すくめた。

「おまえが来るまではちゃんと時間稼かせいでやったよ。たとえ所持がばれたって、決闘場の上でさえなきゃ、普通に別室に連行、事情聴取くらいで済んだはずだよ。まあ、今回は、決闘が汚けがされたってんで、ちょっと感情的になったやつが出てきちゃったけど」

「イルザーク！」

　ヤムセは怒いかりを込めて旧友の名を叫さけび、無造作に一歩前に出た。

「あ。怒おこってる？　先生」

「さっさと構えろ！」

「怒ってるね。でも仕方ないさ。ほら、なんて言うんだっけ、これ」

　無造作にさらに一歩距きよ離りを詰つめるヤムセに、イルザークはサーベルを構えて言った。

「ああ、そうだ。運命」

「ふざけてろ」

　吐き捨て、三歩目の踏み込み。

　間合いはそこから。

　二人の距離は一気に縮まり、白はく刃じんが閃ひらめいた。




　勝負は一瞬でついた。

　膝ひざをついたヤムセの手から剣が落ち、イルザークの剣がその喉のど元もとにあてがわれた。

　一瞬の沈ちん黙もくの後、どっと喚声がわいた。

　しかし、苛いら立だちのこもった声を絞しぼり出したのは、勝者の方だった。

「……おまえ、わざと」

「本気でやると期待していたのか？」

　対する敗者は冷たく言い放ち、サーベルを拾って鞘さやに戻した。

「だって、おまえだぞ……？　あの手て抜ぬき手加減なしのおまえがわざと負ける？　冗じよう談だんだろ、あれだけ挑ちよう発はつしたってのに！」

　実況ががなりたて、審しん判ぱんがイルザークの名を連呼し、そのイルザークの声が周囲の喚声にかき消される中、ヤムセは振り向きもせず決闘場を降りた。

　決闘場の真ん中に立ち、イルザークはただ立ち尽つくしていた。

　武闘会は最後まで勝ち残った者の勝利だ。つまり、一度決闘場に立てば、負けるまでそこから逃のがれられない。

　だからヤムセはわざと負けたのだ。

　頭ではわかっていても、幼おさな馴な染じみの性格を知るイルザークとしては納なつ得とくなどできなかった。

　ヤムセはああ見えて、大変感情的な男だ。そのはずだ。

　次の挑戦者が続々と名乗りを上げる。それを他人ひと事ごとのように眺ながめて、彼は胸むな元もとを押さえた。

　そこには、セリネと自分、二人分の護符がある。

　悔くやしげにヤムセの背中を睨にらみ、彼は囁ささやいた。

「あなたの弟は、少し変わったようですよ」

　そして新たな対戦者に向き直った。




　リティーヤは走った。

　暗い隧ずい道どうに似た通路を、息を切らして走った。

　喧けん噪そうもすでに遠く、テヨルとバドのようすもわからない。勿もち論ろんヤムセのようすも。

「あ──しま、った」

　リティーヤは走りながら呟く。声が反はん響きようする。

「迎え──どんな人か聞いてない……」

　次の瞬しゆん間かん、自分のたてる音以外の音が聞こえた気がして、リティーヤはぎくりとその場に立ち竦すくむ。息を潜ひそめてまず後方を確認して、それから前方を見み据すえる。

　まっすぐに進む道の先、一つ先の灯あかりの下に、人ひと影かげが現れた。

「──！」

　リティーヤは隠かくれ場を探すが、そんなものは一本道には存在しない。

　だがもう一度よく見れば、走ってきたのは知り合いだった。

「ゼストガさん……」

　彼がバドの言った迎えだったのか。

　リティーヤは、しかし緊きん張ちようが余計高まるのを覚える。ゼストガはリティーヤの前で止まると、ほっとしたようすで手を差し出して言った。

「ご無事でしたね、リティーヤさん。さあ、行きましょう」

「……あの」

　手を繫つなぐどころかじりじりと後あと退ずさっていくリティーヤを見て、ゼストガは訝いぶかしげな顔をした。

「どうしました。早く行きましょう？」

　強ごう引いんに手を取られ、リティーヤは彼の手を振り払ってしまった。

「リティーヤさん？　時間が……」

「こ、今度も偽にせ者ものじゃないの？」

「？　本物……ですけど。ああ、僕の幻まぼろし見せられたんですね。大だい丈じよう夫ぶ、僕は本当のゼストガです。ほら、偽者はこんなに色男じゃないでしょう？」

「…………」

　それでもリティーヤはじりじりと後退ってしまう。

　ゼストガはリティーヤの方へ一歩近付いた。

「そんな警けい戒かいしなくていいんですよ。一いつ緒しよに帰って、残りの試験をやりましょう」

「……う」

「楽しみですね、二十四時間テスト！」

　本物かもしんない。

　そうは思ったが、まだ信じられない気持ちもあって、リティーヤは警戒を緩ゆるめず訊きいた。

「だ、だいたい、本物だって言うならどうしてゼストガさんがここにいるんですか」

「それは……申し訳ありませんが詳しよう細さいは機密事じ項こうに属します」

「…………」

「……あー、もうわかりました、わかりましたよ。僕がここに来たのは、ある魔ま術じゆつ師しを追ってのことです。その魔術師は魔導書調査委員会の研究班に属していて、つい最近ユローナの息がかかった者だとばれて、逃にげ出したんです」

　それは確かに、ありそうな話ではある。

　疑い続けても助からない。どこかで誰だれかを信じなければならない──誰を？

　リティーヤはゼストガの差し出す手を見つめ、自分の手を──

　伸のばした瞬間、リティーヤの前方、ゼストガの背後から、ゆらりと新たな人影が現れた。

　灯りの下に出てきたその人影は、白い礼服姿の師だった。

「先生……」

「ヤムセさん？」

　振ふり向いたゼストガは訝しげなようすだった。

「……ヤムセさん、どうしてここに……うわっ」

　ヤムセが突とつ然ぜん距離を詰め、ゼストガを壁かべに突つき飛ばした。さらに立て続けに何らかの魔術が放たれたらしく、ゼストガは呻うめいてうずくまる。

「リティーヤ！　来い！」

　何がなんだかわからず抵てい抗こうしようとするリティーヤの腕を引いて、師は駆かけ出した。

「せ、先生！　待って、何がなんだか──」

「偽者だ」

　師はそのいつもの喋しやべり方で短く言い、強引にリティーヤの腕を摑つかみ走り続ける。

「にせ、もの、って、さっきの……ゼストガさん!?」

「ああ」

　走って息を切らしながら、リティーヤは先さき程ほどゼストガの手を受け入れようとしていたことを思い出し、あの手を取らなくて良かった、という思いと、ひょっとしてゼストガは本物で今自分の手を引いて走っているヤムセこそ偽者なのでは？　という相あい反はんする思いに揺ゆれた。

「…………せ、先生」

「なんだ」

　師は少し前を走りながら、ぶっきらぼうに聞き返す。そう、確かにこの喋り方は師のものだ。確かにそうなのだ──

　だが、つきまとう不安がある。これは本物か？　本当にヤムセなのか？

　この背中は誰のものだ？

「ドロップ、あります？」

「…………」

「先生が、さっき、休きゆう憩けい室でがめてたお菓か子し、とかでも、いいんですけど」

「…………」

「あと、ほら、なんて言いましたっけ、あの、ドロップ。バカドロップ？」

　沈ちん黙もく。

　リティーヤは、ごくりと唾つばを吞のみ込んだ。

　意を決して、

「…………あ！」

　前のめりにすっ転ぶ。

　前を行っていたヤムセは立ち止まり、リティーヤが起きようとするのに手を貸した。リティーヤはその手をとったが、立ち上がろうとした途と端たん、悲鳴を上げた。

「い、痛いっ」

「足か？」

「はい、ひねったみたいで……」

　リティーヤは足首を押さえ、おずおずと師を見上げた。

「だっことか、してもらえます？」

「…………」

　ヤムセは眉み間けんに皺しわを寄せ、むっつりとした顔になった。

　なった、が。

「今回だけだぞ」

　結局、リティーヤを抱だき上げた。

　膝ひざの後ろに手を入れ、背中を支える──世に言うお姫ひめさまだっこだ。

　リティーヤは緊きん張ちようする身体からだに言うことをきかせ、深呼吸を一つした。

　そして、自分を抱き上げて走りだそうとした男の顔面に、思いきり頭突きを食くらわせた。

「ぐっ」

　男はくぐもった悲鳴を上げて姿勢を崩くずした。そこを逃のがさずリティーヤは男の腕から逃れ、その腹を蹴けり上げる。

　が、蹴り上げようとした足は摑まれ、反対に床ゆかに倒たおされてしまった。

　夢中で足をばたつかせ、ついでに魔ま術じゆつを放つ──

「放して！」

　ばちり、と男の手とリティーヤの腕の間で音と光が散る。

〈流れ〉魔力によって電気の流れを操あやつったのだ。男は手を押さえて後退り、リティーヤはその隙すきに立ち上がっていた。

　男の顔も、服も、もはや師のものではなかった──その顔は最初に出会った青と黒の瞳ひとみを持つ、あの商人の顔だった。着ているものも白い礼服ではなく、黒い夜会服だ。

「よくわかりましたねェ。口数少なく、必要なこと以外は喋らなければおたくの先生っぽく見えるかと思ったんですけどねェ」

　男は悔くやしい、とかいうよりは、感心したように言った。

　リティーヤはふんと鼻息荒あらく男を指さした。

「うちの先生はただの無口じゃないもん。自分の故郷のお菓子がバカドロップなんて言われたら、律りち義ぎに言い直すんだから」

「……案外細かいですねェ」

「それに、あたしがケガしたってうちの先生なら荷物みたいに肩かたにかつぐのがせいぜい。お姫様だっこなんてぜっっっっったい、しないもん」

「……またしょうもないところでばれたようですが、まあいいでしょう」

　男はそう言い、リティーヤを右手の人差し指で指した。

「次に活いかします」

「！」

　突然、リティーヤは寒気を覚えた──悪お寒かんが背筋を駆け抜ぬける。鳥とり肌はだが立つ。筋肉が震ふるえて止まらない。身体が熱を上げようとするのに、熱は上がらず、リティーヤは膝ひざをついた。

「な、何これ」

　寒い。とにかく寒い。それなのに周囲の気温が変わったようには見えない。呼気が白くなったりはしていないし、汗あせで濡ぬれた服が凍こおり付く気配もない。

「なんなの、これ！」

「〈夜〉魔術」

　男はにこりと笑って言った。

「〈夜〉魔力が支配するのは静せい寂じやく、安あん寧ねい、それに冷気。あなたの体温を下げているんですよォ、リティーヤさん。意識混こん濁だくに陥おちいらない程度までですけどォ」

　嬉うれしそうにリティーヤの名を口にする。

「あんた……前にもあたしの、な、まえを」

「ええ勿もち論ろん存じ上げておりますよォ。あなたの家族構成も趣しゆ味みも成績も、寒いのがちょっぴり苦手でいらっしゃるのも。リティーヤさん……あなたのおかげであの方が投とう獄ごくの辱はずかしめを受け、ワタクシが《学園》を出るはめになったんですからねェ」

「……あの方……」

　男はリティーヤの目の前にやってきて、しゃがんで彼女と目線を合わせた。

「ユローナの手先……」

「いやですねェ、手先だなんて。そんな悪役みたいな呼ばれ方はァ」

　男はけたけた笑ってリティーヤの頰ほおを撫なでた。その指先はひどく熱かった。

「ワタクシ、あの方の下僕ですよォ。最初からずうゥっと。あの方が《学園》を出る前から。やっと魔導書調査委員会の研究班に潜もぐり込んで、あの方のお役に立てると思ったのにィ……」

　皮ひ膚ふに立てられた男の爪つめがリティーヤの頰を引っ搔かく。リティーヤは呻き、しかし男の目から視線を外さずにいた。

　男はユローナのものと似た光を双そう眸ぼうに宿らせて言った。

「あなたはァ、二日も意識不明で目覚めた途端ヴォルドさんて方のところに行かれたのでェ、ご記き憶おくではないかもしれませんがァ、《グリーンワードの魔導書》の欠片かけらが見つかった町、あそこにワタクシいたんですよォ。データ集めにねェ。で、あなたがヴォルドさんて方のところに移られると知って、ユローナ様にお知らせしたんですがァ……」

　肩を竦すくめる。

「ところがそれは罠わなだった。ワタクシとユローナ様を陥おとしいれるための、ねェ。ワタクシ前から目をつけられていたようでェ、あの時もわざと情報を握にぎらされたんですゥ。ワタクシまんまと騙だまされユローナ様を奪うばわれてしまったわけですゥ……」

「あんたが、間抜けだった、だけじゃない。あたしは、関係ない」

　寒さに震えながら血の気をなくした唇くちびるで言うと、男は笑った。

「おやおや。これはひどい言い種ぐさですねェ。でも、ワタクシ知ってるんですよ。ユローナ様を捕とらえたのはあなただってねェ」

「……？　何を言ってるの？」

「とぼけないでくださいよォ。あなたとの魔ま術じゆつ合戦の末、すでに疲ひ弊へいしていたユローナ様は捕つかまったと聞いていますよォ？　卑ひ怯きような子ですねェ。本当に卑怯だ」

「……あ」

　どこから聞いた話なのか、男の表現は正確ではない。だが、ユローナが最終的にリティーヤとの魔術合戦で力尽つきたのは事実だ。

　男はリティーヤの喉のどを摑んだ。

「な、くる、し……っ」

「あなたみたいなただの学生にユローナ様が負けた、ですってェ？　そんなことありえません。あってはならないんです。ずるしたんでしょう？　わかってますよォ、あなたはずるしたんです。それを暴あばいてあの方の名めい誉よを回復して差し上げたいけれどワタクシにはできない。だから」

「や、あ……っ」

　男の手には徐じよ々じよに力がこもっていく。リティーヤは腕うでを振ふり払はらおうともがいたが、力が入らない。急激な寒さのせいか、あるいはさらに別の魔術も使われたのかもしれない。

　リティーヤは男に押し倒された。男はリティーヤの腹の上にのしかかり、両手で喉を絞しめ上げてくる。

「う……」

　呼吸ができない。酸素が頭に回らず、くらくらしてきた。目の前が暗くなり、ちかちかと光る。押しのけようとする腕に力は入らない。

「あなたは生きていてはならない。ユローナ様があなたなんかに負けるはずがない」

　男はぶつぶつと、呪じゆ詛そのように同じことを繰くり返す。

「あなたは存在していてはならないんです、リティーヤさんンン」

　まるで今リティーヤが死ねばユローナがリティーヤに負けて捕まったという事実がかき消えるかのように、彼はリティーヤの喉を絞め上げてくる。勿論そんなわけはない──彼の望みは絶対に叶かなわない。リティーヤが死んでもユローナは捕まったままだ。彼の望みは間ま違ちがっていて、それは彼を含ふくむ何者も幸せにしない。

　リティーヤは閉じかけていた目を開ける。目の前にあるのは嬉しそうな、泣き出しそうな男の顔。

　それから、男を押しのけようとする自分の手──指に巻かれたハンカチ。

『君は俺が守る』

　こんなところで寝ねてられない。ハンカチを返して、あの言葉の意味を確認するためにも。

「と」

　リティーヤは意識を集中した。

「止まれ」

　習ったことを思いだし、静かに命じる。井い戸どから水を汲くみ上げるように、身体の深いところから魔力をくみ上げる。ゆっくりと慎しん重ちように。重要なのはイメージだ、と教官は言った。泉から水をくみ上げるイメージ。それから現実を少しだけ組み替かえる。積み上げられた積み木を一つ抜くように、枝を一本増やすように、少しだけ変える。望む結果を得るためには、実はそれほど大きな変化は必要ないのだと。

　そしてリティーヤの命令は男の身体に速すみやかに伝えられる。流動と変化を司つかさどる〈流れ〉魔術が男の肉体に割りこんで、強ごう引いんに命令に従わせようとする──男は魔術を使われたことに気付いたのか、ハッとした顔になった。

「この……程度の魔術で」

　男の目が細められる。腕が震える。リティーヤも男の腕を支配しようとさらに命じる。止まれ、止まれ、この腕は止まって喉から離はなれろ……現実を改変するイメージを繰り返しなぞり、魔術をより堅けん固ごなものにする。対する男は同じように〈流れ〉魔術を操り、自分の肉体を支配しようとする。その競争だ。

「う」

　男の手に込められる力が戻もどってきた。男は、く、と口の端はしをつり上げる。

「そうだ……動け。動け動け……」

「あ」

　きゅ、う、と手が絞しまっていく。血の流れが止められる。

　視界がまた暗くなる──このままでは魔術が維い持じできない。

　二人きりのこの空間、助けに来てくれる者もいない。

　──二人きり？

　リティーヤは最後の可能性を見付けた。

　二人だけなら。

「く……っ」

　リティーヤはもう一度目を閉じた。意識を集中する。初めて使った時は怖こわくて恐おそろしくてわけがわからない状態だった。二度目に使った時はそれよりは意識的だったけれど、それでも気持ちはひどく昂こう揚ようしていて、冷静ではいられなかった。ヤムセに止められなかったら、ずっと使い続け、辺りを燃やし尽くしていただろう。

　今度は、そんなことは許されない。

　こんな狭せまいところで制せい御ぎよしないで火を使ったら、酸欠で死ぬ。

　だから。

「…………て」

　慎重に、命じた。

「!?」

　男は突とつ然ぜんリティーヤの首を絞めていた手を離した。信じられないものを見るような目で自分の掌てのひらを見つめ、それからさらに目を見開く。

「が……っ」

　男はリティーヤの上から転がり落ちた。リティーヤはやっと解放されたが、男への魔術の集中は緩ゆるめず、微調整を続ける──焼けるような熱が心臓に至る前にその温度をぐっと下げる。それでも昏こん倒とうさせるには十分だ。

「な、にをした!?」

　男は荒あらい息を吐つき、腹はら這ばいになってリティーヤを見上げる。リティーヤはふらつきながらも立ち上がり、壁かべにもたれた。

「何をしたんだろうね」

　喉が痛くてまだ声を出しづらい。実際のところ、リティーヤが男にしたのは先さき程ほどリティーヤがやられたことのまったくの逆だ。リティーヤは男の体温を上げたのだ。触ふれた掌から熱を送り込み、その熱が血液を温め、温められた血液が腕から心臓へ送り込まれ、そこから全身へ。

　男の手首には熱を送り込んだリティーヤの指の跡あとが火傷やけどのように赤く残っている。今は相当の高熱が男を襲おそっているはずだ。じきに意識障害が起こる。高熱では集中ができないから魔術も使えない。

　これでいい。

　リティーヤは、恨うらみ言を言っていた男がやがて沈ちん黙もくし、その身体からだが痙けい攣れんを繰り返すようになるのを待って幾いくらか熱を下げ、その場を離れた。すでにリティーヤの体温も下がりつつある。男の〈夜〉魔術のせいではない。ゼストガが言うところの《凍こごえの呪のろい》、〈昼〉魔術を使った反動だ。背筋を悪お寒かんが走る。全身の筋肉が痙攣を始める。歯の根が合わない。それでもリティーヤは出口へ向かって一歩一歩壁に寄りかかって進んだ。

　視線の先には扉とびらが見えていた。片開きの粗そ末まつな扉。それを開ければ外に出られる。テヨルとバドが、ゼストガが、ヤムセが、迎むかえに来てくれる。しかし足は鉛なまりのように重く、瞼まぶたもとろとろと下がってきた。何もないところで何度もつまずき、倒たおれそうになりながら、進み続ける。

　ついに扉の取っ手に手がかかると思った時、リティーヤの膝ひざはかくりと折れた。

　限界だった。

　力を失った身体は重力に逆らわず、地面と顔が激突する──

　と見えたが。

「おっと」

　伸のびてきて支える腕があって、リティーヤの顔は守られた。

「せっかく可か愛わいい顔してんだから、傷つけたらもったいないよ」

　けらけらと腕の持ち主が笑う。

　その声に、リティーヤは聞き覚えがあった。だが誰だれだか思い出せない。細いが筋肉のついた腕で支えられ、その腕に任せて眠ねむってしまいたくなる。瞼が下がる。

「あらら。かーわいい。このまま食べちゃおっかな。そしたらあの先生さんとかすっごく怒おこるよねえ、それもいいなあ。うーん」

　食べる？

　沈しずみかけた意識の縁ふちに、その言葉が引っかかる。

　食べるって、どういうことだろう。

「あの先生怒らせて怖いおばさんと直接対決とかも見たいなあ。あーでもやっぱりやあめたっと。嬢じようさんには生きててもらわないと。これからまだまだ楽しいこと起こしてもらわないとね」

　楽しいこと？

　生ぬるい、肉食獣じゆうに似た吐と息いきが頰ほおをくすぐる。

　誰かが髪かみを梳すいている。

　その感覚には覚えがあった。

「！」

　リティーヤは目の前に迫せまっていた男を突つき飛ばした。男に支えられていたリティーヤの身体は支えを失ってよろめき、尻しり餅もちをつく。背中が扉に当たった。

　目の前に立っているのは、

「おんや。お目覚め？」

　キツネ顔の男。

　細い目をさらに細めて、男は楽しそうに言った。

「無理しないで寝てていいよ～。まだ身体が──」

　リティーヤは男に最後まで言わせず、尻餅をついたまま、強く命じた──

「来ないで！」

　肉体を司る〈流れ〉魔力を使って、男の身体に干かん渉しようしようとしたのだ。

　だが、男はまったく影えい響きようを受けたようすもなく、驚おどろいたように目を丸くしただけで近づいてくる。

「ひどいなあ、いきなり。どうしたの、嬢さん？」

「寄らないで！」

　伸ばされてきた男の手を振ふり払はらい、目だけは強く睨にらみつける。

　キツネ顔の男は嬉うれしそうに喉のどを鳴らした。

「俺が怖い？　怖くなんかないよ、俺はただの寂さびしがり屋のキツネ」

「キツネ……？」

「魔術師にして道化。愛あい玩がん動物にして狩しゆ猟りよう者。お見知りおきを、嬢さん」

　男はそう言うなり、リティーヤの腕を摑つかんで引き寄せてきた。リティーヤは暴れたが、結局力が出なくて背後から抱だき竦すくめられる。

「やめて。はなして」

「嬢さん、あっためてあげる。食べたりなんかしないよ。ね」

　男は優やさしく囁ささやいた。

　頰と頰とが触れあい、霞かすむ視界の隅すみで男の唇くちびるが笑えみの形に動いて言葉を紡つむぐ。

「その代わり、一つ教えてくれない？」

「な、にを」

「緑色のドロップはハッカ味。じゃあ、虹にじ色いろのドロップはどんな味がした？」

　味？

　朦もう朧ろうとする意識の中で、男の問いが静かに響ひびく。




　虹色のドロップはどんな味がした？




　思い出せない。

　ヤムセにも同じ質問をされた──そしてリティーヤはそれに答えられなかった。

「ねえおかしいなあと思ったことはない？　なんで嬢さんは〈昼〉魔術が使えるんだろう？　なんで虹色のドロップを食べた記憶がないんだろう？」

　男の声が楽しげに響く。リティーヤは耳を押さえるが、その手は絡からめ取られて男の唇が耳じ朶だを掠かすめる。

「虹ドロさんが誰で虹色のドロップがなんなのか、嬢さんはもう一度考えてみるべきだ」

「い……や」

　リティーヤは男の腕を振り払い、尻餅をついたまま扉へ向かって手を伸ばす。

　だが腕を摑まれ再び引き寄せられる。

「虹ドロさんは本当にいるの？」

「いやあああああああああああ！」

　狭せまいところで炎ほのおを使うなんて、という発想はすでに頭になかった。

「燃えろ！」

　リティーヤの突きだした腕の先で、爆ばく発はつが起こった。男の腹部の辺りだ。どん！　という大たい砲ほうのような音が響いて、男はのけぞり、倒れ、床ゆかを滑すべった。

　その一いち撃げきは男にも予想外だったらしく、防ふせごうとした気配すらなかった。男は口の端はしから血を流し、リティーヤを見やった。

「……俺は、嬢さんの味方だよ？」

　途と方ほうに暮れた、少しだけ傷ついた顔で、男はそう言った。

　それから暗がりの中にそっと身を潜ひそませ、消えた。

　混乱しきったリティーヤを残して。
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「リティーヤ！」

　聞き慣れた声が自分の名を呼び、足音が近付いてくるのを聞きながら、リティーヤは身体を二つに折って、その場にうずくまった。ドレスの胸むな元もとを押さえ、額ひたいに床の冷たさを感じる。

　──虹色のドロップはどんな味？

「なんなの……」

　大切な思い出が何か抗あらがいがたいものに侵しん蝕しよくされるのを感じ、自分の腕に爪つめを立てる。

　──虹ドロさんは本当にいるの？

「なんなのっ！」

　叫さけんでも怒ど鳴なっても問いはつきまとって離はなれない。




　──子どもは誰だ？




　──一生届かない虹のたもとを求めて手を伸のばしていた子どもは、誰だ？




　突き立てられた爪が皮ひ膚ふを突き破る寸前。

　手を摑まれた。

　ぼんやりと上げた視線の先には、

「それ以上ぼろぼろになってどうする」

　指導教官がいた。

「せん、せ……」

　リティーヤの意識は、すう、と闇やみに溶とけていく。

　その中で師の腕に抱き上げられるのを感じる。

　本物も、お姫ひめさまだっこくらいはしてくれるらしい。

　勘かん違ちがいしててごめんね先生、と師には意味のわからないことを呟つぶやいて、彼女は眠ねむりに落ちた。





３






　少女は下唇に指を当て、柱時計を見上げていた。

　傍かたわらには優しげな風ふう貌ぼうの男性が立っていて、少女と同じように時計を見ていた。

　その針が、かちりと動いて十二時を指した。ぼーん、ぼーん……と鐘かねがなる。

　少女はにっこりと笑って男を振り返った。

「時間過ぎたけど来ないね。今回はキャンセルかな、パパ？」

「たぶんキャンセルでしょうね、母上」

　母上と呼ばれた少女はパパと呼んだ男の手を握にぎり、男は少女の手を引いて、ざわめく舞ぶ踏とう会かいの会場をゆっくりと後にする。誰が見ても彼らは親子だった。父娘おやこにしか見えなかった。

「ねえパパ。今日は面おも白しろい子に会えたね」

「おや、どの子のことですか？」

「ほら、護ご符ふ持ってた子」

「ああ、母上が護符を掏すった子ですね」

　二人は顔を見合わせてくすくすと笑った。

「そうそう。まさかと思って決けつ闘とう場に上げてみたけど、本物だったねえ。楽しかったねえ！」

「そうですね、母上。それに可か愛わいい子でした。母上には負けますが」

「ねえパパ、あの子の名前はわかる？」

「リティーヤさんですよ。《学アカ園デミー》のリティーヤ」

「リティーヤ」

　少女はうっとりと微ほほ笑えんだ。

「良い名前ね、リティーヤ。また会いましょう？」

　浮うかんだ笑みは、幼い少女のそれではすでになかった。
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　リティーヤは暮らし慣れた《学園》の中を彷徨さまよっていた。

　基き礎そ課程時代に使った女子寮りようの部屋、教室、実験室、運動場、敷しき地ち内に幾いくつもある巨きよ大だい図書館、入ったことがないはずのその書庫や丘おかの上に建つ美しい迎げい賓ひん館かんにも踏ふみ込んだ。研究室や最近お気に入りのカフェにも行った。広大な原生林や、畑や、牧場や、道具の置かれた作業小屋や、家か畜ちく小屋にも足を伸ばした。

　それでもどこにも探し求めるものがなくて、気が付くと小さなアーチの下にいた。《学園》と外界を隔へだてるアーチだ。それを潜くぐると、その先には闇だけが広がっていた。

　それでもリティーヤはその闇の中を手て探さぐりで進んだ。どこかに求めるものがあるかもしれないと思うと足を止めることなどできなかった。何をこんなに必死に探しているのかも忘れたが、とても大切なものだった気がする。

　だからリティーヤは闇の中を彷徨い続けた。

　しかし闇の中は寒かった。冷たい風がごうごうと唸うなってリティーヤの身体からだを押しのけようとした。剝むき出しの手や顔はひりひりと痛み、歩き続けて暑くなってもおかしくないのに、身体は冷え切っていた。風は雪混じりらしく、雪は体温を奪うばって解けて水となり、濡ぬれたシャツやタイツが風の冷たさに凍こおり付き、肌はだにへばりついた。

「はっ……あ、はっ」

　息を切らし、空を見上げる。太陽は出ていない。空も大地も真っ黒だ。雪が積もっているなら少しは明るくてもいいはずなのに、鼻先も見えない闇に包まれている。

　太陽が出ていないと雪が解けない。

　太陽が出ていないと道が見えない。

　太陽が出ていないと探し物が見付けられない──

「う、くっ」

　だんだん、探し求める気持ちすらあやふやになってきた。そんなに苦労して手に入れなければならないものだったろうか？　いや、そもそも。




　そもそも、それは本当に存在するものなのか？




「！」

　自分のすべてを否定するような恐おそろしい疑念だった。

　自分の命を、人生を、希望を、何もかも打ち砕くだくような。

　恐きよう慌こうを起こして叫び出しそうになる。

　だが次の瞬しゆん間かん、リティーヤの身体は温かなものに包まれた。




　リティーヤは自分が何か心ここ地ちよいところにいることに気付いた。正確に言うと正面はふわふわで背面は固くしっかりしたものに挟はさまれていたのだ。安心できてほっとした。ああ、あの闇の中は夢だったんだ……と思いとろとろと目を開けると、低い声に命じられた。

「まだ寝ねてろ」

　まだっていつまで？

　半分眠ったままそう尋たずねると、相手は面めん倒どうくさそうに嘆たん息そくして彼女の頭に布団ふとんを被かぶせた。

「私がいいと言うまでだ」

　息苦しさにリティーヤは軽くもがいたが、結局間もなく眠りに落ちた。

　そして次に目覚めた時には、そんなやりとりをしたことはとうに忘れていた。




　リティーヤはまる一日寝込んでいたそうだ。

　だが、それも今までに比べれば少ない方だ。抑おさえめに力を使ったのが良かったらしい。テヨル辺りからこってり絞しぼられるのかなあとドキドキしていたが、そんなこともなかった。どうやら彼女はリティーヤが〈昼〉魔ま術じゆつを使わなければならない状じよう況きようを作り上げたことに責任を感じているらしい。

「そんな気にしなくていいのにね」

　扉とびらにもたれて呟くが、そばにいたのは見張りの兵士だけだったので、怪け訝げんな顔をされてしまった。

　そこは廊ろう下かで、リティーヤがもたれている扉の向こうにあの魔術師が──青と黒の目の魔術師がいた。あの戦いの後、リティーヤを追ってきたヤムセに見つかり、拘こう束そくされてずっとこの部屋に監かん禁きんされているのだ。

　そのヤムセは今この扉の向こうで、彼に事情聴ちよう取しゆをしている。

　リティーヤは入れてもらえなかったから、ここでこうして待っている。

　テヨルやバドも無事だった。《蛇の目連隊》の連隊長が、暴走した特別部隊と彼らの間に入ってくれたのだ。バドはケガを負ってしまったが、ヤムセの魔術で傷は塞ふさがった。失血量が多かったのでまだベッドから離はなれられないが、命に別状はない。

　イルザークは決闘場を降りてから事情聴取を受け、彼がセリネの護符を盗ぬすんだことが確認されたが、その理由はわかっていない。今は軟なん禁きん状態で、処しよ罰ばつはまだ決まっていない。

　ふと背中を支えていたものが消失する。

　リティーヤは後ろ向きに倒たおれそうになって、扉を開けて出てきたヤムセに支えられた。

「気を付けろ……なんだそれは」

　ヤムセはリティーヤの抱かかえている封ふう筒とうに気付いて眉まゆをひそめた。

「あ、さっき《蛇の目連隊》の連隊長さんが来て、先生に渡わたしてくれって」

　リティーヤは大判の封筒をヤムセに渡した。

　ヤムセは封筒の中をちらりと見た。

　それだけで、何も言わず歩き出す。

「先生？」

　妙みように不ふ機き嫌げんそうな背中を追いかけ、追いつき、並んで歩き、師の横顔を見上げる。

「待ってくださいよ。あの男どうだったんですか、ミールでしたっけ？」

「どうとは？」

「何か情報増えました？　少しは教えてくださいよ、狙ねらわれたのあたしなんですから」

「……やつがおまえに話した以外のことは大してない。ただ、トラリズ家が来ていたらしい」

「トラリズ家？」

　どこかで聞いたことがある響ひびきの名だ。

「逃にがし屋親子だ」

「……ああっ、あの子！」

「会ったのか？」

「女の子の方です。娘むすめさんかな？　逃がし屋って言ってましたね、確かに」

「……彼らに言わせると娘ではなく母上だそうだがな」

「？」

　何かおかしなことを言われた気がしたが、ヤムセは詳くわしく説明しようとしなかった。

「気にするな。とにかく彼らの手を借りて逃げる手はずになっていたらしい。だが、やつは彼らとの契けい約やくを切り、わざわざ捕つかまる覚かく悟ごでおまえを殺しに来た」

「自分で逃がし屋手配しておいて？」

「自分で手配したわけではないようだな」

「協力者がいた……ってことですか」

「おそらくは」

「ふーん……先生、あたしもあの人に話聞いたらダメですか？」

「……何故なぜ？　相手はおまえを殺そうとしたんだぞ？」

「いや、その方が向こうがたくさん喋しやべってくれるかなーっと」

「《学園》に戻って尋じん問もん官に引き渡せば、尋問官が専用の魔術を使う。そうしたら訊きいてないことまでぺらぺら喋ってくれる」

「……でも、なんか……なんであたしのことそんなに殺したいのかとか……よくわかんなくて」

　リティーヤは俯うつむき、一歩ごとに毛足の長い絨じゆう毯たんに埋うまる足を見つめる。

「話して通じる相手ではない」

　ヤムセは言い、階段の手すりに手をかけ立ち止まった。

　リティーヤも彼の傍かたわらで立ち止まる。踊おどり場の上に付けられた大きな窓からたくさんの光が入っていた。そこは舞ぶ踏とう会かいが開かれた城館の三階だったが、日が昇のぼってみればすっかり雰ふん囲い気きは変わっていた。朝の光の中で見れば、穏おだやかで、優やさしい建物だ。

「自分の死を願う人間がいるというのはおまえにとってはショックなことだろうが、理解しようとしても無む駄だだ。他人の悪意を真正面から受けても疲つかれるだけだぞ」

「…………」

「どこかで行動を慎つつしめば良かったのかなどと考えるな。おまえには何の責任も義務もない。あの男が勝手におまえを殺そうとしただけだ」

　イルザークのように頭を撫なでるでもなく、ヤムセはただ淡たん々たんと語った。

「おまえはそのままでいい──それだけは忘れるな」

「……はい」

「食うか？」

　ぬっと袋ふくろが突つき出される。

　中に入っていたのは緑色をした球形の菓か子しだ。

　一つ手に取ってみると、思いの外ほかつるつるしている。表面のは皮らしい。

「これを」

　ヤムセが次ついで差し出してきたのは楊よう枝じだ。

「こう、刺さす」

　楊枝で菓子を刺せということらしい。リティーヤは言われた通りやってみた。

　ぷつん。

　楊枝が突き刺さったところから、ぺろりと皮が綺き麗れいにめくれた。

「おおっ」

「で、食う」

　リティーヤは言われるままに楊枝で刺した菓子を口の中に運んだ。

「はむ」

　感かん触しよくは柔やわらかくてなめらか。そしてやたら甘い。

「なんでできてるんですかこれ」

「豆を煮にて砂糖で甘くしたのを型に流して成形したんだ」

　ヤムセも一つ食べながら言った。

「調査した沼ぬまがあるだろう、あそこにこういう藻もが球形になったものがあってだな。それを模もして作ってるんだ」

「ふーん」

　ぷつん、と刺すと、ぷるん、ぺろり、と皮が剝むけるのが面おも白しろくて、気が付くと幾いくつも食べていた。ふと視線に気付いて顔を上げると、ヤムセがじいっとこちらを見ていた。

「……何か」

「いや別に」

　もしかして、菓子をすすめてくれたのは、元気のないリティーヤに気を遣つかってくれたからだろうか？

　そんな考えが浮うかんだ。

「……もし本当だとしたらものすごい不器用なひとなんじゃあないの……？」

「何か言ったか？」

「あ。いえ」

　もぐもぐと自分でも緑色の菓子を食べ続ける師を見て、まあ単に自分が食べたくなったからついでにすすめてきただけだろうと判断する。

　階段の手すりにもたれかかり、日当たりのいい廊ろう下かの隅すみで、菓子を食べるヤムセをなんとなく眺ながめた。彼は片手に袋を持ち、もう片方の手で爪つま楊枝を持ち、脇わきに先さき程ほど連隊長から受け取った封筒を挟はさんでいた。

「そういえば、それなんだったんですか？」

　封筒を指さして尋たずねてみた。ヤムセは淡々と答えた。

「欠片かけら」

「は？」

「イルザークが勝ち残ったんだが、あいつ決けつ闘とう場上がる直前に《連隊》辞やめてたらしくてな。で、いらんからやると言われた。謝罪のつもりらしいぞ」

「────え、ちょ」

　欠片、というと。

「《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》〈昼〉の石板の欠片……」

「そういうことだ。まあ、厳重に封じがされているから、このままでは周囲への影えい響きようもなければ石板の文字を読むこともできんが」

　ヤムセはまた一つ菓子に楊枝を刺した。ぺろりと皮が剝ける。

「…………に、二百年動かなかった欠片が」

「まあイルザークは剣けんの腕なら《連隊》で一、二を争うからな」

「あ……あああ……ちょっと先生、なんでそんな普ふ通つうにしてるんですか！」

「なんでと言われても。焦あせっても仕方ないし」

　もくもく。

　師は何事もなかったかのように、菓子を食べ続けている。石板の欠片が入った封筒を小脇に抱えて。すっかり袋を空にしてしまうと、彼は楊枝と皮のカスを袋の中に入れて言った。

「まあ、欠片が手に入ったと言っても、後から外交上の何やかやでまた《連隊》に返へん還かんされるかもしれんがな」

「え？　せっかく手に入ったのに？」

「石板そのものでなくとも、コピーがあれば当面研究自体はできる。そういう『貸し出し』ならこれまで一、二度あったようだ。《学園》が手に入れるのは初めてらしいが」

「へ、へえ……」

「返還すれば《蛇の目連隊》に一つ貸しを作ったことになるし……南部は《学園》も攻せめあぐねている地域だからな、足がかりにするためにも恩を売ろうとするかもしれん」

「はあ……」

　せっかく手に入れた石板の欠片を返還してしまうとは──リティーヤにはさっぱりわからない。階段の手すりに頰ほお杖づえをついて、思わずため息をもらした。

「さてと」

　ヤムセは菓子の入っていた袋を畳たたみ、細くしてぎゅっとねじった。

　それをリティーヤに放ほうる。

「何を」

「捨てておいてくれ」

「……自分で捨ててください」

「リティーヤ、おまえ《連隊》の事務所行って舞踏会の招待名めい簿ぼ見せてもらえ」

「え？　ちょっと、ごまかさないでくださいよ。えいっ」

　リティーヤはヤムセのポケットにゴミをねじこんだ。

「……おい、聞いてるか？」

「聞いてますよ。招待名簿でしょ。でもどうして？」

「おまえを狙ねらってた、あの男」

　ヤムセはポケットのゴミを引っ張り出して言った。

「あの男が言うには、魔術で化けたのは二回。元からあの男が見知っていたゼストガと、おまえが油断しそうな私だ」

「ふーん……ん？」

　その瞬しゆん間かん。

　リティーヤの脳のう裏りに、舞踏会で見た青年の横顔が蘇よみがえる。

　──お兄ちゃん。

「先生、じゃあ……あれはあの男が化けたんじゃあなくて……」

「事情は話しておいたから、名簿で確認させてもらえ」

　ヤムセはそう言って、階段を下りていった。

　その背中を見送り、リティーヤは礼を言っていなかったことに気付く。

　礼も言っていなければ、迷めい惑わくをかけたことを謝ってもいない。

『《学園》なんてどうでもいい！』

　言わなければ──そんなことはないのだと。

「先生っ」

　手すりに身を乗り出して叫さけぶ。ヤムセは踊おどり場で立ち止まり、リティーヤを見上げた。

「あの……っ、バカなこと言ってすいませんでした！」

　まっすぐに見上げてくる師へ、リティーヤは必死で言葉を紡つむいだ。

「《学園》のこと、どうでもいいなんて言って……でも、そんなことないんです。あたしにとって《学園》がどうでもいいものだなんてこと、絶対にないんです。

　──あたし、《学園》の魔術師として生きていきたいんです。だから──」

　がばりと頭を下げ、叫ぶように言った。

「だから、これからも、指導してくださいっ」

　……返事は、ない。

　頭を下げたまま、目を閉じて待つ。どくんどくんと心臓が鳴る。やがて──

「肉だな」

　ぼそりと独り言めいた言葉が聞こえてきて、リティーヤは、は？　と聞き返す。

「少し肉をつけて二、三年経たったらまあまあ見られるようになるはずだ」

「……あのー、なんのことですか？」

「ドレス」

　リティーヤはもう制服姿だ。わけがわからず混乱するリティーヤに、ヤムセは言った。

「似合ってないの気にしてただろう」

「…………！　ききききき気付いてたんですか!?」

「うむ。少し太れ」

　真剣な話のつもりだっただけに、リティーヤの頭には瞬またたく間に血が上った。

「だああああああああああ！　余計なお世話です！　もう、めちゃくちゃ余計！」

「せっかく気き遣づかって餌えさをやってるのに……」

「餌とか言わないでください！　あたしは食べ頃ごろを待つブタですか！」

　リティーヤがぎゃあぎゃあ騒さわいで、ヤムセがうるさそうに耳を押さえたその時。




　リティーヤは、ごと、という音を聞いた。




　リティーヤは口を噤つぐみ、音の聞こえてきた方を見やった。今まで歩いてきた廊ろう下かの奥だ。

　廊下に誰だれか倒たおれている。

　誰か──見張りだ。

　それまでの感情がすうっと意識の外に退き、緊きん張ちようが全身を支配する。

「先生来てください！」

　リティーヤは震ふるえる喉のどでヤムセを呼び戻もどし、同時に倒れている見張りに向かって駆かけた。

　見張りは倒れ、ドアは開いている。

　中に監かん禁きんされていた男は逃にげたのだろうか──しかし姿が見えない。開いたドアから中に飛び込もうとしたら、その前にヤムセに制服の上着を摑つかまれた。

「後ろにいろ」

　ヤムセはリティーヤを押しのけて前に出て、部屋に足を踏ふみ入れた。リティーヤもその横から顔を覗のぞかせる。

　テーブルと椅い子すが見えた。ミール──あの青と黒の目の男はどこだ？　視線を部屋の中に彷徨さまよわせた時、ヤムセがリティーヤの前に腕をかざして言った。

「見るな。下がってろ」

　ヤムセに押されて部屋の外へ一歩出る。ヤムセ自身はサーベルを抜き、室内に踏み込んだ。

　それで、リティーヤにも部屋の様子が見てとれた。

　テーブルのそばにはイルザークが立っていた。

　彼は手にしたサーベルをテーブルクロスの端はしで拭ふき、リティーヤらを見やった。

　そうして、出会った時と同じ、人懐なつっこい笑え顔がおを見せた。

「え？　でもイルザークさん、まだ軟なん禁きん……」

　そこまで言いかけて、リティーヤは視界の隅すみ、ベッドの向こう側から何かが覗いていることに気付いた。あれは、人の足だ。人が、ベッドの向こうに倒れているのだ。

　イルザークはサーベルを拭いていたテーブルクロスを捨てた。

　その白い布に染しみた血の赤さ。

「あ」

　事態に気付いてリティーヤは倒れた男──ミールの方へ駆け寄ろうとした。

　だがヤムセの腕に阻はばまれる。

「先生っ、でもそこにっ」

「もう死んでるよ」

　動かない足と、ベッドの上のシーツについた血の量が、イルザークの言葉を裏付けていた。

「仕方なかったんだ。俺だって逃がしてやろうと思ってわざわざトラリズ家を雇やとったりしたんだけどさ。でもあいつはそれを拒こばんでリティーヤを殺そうとした。だから──」

「だから殺した？」

　ヤムセの静かな確認に、リティーヤは悲鳴を上げる。

「先生、何を言ってるんですか！」

「イルザーク。何故なぜなんだ？　まさか──」

「ご推察の通りさ、ヤムセ」

「……ユローナか……」

　もはや言葉も出せないリティーヤに、イルザークは申し訳なさそうに言った。

「ごめんね。俺ってあっち側の人間なんだ」

　否定したい一心で、リティーヤはぶんぶんと首を振ふった。

「噓うそ！　ユローナは《学園》に捕とらわれてて、南部にいるイルザークさんに命令なんか──」

　リティーヤが叫びかけた時、イルザークの肩かたの上で、ちっちとシロユメハナクイが鳴いた。

　シロユメハナクイ。それを見た途と端たん、幾いくつものことが立て続けにリティーヤの頭で閃ひらめいた。《使い魔》は主人の目となり耳となり、声ともなるものだということ。この国の東部国境にある遺い跡せきで、それが研究されていたということ。この辺りの固有種はその魔術実験の影えい響きようで生まれたと考えられているということ。

　もしその魔術さえ見つかれば、再びそれらの生き物を使い魔として使し役えきすることも可能なのだ。

「《使い魔》……！」

　イルザークの肩の上で、リスに似た顔がリティーヤを見てにたありと笑ったように見えた。

「ご名答。こいつがあの女の声を伝えてくれたってわけだ。《学園》に捕らわれてなお、ね。勿もち論ろん、君が川に落ちたのも、俺がそれを助けたのも、偶ぐう然ぜんなんかじゃないよ」

「…………っ」

「ユローナに命じられてね。君に近づいて、ミールから守れって。彼女は君を大切に扱あつかいたいみたいだよ。自分の手で」

「ユローナのことなどどうでもいい。貴様は何を考えている？」

　ヤムセが一歩踏み出し、イルザークはそれを避さけるように、一歩後あと退ずさった。

「何？　簡単なことだよ。あの女は強い。強者に従うのがイヌだろう？」

「ユローナはセリネを殺したんだぞ!?」

　リティーヤは師の声の激しさにびくりと身を震わせたが、イルザークは口元に薄うすい笑みを浮うかべて立っていた。少し、哀かなしそうに。

「だからだよ、ヤムセ」

　イルザークはヤムセを見つめたまま、サーベルの柄つかで窓ガラスを割った。

　きらきらと、砕くだけたガラスが煌きらめいて散った。

「おまえは結局俺たちの掟おきてを理解できなかったんだなあ。いや、《学園》での余計な時間がおまえと俺たちとの間に溝みぞを作っちまったんだな。いいか、考えてみろ、セリネはユローナに負けたんだぞ？　決けつ闘とう場で負けて殺されたんだ。決闘において勝つのは常に正当な者。つまりユローナは正しいんだ」

「貴様……っ！」

「……そろそろ行くとするよ。長居は危険だ」

　イルザークが窓の方を振り向いた瞬しゆん間かん、ヤムセが抜ぬき身みのサーベルを手に最後の数歩を詰つめた。ケガをさせてでも止める気だ。

　だが、振り下ろされたヤムセのサーベルの切っ先は窓まど枠わくに食い込むだけだ。

　窓から飛び出したイルザークは、すでに庭先の太い枝にぶら下がっていた。

　とん、とそのすぐ下の枝に下り、二本の足で樹上に立つ。

　彼は幹に手を当て室内を振り返り、顔を潰つぶすように、くしゃりとリティーヤに笑いかけた。

　その顔も声も目もすべてが優やさしいのに、リティーヤは彼の言葉を理解できなかった。

　セリネに勝ったから、ユローナは正しい？

　理解できるわけがない。

「イルザークさん……っ！　なんで、虹にじみたいって言ってたのに……きらきらしてて、虹みたいって言ってたじゃない！　それを壊こわした相手のところへどうして行くの!?」

「違ちがうよ、リティーヤ」

　彼はこの上なく優しく答えた。

「虹はどんなに手を伸のばしても自分のものになんかならない。この手に摑めないものなら、それはただの夢、おとぎ話、幻げん想そうに過ぎない。ユローナがセリネを殺したあの日、俺は気付いたんだ。虹なんて元から存在していなかった、って」

　そして、枝から飛び降り、木立の向こうに駆かけていった。

『君は死なせない』

　リティーヤには信じられなかった。

『それだけは本当だ』

　あの言葉がこんなことを意味していたなんて──その他のことがすべて噓だったなんて、到とう底てい信じられなかったのだ。

　葉を揺ゆすりカーテンを舞まい上げた風が、血の臭においを含ふくみ、リティーヤの頰ほおを強く叩たたいた。




　イルザーク出しゆつ奔ぽんから数日が経たった。

《連隊》の捜そう索さくにもかかわらずイルザークは見つかっていない。ヤムセらは事情聴ちよう取しゆのために足止めを食っている。それにどうやらヤムセ自身、独自のつてで旧友を捜さがしているようだ。

　ゼストガは旅行鞄かばんに荷物をまとめ終え、一息ついた。

　ヤムセらもそろそろ《学園》に帰き還かんするはずだが、それより一足早くゼストガは帰ることにした。

　ミール──追っていた魔ま術じゆつ師しが殺されたのは失敗だった。

　が、ミールは調査委員会について色々知りすぎていたので、ゼストガの立場にしてみれば魔術で記き憶おくをいじったり書類を取り上げたりする前に《学園》本部の内部調査局にかっさらわれるよりはマシと言えた。

　残る問題は、一つ。

「これをどうするか、ですね……」

　ベッド脇わきのサイドテーブルの上には大判の封ふう筒とうが一つ置かれている。

　手に取り、封筒の角でとんとんとサイドテーブルを叩く。

「素直にリティーヤさんにお渡わたししましょうか？　それともここは保護者のヤムセさん？」

　思考を楽しむように呟つぶやき、テーブルを叩く手を止める。

「いいえ。リティーヤさんはダメですね。お兄さんに会いたいばかりに飛び出されては敵かないません。ヤムセさんは……アレで甘いところがありますからねえ、ダメですね。ヤムセさんと同等かもっと上の人で、なおかつ冷静な判断のできる方が望ましい。この情報を共有し、リティーヤさんが無茶をしないよう見張る役割をしてくださる方。僕と目的を共有してくださる方」

　少しの沈ちん思しの末、

　にこり。

　微ほほ笑えみ、封筒を小脇に挟はさんで旅行鞄を持つ。

　扉とびらを開けて回かい廊ろうに出て、玄げん関かんとは逆方向に進む。

　目当ての扉を見付けると、彼はそれをとんとんと静かにノックした。

「──開いてる」

　室内からの声にゼストガは扉を開けて中に入った。

　入ってきたゼストガを見て、部屋の奥でベッドに横たわっていた男は半身を起こし、不思議そうな顔をした。別の相手を想定していたのだろう。それでも近くの椅い子すをすすめてくれた。

「お話ししておきたいことがありまして……バドさん」

　ゼストガの差し出す封筒は、ミールが持っていたリティーヤについての調査書だ。それに気付いてバドの表情が引き締しまる──彼は訝いぶかしげな、警けい戒かいするような目でゼストガを見た。

「……何についてだ？」

「リティーヤさんのお兄さんについて、です」

　ゼストガが封筒から取り出した書類には、リティーヤの家族構成が書かれていた。

　勿論、今彼らがどうなっているかも、調べられる範はん囲いで。

　バドは一瞬の沈ちん黙もくの後、それを受け取った。




　ゼストガは上じよう機き嫌げんで扉を開けた。城館の中、ヤムセにあてがわれた部屋の扉で、リティーヤは自室にいなければ大たい抵ていこの部屋に入り浸びたって調査のまとめをしている。下手に遊んでいると、ゼストガに目をつけられテスト三ざん昧まいの日々が待っていると知っているのだ。

　だがゼストガも暇ひまではないので、テストは《学園》帰還後のお楽しみにしている。

「ヤムセさん、リティーヤさん、おはようございます」

　ゼストガは扉を開けるなりにこにこと笑え顔がおで挨あい拶さつし、旅行鞄片手に部屋に入った。

「元気がありませんねえ」

　ゼストガは二人のようすを見てそう言った。ヤムセはソファに深く腰こしかけ、仏ぶつ頂ちよう面づらで新聞を読み、リティーヤは資料を広げたテーブルに頰杖をつき、ぼへええっとしていた。

「そりゃ……元気あるわけないですよ」

　リティーヤは非難がましい目でゼストガを見た。勿論そんな目で見られたところでゼストガが動じるわけもない。

「せっかく僕が出立の挨拶に来たのに、笑顔で送り出してくれないんですか？」

「はいはいいってらっしゃい」

「つれないですねえ。イルザークさんが出ていったのがそんなにショックだったんですか？」

　ゼストガはまったく何の遠えん慮りよもなくそう言い、リティーヤの向かいの椅子の背に手をついた。

「幼おさな馴な染じみだったっていうヤムセさんはともかく、リティーヤさんなんて会って二日かそこらでしょう？　まさか一ひと目め惚ぼれしてたってわけでもないでしょうし」

「な、ちょ、変なこと言わないでください！」

「……まさか本当にそうだったんですか？　僕らのテストを放ほうっておいて調査に行った先で初めて会った男と恋こいに落ちるなんて、ひどい女性ひとですねえ」

「ちっ、違いますっ！　ただ、イルザークさんはあたしの命の恩人で──」

　リティーヤの声が急にトーンを落とす。

「命の……恩人だと思ってたんですけど」

「まあ、命の恩人ってのは間違ってないみたいですけどね」

「え？」

　我ながらお人ひと好よしだと思いながら、ゼストガは説明してやった。

「イルザークさんはミールがあなたの命を狙ねらっていることを事前に知っていました。だから彼は護ご符ふをあなたに与あたえることで、あなたをミールの魔術攻こう撃げきから守ったんですよ」

　リティーヤはきょとんとしている。構わずゼストガは最後まで説明した。

「まあ、もし所持がばれても《連隊》に囲まれて事情聴取となるでしょうからね。事実上《連隊》の保護下に置いてもらうようなもので、これはこれでやっぱりミールには手出しできません。誤算はあなたが決けつ闘とう場という彼らにとってきわめて神聖な場面で護符の力を発動させてしまったことです。あれで《連隊》を怒おこらせて、暴走する隊を出してしまったために《連隊》の庇ひ護ご下に入れなくなってしまった」

「あ……！」

　リティーヤの顔にやっと理解の色が広がっていく。

　だが、少しは喜ぶかと思われた彼女は、急に顔を俯うつむけてしまった。

「……本当に、それだけは本当だったんだ……」

　誰にともなく囁ささやく声は、ゼストガが聞いたことのない大人びた響ひびきを持っていた。

「…………」

　なんだかゼストガはその顔を見てむかむかしてきた。何がどう、というわけではないのだが、教えなきゃ良かった、という気持ちになる。これはどういうことだろう？　彼女の反応が予想と違っていたからだろうか？　それとも彼女が敵対する人間にあっさり心を許していることが腹立たしいのだろうか？

　まあどちらでもいいが、とにかく自分の精神衛生のためにも釘くぎを刺さしておくことにする。

「あのですね、イルザークさんがあなたを守ったのはユローナの命令だったからですよ？　ユローナはあなたの〈昼〉魔術の才能を知っているから、死なせたくないと思っていて、イルザークさんに命じてあなたを守らせたんです。イルザークさんの意思じゃありませんよ？」

「わ、わかってますよう」

　リティーヤはうっと呻うめいて上うわ目め遣づかいでゼストガを睨にらみつけてきた。その表情が自分に向けられていることに、ゼストガは密ひそかに満足を覚える。自分でもよくわからない性しよう分ぶんだ。

「ゼストガ。何の用なんだ」

　ヤムセの不機嫌そうな声が聞こえてきたので、ゼストガは言いかけた厭いや味みを吞のみ込み、ソファの方に視線を移した。

　ヤムセはソファの上に新聞を投げ出し、気け怠だるげにゼストガを見上げていた。

「ただの挨拶ですよ」

「私の教え子をからかっているだけに見えるんだが」

「ええ。だって挨拶ですから」

「……まあ、終わったら適当に行ってくれ」

「ははは、そんなに嫌わないでください。今回の件は僕がちゃんとリティーヤさんの身が危ないって教えてさしあげたからなんとか無事に済んだんですよ」

「……そもそも調査委員会があの男を逃にがさなければ危険も何もなかったとは思わないか？」

「さあて、そろそろ行きますか」

　ゼストガはヤムセの言葉を聞き流し、旅行鞄を持った。

「リティーヤさん、テストの用意してお待ちしてますからね」

「う……」

　ゼストガはドアノブに手をかけ、それを回し──

　回そうとしたら、勝手に回って扉とびらが開いた。

「え？」

　ふ、と目の前に扉が迫せまる。木の模様さえ見分けられるほどに迫り、ゼストガの鼻を強打した。

「ふお!?」

　鼻と額を押さえてゼストガはその場にしゃがみ込んだ。ばたばたと部屋に駆かけ込んできた人物はゼストガに見向きもせず、室内のヤムセに向かって紙を振ふり回して見せた。

「ヤムセ！　《学園》から急報だ、ユローナが──」

　がた、とリティーヤが音をさせて椅子から立ち上がった。ヤムセは動じず、ただ眉み間けんの皺しわを深くしただけだ。

「ユローナが逃げた！」

　リティーヤが不安そうにヤムセを振り返る。ヤムセは乱入者──テヨルの持ってきた紙に目を通す。紙に書かれた文章の後半を読むに至り、その表情が険けわしいものへと変わる。

　ヤムセはソファから立ち上がると、扉の横で不服そうに鼻を押さえていたゼストガに文字のタイプされた紙を渡わたし、不安がるリティーヤには口頭で説明した。

「ユローナが逃とう亡ぼうした際、ヴォルド先生が《学園》にいた。ユローナと交戦したらしい。詳くわしいことはわからん」

　ゼストガは渡された紙を眺ながめた。それは《学園》からの緊きん急きゆう電報だった。

　確かにそこにはユローナの逃亡とヴォルドがその阻そ止しのために彼女と交戦したことが書かれていた。

　……ヴォルドの生死は、明記されていない。

「先生、ヴォルドさんは無事なんですか!?」

「わからん。行くぞ、用意しろ」

　慌あわただしく、リティーヤがゼストガの脇わきを駆け抜ぬけていく。テヨルも準備のため部屋から出て行った。しゃがみ込んだままのゼストガの目の前には一本の腕うでが差し出され、ゼストガはそれに摑つかまり、立ち上がってコートの埃ほこりを払はらった。

「ヴォルドさんの現げん役えき時代のお噂うわさは伺うかがってます。大だい丈じよう夫ぶですよ、きっと」

　根こん拠きよの無いことを笑顔で言うと、ヤムセは眉間に作った皺をそのままに、ぽつりと言った。

「……あのケガをする前ならな」

「え？」

　ゼストガが聞き返しても、ヤムセはそれ以上何も言おうとはしなかった。




　そして、魔ま術じゆつ師したちは《学園》に帰き還かんする。








あとがき






　こんにちは、喜多みどりです。

『光炎のウィザード』二巻をお届けいたします。

　一巻に引き続きコミカルなんだかシリアスなんだかよくわからない話になってます。新しいシリーズだし新しいことをやろうと思ってライトな方向に転がしてみたらこうなった、という感じです。まあ世界観も物語も真面目まじめなつもりですので、要因はキャラクターたちにあると思うんですが。いただいたお手紙でもご指し摘てきありましたがツッコミ役が少ないのが悩なやみの種です。どうしても数少ないツッコミに負担がいっちゃって可か哀わい想そうなことになるんですよねえ……バドとか。シリーズ完結までに彼の胃い壁へきには幾いくつの穴が開くのでしょう……。

　まあ、それはさておき（ごめん、バド）。

　今回出てきた新キャラの中では親友に初はつ恋こいの人の面おも影かげを重ねちゃう某ぼう変態が一番目立ってたのではないかなと思います。イラストにもしてもらえましたし（あの一枚でヤムセとイルザークのすべてが語られてる気がします）。彼については色々あるんですが……今書くと何もかもネタバレになりますので次の巻のあとがきにでも、少し。ちなみに書いてて楽しかったのはヤムセの姉の思い出話です。ユローナといいセリネといい、ヤムセの人生には『年上の女性から虐いじめられる』というシチュエーションが欠かせないようです。

　今回はイルザークもバドも顔見せ程度でしたが、彼らが何を考えどういう選せん択たくをするのかということも、次回以降書いていきたいと思っています。勿もち論ろんリティーヤとヤムセ、二人の過去と行く末についても。この二人との付き合いは私のデビュー前に遡さかのぼりますから、こうやって本になって皆みな様さまに読んでいただけるというのは今でもちょっと信じられないことですね。

　ところで皆様、リティーヤのドレス姿とヤムセの礼服姿はもうご覧になりましたか？　いやあれすごいですね……！　書いてて楽しいのは武ぶ闘とう会かいですが（←参考資料・プロレスのビデオ）見て楽しいのは舞ぶ踏とう会かいです。二人を舞踏会に引きずり出して良かったーと心底思いました。




　さて、最後になりましたが、今回も可愛くて恰かつ好こう良いリティーヤとヤムセを描いてくださった宮城先生、担当編集者の中村女史、この本が世に出るまでに関かかわってくださったすべての方々と、二巻目も読んでくださった皆様に感謝を。ありがとうございます。読み手の方々に楽しんでいただける一冊になっていればと思います。そうそう、いただいたお手紙もちゃんと読んでます。イラスト同どう封ふうしてくださった方もいらっしゃって。立ち止まるたびに読み返してます。ありがとうございます。

　あ、宣伝を一つ。一月に出る『The Beans』にこれの短編も載のせてもらえるそうです。リティーヤとヤムセのおバカなお話を一本考えていますので、こちらもよろしければどうぞ。

　では、願わくばまた次のお話で。
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